






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『外れスキル「影が薄い」を持つギルド職員が、実は伝説の暗殺者』（著：ケンノジ）お試し版が収録されています。
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あとがき








第１話「転移魔法によるらくちん旅行と、リタの秘密計画」






　クローディア姫の事件が終わり、落ち着いた後。

　僕たちは二度目の『社員旅行』に行くことにした。

　目的地は前回と同じ『保養地ミシュリラ』だ。今回は、『転移アーティファクト』の実験も兼ねてる。

　フィーンが支配した『転移アミュレット』が使えれば、町と町を一瞬で移動できるようになる。そうなればクエストも商売も楽になるから。

　まず、旅行前のフィーンには、屋敷の床に『転移魔法陣』を描いてもらった。

　それから、アイネ、レティシア、カトラスは『保養地ミシュリラ』に出発。

　向こうに着いたらもうひとつの『転移魔法陣』を用意してもらう予定だ。準備ができたら、こっちの魔法陣が反応して、僕たちは保養地に転移することになってる。

　本当は、全員そろって行ければよかったんだけど──

「すいません。イリスは『おひろめパーティ』の成功でうかれる父をなだめてから参ります」

「あたしも、イリスさまのお手伝いをします。先に行っててくださいです」

　イリスとラフィリアは、少し遅れてくることになった。

『転移アーティファクト』の実験をすることにしたのはそのためだ。

　あれが使えれば、ふたりもすぐに合流できるからね。




　そうして屋敷に残った僕とセシル、リタは旅の準備をはじめて──

　アイネたちが出かけてから数日後、ついに『転移魔法陣』が光りはじめたのだった。










「ナギさま！　『転移魔法陣』が光ってます。向こうの準備ができたみたいです！」

　その日のお昼ごろ、セシルが僕の部屋のドアを叩たたいた。

「それじゃ最後に家の点検をしよう。火の元と、忘れ物がないか確認して」

「了解ですナギさま！」「りょうかいだもん！」

　僕とセシル、リタがそれぞれ手分けして、火元と戸締まりを確かめる。

　水道の元栓は締めた。窓の鍵かぎも大丈夫。保存が利かない食料は持って行くからＯＫ。

　よし。点検完了、っと。

　僕たちは荷物をまとめて、奥の部屋の魔法陣の上に移動した。

　今ごろ保養地でフィーンが、『転移アーティファクト』の最終チェックをしてるはずだ。

「ところでリタさん。体調は大丈夫ですか？」

　不意にセシルが、リタを見て言った。

「私の体調？」

「はい。これからリタさんの身体からだには、少し負担がかかるかもしれません」

「これからって、旅行の間に？」

「そうです。心構えをしておいた方がいいと思います」

「旅行の間に私の身体に負担……心構え……」

　つぶやくリタの顔が、ぼっ、と真まっ赤かになった。

「セ、セシルちゃん!?　ナ、ナギの前でなんてこと言うの!?」

「……？　リタさん？」

「エ、『魂約エンゲージ』の時とは違うのよ？　そんな。私がナギと……セシルちゃんみたいに……なんて……嫌じゃないけど……その……私……」

「リタさん……？」

　正面からリタの顔を見返すセシル。

　その顔が、やっぱり真っ赤になって──

「ち、違います違います！　そういうことじゃないですっ!!」

「そういうことじゃないならなんなのぉおおお!?」

「転移魔法は、平衡感覚の鋭い人には負担がかかるんですっ！　転移するとき、上と下が入れ替わったり左右が切り替わったりしますから！　だから、獣じゆう人じんのリタさんには負担が大きいって意味ですっ！　か、勘違いしてますリタさんっ！」

「ふ、ふえええええええええっ!?」

　あわあわあわ。

　わたわたわた。

　真っ赤になって両手を振り回すセシルとリタ。

「ふたりとも、どしたの？」

「な、なんでもないです、ナギさま！」

「そ、そう。私、えっちな子じゃないもん！　変な想像してないもん！」

「……えっと」

　なんだろう。突っ込むと危険な気がする。旅行前だし。

　セシルとリタは、ぶんぶんぶん、って手を振って首を振って、必死になにかを振り払おうとしてるみたいだ。ここはスルーしてあげた方がいいのかな。

「……それじゃ行こうか」

「そ、そうですね。魔法陣の光も強くなってきました！　リタさん。体調はいいんですよね？　平衡感覚がおかしくなるけど大丈夫ですよね？　そういう意味での心構えは問題ないですね!?」

「もちろん。そういう意味での体調と心構えは充分よ。いますぐ保養地に行きましょ！」

　ぎゅ、と、僕の手を握ってくるセシルとリタ。

　そうしているうちに段々と魔法陣の光が強くなって、僕らの視界が真っ白に染まり──




　僕とセシルとリタは、別の町へと転移をしたのだった。







　──数分後──
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「ナ……ナギぃ……視界がぐるぐるするよぅ。転移っていつになったら終わるの……」

「もう終わってるよ。大丈夫？　リタ」

　僕はリタの背中をなでた。

　まわりの空気が変わってる。港町イルガファよりも少し暖かい、湿った空気だ。僕たちがいるのはレンガ造りの小さな部屋。保養地の別荘にある物置だ。まわりにはアイネとレティシアとカトラスがいて、心配そうに僕たちを見てる。

　転移成功だ。僕たちは無事に『保養地ミシュリラ』に到着した。

「しっかりして、リタ。もうとっくに保養地に着いてるよ？」

「……わぅぅ。ご主人様、どこぉ？」

「隣にいるから、ほら」

「……もっとぎゅっとして……」

「こう？」

「わぅぅ……」

「こら。ほっぺたをすりすりするのやめなさい」

「……こうしてると落ち着くんだもん。ナギの隣が私の居場所だもん。ちゃんとご主人様が側そばにいることを確かめないと。これも奴ど隷れいのつと…………め」

　リタが顔を上げた。

　僕と目が合った。

　それからリタはまわりを見て、セシル、アイネ、レティシア、カトラスに視線を向けて──

「さ、さすがはフィーンちゃんの『転移アミュレット』ね！　簡単に私たちをここまで移動させるなんて、すごいわー。さすがはナギが作った『アーティファクト支配スキル』よね！」

「……うん。今更かっこつけても手遅れだと思うよ」

「わぅぅ」

　リタは獣耳をぺたん、と倒して、頭を抱えた。かわいい。

「アイネもレティシアもカトラスも、数日ぶり。旅の間は大丈夫だった？」

「まったく問題なかったですわ」

「『ゴブリンロード』をやっつけたの。カトラスさんが、大活躍だったの」

「まぁ、カトラスに任せておけば問題ないですものね！」

　僕の問いに、レティシア、アイネ、フィーンが答えてくれる。

「街道に『ゴブリンロード』が出たの？」

「そうなの。旅人さんたちは、最近おかしなことばかり、って言ってたけど……」

『ゴブリンロード』は、ゴブリンの最上位種だっけ。

　普通は街道に出てくる魔物じゃないって聞いてるけど。

「……気になるな。あとで聖女さまに伝えておこう」

　保養地ミシュリラの近くには、聖女デリリラさまの迷宮がある。

　聖女さまは過去の時代に人助けをしていた人で、今でもゴーストとして存在してる。

　前に僕たちが保養地に来たとき、ちょっとした縁で友だちになったんだ。その後、保養地に巨大な魔物『ヒュドラ』が襲って来て、一緒に倒すことになっちゃったけど。

　ちょっぴりさびしんぼで、優しい人だから、遊びに行けばきっと歓迎してくれる。

　僕も報告したいこともあるからね。会いに行こうと思ってたんだ。

「それじゃ、リタ」

「……う、うん。ナギ」

「気分がよくなったのなら、ごはんにしよう」

　僕はリタの獣耳に触れた。

「まずはお腹なかいっぱい食べて、落ち着いたら買い物に行こう。この保養地でしか獲とれないおさかながあるって聞いたから、それを食べて、明日は聖女さまに会いに行こうよ」

「はい。ご主人様」

「それじゃ、明日の打ち合わせをしようか。のんびり、お茶でも飲みながら」

　僕はリタの手を取って立たせた。

「お茶なら、もう準備してあるの」

　メイド服姿のアイネは、指を一本立てて、言った。

「さすがアイネ、用意がいいな」

「えらい？」

「うん。えらい」

「じゃあ。ごほうびが欲しいな」

　ごほうび？

　珍しいな。アイネがそんなこと言い出すの。

「いいよ。なにか欲しいものでもあるの？」

「なぁくんたちが聖女デリリラさまに会いに行ってる間、家事を手伝ってくれる人が欲しいの」

「家事を？」

「そうなの。しばらく留守にしてたから気になるの。大事なご主人様と奴隷仲間を、汚れたおうちで生活させるわけにはいかないの」

「はい。わたしがアイネさんのお手伝いをします」

　しゅた、と、セシルが手を挙げた。

「わたしも将来を考えて、アイネさんにいろいろ教わりたいことがあるので」

「奇遇なの。アイネもセシルちゃんにいろいろ教えてあげたいことがあるの」

「気が合いますね」

「気が合うの」

　ぱん、ぱぱん、ってセシルとアイネは両手を合わせた。

　ふたりが納得してるなら、いいかな。

「フィーンは『転移アーティファクト』を使って魔力を消耗したよね。ゆっくり休んでて」

「そうさせていただきます」

　フィーンはスカートの裾すそをつまんで、頭を下げた。

「カトラスが充分戦えるように体調を整えるのも、あたくしの役目ですもの」

「では、聖女さまの迷宮に行くのはわたくしとナギさんとリタさんですわね」

　レティシアが言った。

「わたくしも、聖女デリリラさまには興味がありますもの」

「わかった。じゃあレティシアは明日、聖女さまのところに付き合って」

　これで予定は決まった。

　イリスとラフィリアが来る前に、やることを済ませておこう。

　ふたりが来たときには「遊ぶだけ」にしておきたいからね。










　──リタ視点──










　ナギのお話が終わって、みんながそれぞれのお仕事に向かったあと──

　私はずっと、ナギとセシルちゃんのことが気になってた。

　なんだか、ふたりの距離が、すごく近くなってるような気がしたから。

　それは物理的な距離じゃなくて、心の距離のようなもの。

　セシルちゃんが、ナギの側でくつろいでる気がするの。すごく自然な感じになってる。前よりも動きとか、呼吸とか、息がぴったり合ってるんだもん。

　ふたりの間に、なにかあったのかな？

　セシルちゃんが、すごく安心するようなことで──

　つまりそれはセシルちゃんの夢が叶かないそうなことで──




　──ぼっ。




「わぅわぅ。わぅ────っ！」

　お部屋に戻った私は、思わず床をごろごろ、ごろごろ。

　うわー。想像しちゃったよぅ。

　ナギとセシルちゃんがくっついて、抱き合って──そして──




　ごろごろごろごろごろごろごろごろっ！




　だめだめ。ごろごろ転がってたら、みんなに気づかれちゃう。

　落ち着け私。照れるな私。覚悟決めなさい。

　それに、ナギとセシルちゃんがそうなるのは、自然なことだもん。

　だから私もセシルちゃんに『身体からだの負担』って言われたとき、そういう話だと思っちゃったんだもん。セシルちゃんってば、自分が『魂約エンゲージ』したあと、私に『リタさんも一緒に魂約しましょう！』なんて言っちゃうくらいだから……。

　セシルちゃんはすごいよね。ナギの奴ど隷れいになってからずっと、ナギとひとつになって、未来に血を残すことを決めてたんだもん。それを叶えちゃったんだから。

　私も、いつかふたりはこうなるって思ってた。

　……それに……私だって、ナギと……。

「──うわーん。わぅぅ」

　気づいたら枕を抱きしめて、端っこをかじってた。だめだめ、アイネに怒られちゃう。

　私は自分の頰を叩たたいて、気を取り直して──

「…………今は、明日のお仕事の方が大切よね」

　とりあえず、先送りすることに決めました。

　だって、私はナギの奴隷なんだもん。ご主人様が私に『聖女さんち訪問』を手伝ってって言ったんだもん。個人的なことは後回しにしなきゃだめなんだもん。

「…………はぁ」

　覚悟が足りないなぁ。私。

『能力再構築スキル・ストラクチヤー』でナギと繫つながってるときは、素直になれるのになぁ……。

「……顔洗って落ち着こ」

　そんなことを考えながら部屋を出たら──

「あれ？　リタ。ちょうどよかった」

　部屋の前の廊下に、ご主人様ナギが立ってた。

「な、な、な、なぁにかなぁごしゅじんしゃまあああっ!?」

「？　うん。アイネが庭を掃除してたら、変なものを見つけたから。一緒に調べようと思って」

「変なもの？」

「セシルは『伝言ゴーレム』って言ってたよ」




『伝言ゴーレム』

　高位の術者が作り出す、言葉を封じ込めたゴーレム。

　対象の相手の魔力に反応してしゃべりだす。

　秘密のメッセージなどを伝えるのに、よく使われる。




「もしかして、聖女デリリラさまのもの？」

「そうだと思うよ。確証はないけど──」




『はーっはっはっ！　やっと戻ってきたね！　いんちきご主人様とゆかいな仲間たちよ!!』




　リビングの方から、聖女さまの声がしました。

「「…………」」

　セシルちゃん、うっかり起動しちゃったのかな。




『聖女デリリラさんから、君たちに依頼があるよ。素材集めだ。

　ゴーレムの素材になる「魔力水晶」が足りなくてね。君たちに取ってきて欲しいんだ。

　もちろん、報酬は払うよ。こっちにきたら、デリリラさんの迷宮を訪ねてくれたまえ！』




　聖女さまの声でそう言って『伝言ゴーレム』は止まっちゃった。




「──聖女さまの依頼か」

　メッセージを聞いたナギは、かりかり、って頭を搔かいた。

「素材集めくらいなら受けてもいいな。僕の方も、相談したいこともあるからね」

「街道の魔物について？」

「それもあるけど、『天竜の加護』についても話しておかないと」

　ナギってば、楽しそう。

　聖女さまは変わり者だけど、私たちの大事な友だちだもんね。

「私、ついていくからね？　聖女さまの洞どう窟くつまでの護衛が必要でしょ？」

「いいの？　転移で疲れただろ？　休んでてもいいんだよ？」

「……遠くでナギが危ない目に遭うのは、もうこりごりなんだもん」

　思わず、背筋が寒くなる。獣耳と尻しつ尾ぽが震えてるのが、自分でもわかる。

　こないだ、ナギとカトラスちゃんとレティシアさまがさらわれたとき、目の前がまっくらになったの。ナギになにかあったら……って思ったら、なにも考えられなくなっちゃった。アイネが止めてくれなかったら、みんなを置いて『完全獣化ビーストモード』で狼おおかみの姿になって飛び出してた。

　私がいないところで、ナギが危ない目に遭うことが、すごく怖かった。

　どうして私が盾になれないの──って、身体の震えが止まらなかったの。

　あんなの、二度と嫌だから。

「お願い。私を連れて行ってください……ご主人様」

「わかった。お願いするね。リタ」

　ナギの……ご主人様の手が、私の獣耳をなでた。

　私の一番して欲しい触れ方で。

「聖女さまのところまで、僕の護衛をよろしく。それと、心配かけてごめんな」

「べ、別に……いいもん」

　顔、あつい。

　ナギも同じみたい。ちょっと照れくさそうだから。

　それから私たちはなんとなく顔を見合わせて、笑って──

　一緒にみんながいるリビングの方に向かったのでした。








第２話「セシルの思いと、レティシアの挑戦」






　──セシル視点──










　ナギさまとリタさんとレティシアさまが出かけるのを見送って、わたしはお掃除に戻りました。

　３人とも、今日は聖女さまの洞窟まで行くそうです。

　遠ざかるナギさまの背中を見つめていたら……わたしは。

　……ぼっ。

「……わわっ。わわわわわっ」

　い、いけません。

　ナギさまのことを考えると、顔が真まっ赤かになってしまいます。

　この前わたしとナギさまが、はじめて結ばれた時のことが、頭の中に浮かんでしまって……。

　どんなふうに……ナギさまが……してくださったか。

　わたしの負担にならないように、ナギさまが……わたしの全すべてを『もにたー』しながら……してくださったこと。身体からだも……言葉も……想おもいも声も、なにひとつ隠せなかったこと。

　じ、自分が……恥ずかしい声を出して……ナギさまにしがみついてしまったこと。

　ナギさまが、わたしがつらくないように……ずっとずーっと『しあわせ』が続くようにしてくださったこと。そのおかげでわたし……わたしは。

「……ぷしゅう」

「わぁっ。セシルちゃん大丈夫なの!?」

「だ、だいじょぶ、です」

　廊下に座り込んでしまったわたしに、アイネさんが声を掛けてくれます。

　そういえばアイネさんはあのとき、ナギさまと私がふたりきりになれるようにしてくれたんでした。

　アイネさんも、ナギさまのことが大好きなのに。

　きっとアイネさんも、わたしと同じことを望んでいるはず……なのに。

　リタさんだってそうです。

　お出かけする前、リタさん、何度もわたしの方を見てました。顔、赤かったです。

　たぶん、ナギさまとわたしのこと……気づいてると思います。リタさんは気配を察する達人ですから。

　……わたしだけ、幸せで、いいんでしょうか。

「アイネさんアイネさん」

「どうしたの、セシルちゃん」

　言いかけて、わたしは途中で言葉を止めます。

　わたし、なにを聞くつもりだったんでしょう？　アイネさんは、ナギさまの赤ちゃんが欲しいですか……ですか？　そんなこと、恥ずかしくて聞けません。

　聞くとしたら──

「アイネさんは、将来のことを考えたりしますか？」

「うん。アイネは、たくさんの子どもに囲まれて暮らすのが夢なの」

「お子さんがたくさん欲しいんですか？」

「アイネの子どもだけとは限らないの」

　そう言ってアイネさんは、祈るように手を組み合わせました。

「アイネは両親をなくして、おじいちゃんも弟のナイアスもいなくなって、とてもさみしい想いをしたの。だから、家族がたくさん欲しいの。それが自分の子どもでなくても構わないの。だって、パーティのみんなは家族で、みんなの子どもは、アイネにとっても子どものようなものだから」

「……アイネさん」

「セシルちゃんは、将来どうなりたいの？」

「わたしは……」

　わたしは、魔族の最後の生き残りです。そして、ナギさまを愛しています。

　ナギさまの子どもがずっと欲しかったです。

　最初は、ナギさまと一緒に魔族の血を未来に繫ぐためでした。でも、今はただ純粋に、ナギさまとの子どもが欲しいって思ってます。理由なんて、ナギさまを愛している以外にありえません。

　そんなわたしが……将来のことを考えるとしたら……。

　今のわたしは、ナギさまや──リタさんやアイネさん、イリスさんにラフィリアさん、カトラスさん、レティシアさま。好きだって思える人たちに囲まれて生活して──すごく幸せです。

　そんなわたしが望むことは──

「新しい魔族の家族のかたちを、作ってみたいです」

「新しい魔族の家族のかたち？」

「魔族の血を引く子どもたちに、たくさんの家族をあげたいです。魔族の血よりも大事なもの──同じ人を愛する気持ちで繫がった家族を──だから──えっと、うまく言えないですけど……」

「うん。わかるの」

　アイネさんはあっさりとうなずきました。すごいです。

「それはきっとアイネが望んでいることと、同じだから」

「そうなんですか？」

「うん。だからアイネは、セシルちゃんとなぁくんが結ばれたことがうれしいの」

　さすがパーティのお姉ちゃんです。

　わたしの考えなんてばればれでした。

「なぁくんもきっと、家族が増えることはよろこんでくれると思うの」

「はい。もちろんです」

　ナギさまは、以前、約束してくださいました。

　子どもが欲しい、というわたしの願いを叶かなえてくださるって。生活費だけが心配だから、ちゃんと準備したいって──そう、言ってくださいましたから。

「それに、うちにはもう子どもがいますよね」

「シロちゃんのこと？」

「はい。まだ、生まれてないですけど。わたしたちの大事な家族です」

「シロちゃん、早く孵ふ化かしてくれるといいの」

「そうですね」

『天竜ブランシャルカ』の幼生体のシロさんは、今は卵の状態で『天竜の腕輪』になってます。

　仮の姿で生まれたとき、すごく無邪気で、かわいかったです。

　ちっちゃなシロさんを見るナギさまは、とても優しい目をしていました。

　そうです。わたしの子どものことだけ考えてたらいけません。シロさんだって、大事な家族なんですから。できるだけ早く、この世界に迎えてあげたいです。

「ナギさんが戻られたら、シロさんのことを相談してみます」

　それから、リタさんにも、ちゃんとナギさまとのことを説明しましょう。

　リタさんも、たぶん、ナギさまとそうなることを望んでるはずです。

「……それに……わたしだけ……しあわせなのは……ふこうへいですから」

　おうちの掃除をしながら、わたし──セシル＝ファロットは、そんなことを思ったのでした。










　──ナギ視点　聖女デリリラの洞窟前──










「偉大なる聖女さまに祈き願がんいたします」

　洞窟の入り口で、レティシアはひざまずいた。

　ここは、聖女さまのいる洞窟だ。

　入り口は岩で塞ふさがれてる。

　だから中に入れてもらうために、こうして呼びかけてるわけなんだけど──

「わたくしはレティシア＝ミルフェ。正義の貴族を目指している者です。ぜひ、この洞窟に入らせていただき、聖女デリリラさまにお目にかかりたいと……」

　レティシアは祈るように、聖女さまに語りかけてる。

　でも、反応なし。

「レティシアの呼び方だと、ちょっと固いかな」

「……では、なんと呼べばいいですの？」

「たとえば──」

　僕はレティシアに説明した。

　それから、僕とリタとレティシアは、手を口のまわりでメガホンにして──




「「「デリリラさーん！　きーたーよっ!!」」」




『友よ。らっしゃい！　まちかねたよ──っ!!』

　ご、ごごん。

　洞どう窟くつの入り口を塞いでいた、岩が砕けた。

　その向こうには聖女さま自慢の『作業用ゴーレム』たち。

　一番後ろの一体が、小さな女性型の人形を持ってる。

　聖女さまの霊体が入った、１／10可動型『聖女さま』フィギュアだ。

『遅かったじゃないか、ナギくんとそのご一行！　待ちくたびれたよ！』

『作業用ゴーレム』が掲げた手のひらの上で、フィギュアサイズの聖女さまが胸を張ってる。

「これが……聖女デリリラさまのお姿なのですわね……」

　レティシアは膝ひざをつき、聖女さまに頭を下げた。

「わたくしはナギさんの親友、レティシア＝ミルフェと申します。偉大なる聖女さまにお目にかかることができ、光栄です。正義の貴族を目指す者として、聖女さまは憧あこがれですので──」

『うん。はじめまして！』

　聖女さまは目を輝かせた。

『君は、ナギくんの友だちなんだね？　じゃあせっかくだから、ここで遊んでいかない？』

「…………はい？」

　レティシア、目が点になってる。

　彼女は僕の方を見てから、少し考えて、

「それでしたら、ナギさんのように迷宮攻略の試練を受けてみたいのですが」

『なんていい子なんだ君は！』

　聖女さまはレティシアの手を握った。

『ちょうど新作の「少人数向け迷宮」を作ったところなんだよ！』

「すばらしいですわ！」

『以前、貴族のパーティの挑戦を受けたときに、岩山を荒らされたことがあってね。ひとりなら、そういうこともないだろう？　だから少人数用のコースを作ってみたのさ』

「そんなことがあったんですの……？」

　そんなこともあったね。

　それで岩山からヒュドラがやってきて町を襲った、という。冗談みたいなお話だ。

「で、そのヒュドラを倒したのが『天竜さま（仮）かつこかり』ですわね」

『そうだね。偉大なる「天竜（仮）」が高熱量のブレスで、ヒュドラをまっぷたつにしたのさ』

「『（じ────っ）』」

　……ふたりとも、どうしてこっち見てるの？

　というか、聖女さまも共犯だよね。あの時、一番ノリノリだったよね？

『だからまぁ、気分を変えようと思って、新作のダンジョンを作ったわけだよ』

「さすが聖女さまですわ」

『それに、ダンジョンは常に新しくしないと、すぐ、いんちきスキルの人たちに攻略されちゃうからねぇ』

「規格外の方たちが相手では、仕方ありませんわねぇ」

「『（じ────っ）』」

　だからふたりとも、ジト目でこっち見ないの。

　レティシアと聖女さまは、完全に意気投合しちゃってる。

『正義の貴族』を目指すレティシアにとって聖女さまは憧れの存在だし、聖女さまは聖女さまで、真ま面じ目めなレティシアが気に入ったみたいだ。

「それでは、ぜひわたくしに『聖女さま迷宮』に挑戦させてくださいな」

『よかろう！　デリリラさんは君のような挑戦者を待っていた!!』

　レティシアと聖女さまは手を握り合う。

　迷宮攻略はいいんだけど……レティシアひとりじゃ心配だな。

「リタ、ついてってあげてくれる？」

「はーい。ご主人様」

『ふふっ。獣じゆう人じんのリタくん。甘く見ないことだね。新しくなったデリリラさんの迷宮は、一筋縄ではいかないんだからねっ』

「がんばります。行きましょ。レティシアさま」

「はい。聖女さま、それでは行って参りますわ」

　リタとレティシアは手を振って、洞窟の奥へと走って行った。










「そういえば、聖女さまに相談したいことがあるんです」

　ふたりを見送ってから、僕は聖女さまに言った。

「素材集めの依頼は受けます。代わりに、聖女さまの称号を少し変えてもらいたいんです」

『……というと？』

「聖女さまの名前を少し変えて『天竜の聖女デリリラさま』にするのはどうでしょうか」

『いきなり超越存在の名前が来たよ!?』

　聖女さまがのけぞる。

　いきなりすぎたか。もうちょっと順を追って説明しよう。

「実は、こないだ僕と仲間がさらわれる事件があって──」

　僕は説明を始めた。

　僕とレティシアとカトラスが、謎の少女にさらわれたこと。

　犯人の少女は貴族に怪しいアイテムを売りつけていたこと。背後に王家の姫がいたこと。

　そういう相手への抑止力として「天竜の加護」というものを考え出したこと。

　具体的には『港町イルガファ』『翼の町シャルカ』『保養地ミシュリラ』を、ほんのりと天竜が見守っていることにして、その町を攻撃しようとすると罰が下る──という噂うわさを流したことを。

「ヒュドラ退治のとき、聖女さまが天竜を呼び出した感じになってましたよね？　だから、話を通しておこうと思ったんです」

『楽しいことを考えるじゃないか。さすがはナギくん』

　聖女さまは、にやりと笑った。

『要は、人の心の中に「天竜（仮）かつこかり」を作ることで、貴族の暴走を食い止めようってことだね。いいね。デリリラさんそういうの好きだよ』

「協力してくれますか？」

『その前に教えて欲しいな。この計画で君はなにを得るのかな？　もしかして「天竜の代行者」として、陰の権力者になるつもりかい？』

「まさか。そんなものになるくらいなら、無人島にでも逃げますよ」

『ふふっ。そうだと思ったよ。君はそういう子だもんね』

「僕は、みんなで落ち着いて生活できればそれでいいんです。『天竜の加護』なんて言ったって、通じない奴やつには通じないと思うし。ただ、僕の家族の居場所が荒らされないようにしたい。そのために、打てる手は打っておきたい。それだけです」

『ふふん、気に入ったよ』

　聖女さまはうなずいた。

『いいよ。君の「天竜の加護」計画に協力しようじゃないか』

「ありがとうございます。聖女さま」

　話はまとまった。

「もちろん、聖女さまのクエスト依頼も受けます。こっちが一方的にお願いするだけじゃ申し訳ないですから」

『ありがとう。じゃあ頼むよ。君たちにお願いしたいのは、素材採取クエストだ』




『魔力水晶収集クエスト』

　ここから北に向かったところにある『夜よる蔦つたの森』で、魔力水晶を取ってきてください。

　森の近くには魔物『森ゴブリン』の住すみ処かがありますが、彼らは採取のみを行うおとなしい種族なので、襲われることはありません。知的な魔物なので、事情を説明すれば大丈夫──




『──だと思うんだけどねぇ』

「なにかあったんですか？」

『最近、魔物の動きがおかしい、って噂をよく聞くんだよ』

　聖女さまはほおづえをついて、両脚をぶらぶらさせてる。

『あの森に住む魔物「森ゴブリン」は木の実を主食としていて、デリリラさんの知る限り、人を襲ったりしないんだ。だけど……その子たちが攻撃してきた……って噂があってね』

「人を襲わない魔物、ですか」

　そういうものもいるんだろうな。

　僕たちだってスライムや、飛竜のガルフェとは普通に友だちやってるもんな。

「無害な魔物が突然、人間を襲ったりすることがあるんですか？」

『ないよ』

　聖女さまの答えはシンプルだった。

『そういう魔物は、自分が弱くて人間が強いってのがわかってるからね。わざわざ好んで敵を作ることはしないさ。やるとしたら、誰だれかに操られてるときくらいかな？』

「魔物を操る存在……」

　……たとえば、魔王とか？

　そういえばこの世界に召喚されたとき、王様に『魔王を倒せ』って言われたんだっけ。

　すっかり忘れてた。というか魔王の話って、ほとんど聞いたことないからね。

　今までの敵はそういうのより、ブラックな貴族や勇者ばっかりだったし。

　でも、無害な魔物が人を襲うようになったってことは──

「魔物を操る王……魔王が実在するってことですか」

『魔王？　そういえば昔、魔王について王家の人間が話してたことがあったかな』

　僕の言葉に、聖女さまは首をかしげた。

「聖女さまの時代の王家が？」

『うん。あとは魔族のアリスティアも魔王について……いや、違うな。先祖が万が一のための遺産を残した、って話をしてたかな？　ごめん、これは魔王とは関係ない……どうだろ。魔王対策の遺産って言ってたような気もするな』

「魔王対策の、遺産？」

『うん。ご先祖さまが古い血と力を合わせて遺産を残した……だったかな。あとで調べておくね』

「わかりました。思い出したら教えてください」

　僕は言った。

「僕の方も採取のついでに『森ゴブリン』のことも調べてみますから」

『気をつけてね。君たちは大事な友だちなんだから、無理しないでね』

「大丈夫です。『無理する』と『長時間労働』という言葉は、僕たちの辞書にはありません！」

『言い切った！　すごいよ！』

　びっくりした聖女さまはゴーレムの手から転げ落ち──って、危ない危ない。

　僕は１／10サイズの聖女さまを受け止めて、ゆっくりと地面に下ろした。

『ありがと。そういえばレティシアくんとリタくんは、無理してないかなぁ。大丈夫かなぁ』

　聖女さまは、にひひ、と笑った。

『そろそろ「少人数向け迷宮」の半分くらいはクリアしたかな？　いや、無理かなー。かなりハイレベルな迷宮だからねー』

「どういう迷宮なんですか？」

『素早い魔物がいる廊下と、ぬとぬとしたタマゴが飛んでくるトラップを仕掛けた迷宮さ。あと、幻惑系の結界も張ったよ！』

　デリリラさんは胸を張った。

『これは君たちでもなかなか攻略できないんじゃないかな。敵の集団の動きを止めるスキルが使えたり、タマゴを跳ね返す能力がない限りね！　幻惑結界だってそうそう破れないからね!!』

「……どうしよう」

「「…………どうしたら（いいの）（いいんですの）」」

　かすかに、声がした。

　僕は通路の向こうを見た。

　壁に穴が空いてて、その上には『少人数向け迷宮、出口』って書いてある。

　そこからリタとレティシアが、こっちを見てた。

　すっごく、気まずそうな顔をしてた。

「……あの、聖女さま」

『でも、さすがにデリリラさんも迷宮レベルを上げすぎたかな。今から１時間以内にクリアできたら、報酬をあげることにしようかな。デリリラさん自慢のダンジョンをクリアするんだからね。それくらい当然だよね。まぁ、できないとは思うけどねっ！』

『……ことこと』

『なんだよ「作業用ゴーレム」くん。今いいところ──』

『作業用ゴーレム』が、デリリラさんの袖そでを引いた。

　聖女さまが横を見た。

　リタとレティシアと、目が合った。

「と、とても危険な迷宮でしたわね。リタさん！」

「は、はい。一歩間違えれば、命が危ないところでした！　レティシアさま」

「さすが聖女デリリラさまの迷宮ですわ。桁けた違ちがいにハイレベルでしたわね！」

「そ、その通り！　こんな危険な迷宮、私も初めて挑戦したもんっ!!」

『……うぅ』

　でも、聖女さまは涙目だった。

『……あ、あっさりクリアされちゃった……がんばったのに。デリリラさんがんばったのに……』

　僕とリタ、レティシアはフィギュアみたいな聖女さまを囲んで、必死にフォロー。
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　聖女さますごい。聖女さま物知り。聖女さまの情報は大事──って。

『…………ほ、ほんと？』

　少しずつ聖女さまの表情がほころんでいく。

　まだ自信なさそうだけど──聖女さまが物知りで、聖女さまの情報が大事ってのは本当だ。

　聖女さまが教えてくれた『森ゴブリン』の情報。

　王家と『古代エルフ』と魔王。魔族の遺産の情報。

　そして……もしかしたら今回、僕たちは、本当に魔王に関わるものと出会うかもしれない。

　そんなふうに思ったんだ。








第３話「素材採取に出かけたら、犯行現場に出くわした」






『夜よる蔦つたの森』は、保養地ミシュリラの北にある。

　デリリラさんがリクエストした『魔力水晶』は森で取れる鉱石のひとつで、魔力をため込む──いわば電池みたいな性質があるそうだ。長時間安定して使えて、劣化も少ないんだとか。

　効率良く採取するために、僕たちはパーティをふたつに分けることにした。

　まわりを警戒して、魔物が近づいてきたら知らせる『索敵組』。

　これは僕とリタとカトラスが担当する。

　もうひとつは『採取組』。

　こっちはセシルとアイネ、レティシアが担当してくれることになった。

「『魔力水晶』は結構な値段で売れるそうだから、余ったら売って祝宴パーテイでもやろうか」

　そんなことを話しながら、僕たちはクエストを開始したのだった。










　──索敵組（ナギ、リタ、カトラス、フィーン）──










「それじゃリタ、『気配察知』をお願い。敵が近づいてきたら知らせて」

「はい。ご主人様」

　僕たちがいるのは、森の奥。ゴブリンの巣がぎりぎり見えるくらいの場所だ。

　ここで魔物の動きをつかんで、『採取組』に知らせるのが僕たちの役目だ。

「カトラスは『バルァルの鎧よろい』でフィーンを呼び出して。空中に飛ばせる？」

「樹きのてっぺんぐらいまでなら余裕であります！」

「じゃあ、お願い。空中から魔物の様子を探って欲しいんだ」

「承知であります！　発動、神聖遺物アーテイフアクト『バルァルの鎧』！」

　カトラスは胸に手を当てて、宣言する。

　彼女の鎧から、ふんわりとした魔力が生まれ、人の姿に変わっていく。

　灰色の髪に、赤紫色の瞳ひとみ──フィーンだ。服は僕がリクエストした通り、茶色を基調とした迷彩服を着てる。魔力の身体からだだから、服は自由に作り出せるらしい。

「危ないと思ったらすぐに戻るようにね。フィーン」

「ありがとうございます。あるじどの」

　フィーンは木々の枝を伝って、上の方へと移動していく。

　魔力体のフィーンは、カトラスから20メートルくらい離れることができる。

　それを利用して、まわりを見張ってもらうことにしたんだ。

「僕とリタとカトラスはここで待機だ。なにかあったら、すぐに対応できるように」

「わかりました。あるじどの」

　見上げると、フィーンの姿は枝の間に隠れていた。迷彩服のおかげで見えづらい。

　これなら魔物の目もごまかせるかな。




『送信者：ナギ（受信者：フィーン）

　本文：とりあえずまわりの様子を「スクリーンショット」にして、送ってみて。

　目に見えた映像を僕に投げる感じにしてくれればいい。できる？』




　僕は『意識共有マインドリンケージ・改』でフィーンにメッセージを送った。




『送信者：フィーン（受信者：あるじどの）

　本文：こうでしょうか？』




　フィーンから届いたメッセージには、樹上からの景け色しきが映ってた。

　地上20メートルの高さから見えるのは、古びた廃村。崩れかけの家がある。今は使われていないみたいだ。村のまわりには、小さな人影がある。ゴブリン……かと思ったけど、頭には緑色の髪の毛が生えてる。上半身には上着を着てる。普通のゴブリンとはちょっと違う。

　あれが聖女さまの言ってた、『森ゴブリン』か。

　僕はフィーンがくれた廃村の画像をチェックしていく。

　聖女さまは『森ゴブリン』はおとなしい種族って言ってたから、必要はないかもしれない。けど、念のため……って、あれ？

「……おかしいな」

「どうしたの、ナギ？」

「『森ゴブリン』が、戦闘態勢を取ってる」

　僕は言った。

「村の出入り口には見張りが立ってるし、中では警備のゴブリンが巡回してる。廃村の道は普通、雑草でいっぱいなのに、きちんと草むしりと整地がされてて、歩ほ哨しようが立ってる。まるで軍隊だ」

「……そんな魔物、聞いたことないわね」

「……ボクも初耳であります」

　悪い予感がした。

　組織化された『森ゴブリン』の上に、得体の知れないなにかが存在しているような……。

「ちょっと待って、ナギ。村とは別の方向から、魔物の気配がするの」

　不意に、リタが森の奥を指さした。

「セシルちゃんたちがいる方よ。まずはそっちをやっつけないと」

「わかった。リタは援えん護ごに行って。僕たちは『森ゴブリン』の見張りを続ける」

「了解しました！」

　リタが走り出す。

　同時に僕は『意識共有マインドリンケージ・改』のメッセージを送る。




『送信者：ナギ（受信者：アイネ）

　本文：リタが魔物の気配を察知した。そっちに向かってる。リタが援護に行ったよ。それまで「なるべく静かな方法」で対処して。いいかな？』




　返信はすぐに返ってきた。




『送信者：お姉ちゃん（受信者：なぁくん）

　本文：魔物はこっちでも確認したの。「フォレストクロウラー（森イモムシ）」なの。なぁくん直伝の「らくちん殲せん滅めつ作さく戦せん」使っていいかな？』




『送信者：ナギ（受信者：アイネ）

　本文：いいよ。作戦コードはラフィリア命名の「冥めい府ふへの閉門」？』




『送信者：お姉ちゃん（受信者：なぁくん）

　本文：そうなの。なぁくんたちが考えた作戦、見せてあげるの！』




「セシルどのたちは大丈夫そうでありますか？」

「大丈夫……楽勝だと思うよ」

　心配そうにこっちを見てるカトラスに、僕は言った。










　──採取組（セシル、アイネ、レティシア）──










「発動です！　『魔法属性変更エレメンタル・チエンジヤー』」

　セシルはスキルを起動した。

『魔法属性変更』はナギと『結魂スピリツトリンク』したときに覚かく醒せいしたスキルだ。

　発動した瞬間、ナギと『とてもなかよし』になったときのことが頭に浮かび、思わず顔が熱くなる。思い出してしまった光景を頭を振って追い払い、セシルは戦闘態勢に入る。

「来ましたわよ、セシルさん。『フォレストクロウラー』ですわ」

　レティシアが叫ぶと同時に、木々の隙すき間まから数匹の大イモムシが現れた。




『フォレストクロウラー』

　森に棲せい息そくする大イモムシ。

　全身を堅い殻で覆われている、肉食の虫。

　防御力が強く、群れで行動する習性があるため、かなり危険な魔物。




「わたくしが魔物を引きつけますわ。その間に魔法を！」

「はい！」

　セシルは詠唱を開始する。使うのは『属性』を変えた通常魔法だ。

「『大いなる流体の障壁を』──『水の壁ウオーターウオール』!!」

『ギュ？　モモモモ──ッ！！？』

　４体の『フォレストクロウラー』の前方に、『水の壁』が出現した。

　セシルの魔法『炎の壁フレイムウオール』の水ヴァージョンだ。

『魔法属性変更』はセシルの魔法の属性を『地・水・火・風』のどれかに変更することができる。

　今回は『水』に変更した。

　高さ数メートルの『水の壁』は、『フォレストクロウラー』の前で、文字通りの壁になる。

『？？？　ギュギュ──』

　４体の大イモムシは少しためらったあと、前進を開始する。

　イモムシたちの堅い殻は『水の壁』をあっさりとはじき返した。地面にできた水たまりをばしゃばしゃと蹴けりながら、ゆっくりと進んでいく。

「解除です！」

　ばしゃん。

　セシルの合図で『水の壁』が崩れ、イモムシたちの足下に落ちる。

『ギュギュ！　ギュ！』

　勝ち誇ったイモムシたちが声をあげる。そこへ──

「……これで詰みなの」

　──木の上に隠れていたメイドさんが舞い降りた。

「発動。『汚お水すい増ぞう加かＬＶ２』」

　アイネは地面にモップを突っ込み、スキルを発動した。

『『『『────！！！！？』』』』




　しゅう。

　水たまりに足を突っ込んでいた魔物の身体からだから、水分が吸い出されていく。

『フォレストクロウラー』が震えだし、その殻に亀裂が走り──




　ころん。ころん。ころころん。




　４体の『フォレストクロウラー』は地面に転がり、動かなくなった。




『フォレストクロウラー』を倒した！










「作戦！」「成功なの！」

　セシルとアイネは、ぱーん、とハイタッチ。

「やっぱりナギさまの作戦は完かん璧ぺきです！」

「なぁくんは『２ヒットコンボ』って言ってたの」

　アイネの『汚水増加』は、掃除道具で触れた『汚れた水』を増加させる。必要な水分はまわりにあるものから強制的に奪う。

　セシルの『水の壁』は大きな水たまりを生み出した。それを30％増加させるための水分は『フォレストクロウラー』を干物にしても足りないくらいだったのだ。

「魔物が気の毒になりますわね。らくちん殲滅作戦って」

　レティシアは苦笑いしながら肩をすくめた。

「セシルさんが魔法の属性を変えて『水の壁』で周囲を水浸しに。そしてアイネが『汚水増加』で敵の水分を奪う、と……」

「それにこの前『汚水増加』のレベルが上がったの。えっへん」

「無敵じゃありませんの」

「ううん」「そんなことありません」

　レティシアの言葉に、アイネとセシルは首を横に振った。

「これは、なぁくんが魔物の情報をくれたからできたことなの」

「だからわたしたちは準備できたんです」

　そう言ってふたりは振り返り、ナギのいる方向を見た。

　ご主人様の姿は見えないけれど、確かに今も繫つながってる。それを確認するように。

「アイネさん。ナギさまから次の指示は来てますか？」

「今、メッセージが届いたの。別の魔物が近づいてるって」

　アイネは膝ひざを払って立ち上がる。

　セシルは杖つえを、レティシアは剣と楯たてを摑つかみなおした。

「大蜘ぐ蛛も、『フォレストスパイダー』なの。リタさんが来る前に倒しちゃう？」

「やりましょう！」

「聖女さまから受けた仕事ですものね。ちゃっちゃとやりますわよ。アイネ、セシルさん」

　アイネ、セシル、レティシアは武器を手に、迫り来る魔物に視線を向けた。




『フォレストスパイダー』

　森に住む大蜘蛛。

　糸を木にくっつけて、それを足場にすることで素早く森を移動する。

　魔法を当てるのは意外と難しい。




「わたくしとアイネが背後に回り込みます。セシルさんは魔法で援護を！」

　レティシアは剣を手に走り出す。モップを手にしたアイネが、それに続く。

　木々の間に『フォレストスパイダー』の姿を探す──いた。

『シュシュ──シュ────ッ！』

　レティシアを見た『フォレストスパイダー』が８本の足を振って威嚇する。

「正面から戦うほどおろかではありませんっ！」

「『精霊よ我が敵を撃て』──『水の矢ウオーターアロー』!!」

　声が聞こえた瞬間、レティシアは首を右に倒す。

　その髪をかすめて、セシルの『水の矢』が飛んでいく。レティシアの身体が邪魔で、『フォレストスパイダー』はセシルの魔法に気づかなかった。水圧を帯びた『水の矢』が『フォレストスパイダー』の目に直撃する。

『シュシュシュアアアアアア!!』

　ただの水でも、視界を塞ふさぐには充分だ。

　レティシアは敵が視力を失ってる隙に側面へ。さらに背後へと回り込む。

「ついてきてますわね。アイネ」

「もちろんなの！」

　レティシアは視界の端に親友の姿を捉とらえている。

　３人は『フォレストスパイダー』を挟み込んでいる。正面にセシル、背後にはアイネ、レティシアという陣形だ。

「いきます！　『水爆球ウオーターボール』!!」

　セシルは火炎魔法『火球フアイアボール』の水ヴァージョンを撃ち出す。

『水爆球』は、大きな水の玉を飛ばすことができる。当たれば水圧で敵を押しつぶせる。

『シュシュッ!?』

『フォレストスパイダー』は顔を上げ、飛来する水球を見つめて──




　ひょい。




　真上に向かって、逃げた。

『フォレストスパイダー』は頭上の枝に糸を張っていた。それをロープ代わりにして『水爆球』を避よけたのだ。

『水爆球』はそのまま背後にいたレティシアとアイネに向かって飛んでいく。

「来ますわ。アイネ、手伝ってくださいな！」

「了解なの！」

　レティシアの手には、木製のお玉がある。この作戦のために市場で買ってきたものだ。

　大きな鍋なべに使うためのもので、柄が妙に長い。

　遠目には、ただの棒にしか見えないくらい。

「発動なの──『魔ま力りよく棒ぼう術じゆつ』」

　アイネがそのお玉に、魔力を注入する。

　ただの調理器具だったそれが、魔法の武器へと変化する。

　レティシアはアイネと手を重ねたまま、スキルを発動する。




「いきますわよー。『卵類反射カウンターエツグ』!!」

　レティシアとアイネは、お玉を振り上げた。




　レティシアの『ロングお玉』が、セシルの『水爆球』に触れた。

　本来、魔法の武器なら、魔法に干渉できる。

　そして『卵類反射』は、調理道具で『球体のもの』を押し返すことができるスキルだ。

　アイネの『魔力棒術』によって魔法の武器になった『ロングお玉』は『水爆球』に触れ、球体を普段とは違うコースへと変化させた。

　空中へと逃げた『フォレストスパイダー』に向かって。




　ぼふん。




　ふくれあがった水の玉が『フォレストスパイダー』を包みこんだ。

　水圧が、蜘蛛の身体からだを押しつぶしにかかる。通常魔法だ。威力はそれほど高くない。蜘蛛は足を数本折って、地上に落ちただけ。生き延びられるはずだった。

　地上で、モップを手にしたメイドさんが待ち構えていなければ。

「はい。『汚水増加ＬＶ２』」

『シュシュ────ッ！！？』




『フォレストスパイダー』は、干物になった！




「「「おしまいっ!!」」」

　ぱん、ぱぱーん。

　セシル、アイネ、レティシアは互いの手を合わせた。

「やっぱり、ナギさまの作戦は完璧です」

「なぁくん、アイネたちのことをわかってくれてるの」

「……もはや通常の冒険者では届かない領域の戦いですわね。これ」

　干物になった『フォレストスパイダー』の身体から、水晶玉が転げ出た。

『フォレストスパイダー』のスキルクリスタル、『糸移動』だ。

「これはあとで、なぁくんに渡すの」

「あ、リタさんが来ました。リタさーん。こっちです！」

　木々の間に、リタの姿が見えた。

　セシルは思わず背伸びして、めいっぱいに腕を振る。

「セシルちゃん！　アイネ！　レティシアさま!!」

　走ってきたリタは、怖いくらい真ま面じ目めな顔をしていた。

　彼女は胸を押さえて、セシルたちの前で膝をつき、

「お、お願い。ご主人様にメッセージを送って。アイネ。大急ぎで」

「わかったの」

　アイネはうなずいた。

　リタが口にした文章を、すぐさま『意識共有・改』でナギに送る。

　その内容は──










　──索敵組（ナギ、カトラス、フィーン）──










「あるじどの。大変なことが起こっております！」

　フィーンの声とともに、画像付きのメッセージが送られてきた。

「……え」

　そこには、檻おりに入れられて運ばれていく、小さな子どもたちが映っていた。

　檻を見張っているのは『森ゴブリン』たち。運ばれていく先は廃村の中心だ。

　──と思ったとき、今度はアイネからメッセージが来た。







『送信者：リタ（代筆：アイネ）（受信者：ご主人様）

　本文：お願いがあります。単独行動を許可してください』




「……リタ？」




『獣じゆう人じんのちっちゃな子たちが、「森ゴブリン」に捕まってるの。檻に入れられて、運ばれていくのが見えたの。放っておけないの！』




　僕はフィーンから送られてきた画像を見た。

　遠いから見えにくいけど、確かに、檻の中の子どもたちには獣耳と尻しつ尾ぽが生えてる。




『送信者：リタ（代筆：アイネ）（受信者：ご主人様）

　本文：だから、今だけ単独行動を許して。私に、ちっちゃな子たちを助けさせて』




『送信者：ナギ（受信者：リタ〈代理：アイネ〉）

　本文：単独行動は許可できない。僕も一緒に行く。協力してくれる人は手を挙げて！』




「はいであります！」「行くに決まっております！」

　カトラスとフィーンが手を挙げた。




『送信者：アイネ（受信者：なぁくん）

　もちろん行くの！

　セシルちゃん（代筆：アイネ）「わたしがお手伝いしないなんてありえません！」

　レティシア（代筆：アイネ）「……置いてけぼりにしたら泣きますわよ」』




　聖女さまは『森ゴブリン』はおとなしい魔物、って言ってた。

　その情報が間違ってるとは思えない。

　となると、魔物が凶暴化してるか……あるいは……。

「……王様が言ってた『魔王』が動き出したのか……？」

　どっちにしても、放っておくわけにはいかないか。




『村の外にいる見張り役の中に、一体サボってるやつがいる。画像を送るから、リタにそいつを捕まえるように言って。話を聞けば、「森ゴブリン」たちの状況がわかるから、って』




　僕はアイネにメッセージを送った。

　すぐにアイネから返信が来る。了解、とのこと。それから──




『他のみんなは、とりあえず合流して。

　セシルは杖つえを用意して。相手は集団だ。古代語魔法が必要になるかもしれない』




　目標はゴブリンのいる廃村。敵の数は30体弱。

　安全に、簡単に、素早く、人質救出をすることにしよう。








第４話「人質救出のため『非殺傷兵器』を、最大威力で使ってみた」






「通りすがりの『森ゴブリン』さん。この廃村でなにをやってるのか教えてください。言っとくけど、児童誘拐は重罪だよ？」

『ゴ……ゴブオォォ』

　リタがこっそり連れてきた『見張り森ゴブリン』は、引きつった顔でこっちを見てる。

　気配を消して村に忍びこみ、仲間から遠いところにいるのを引っ張ってきたらしい。

　近くで見ると『森ゴブリン』と、普通のゴブリンの違いがよくわかる。

　頭に緑色の髪の毛が生えてるのもそうだけど、目に知性がある。怯おびえてはいるけれど、暴れ出したりはしていない。僕が干し肉を差し出すと、素直に飲み込んで、それから話し始める。

　もちろん僕はチートスキル『生命交渉フード・ネゴシエーシヨン』を発動してる。

『生命交渉』は食物を食べさせることで、魔物や動物と意思を通じ合わせるスキルだ。

　僕があげた干し肉を食べたこいつとも、これで話が通じるはずだ。

『ワ、ワレも、やりたくてやってるわけではナイ』

　ゴブゴブ言ってただけの『見張り森ゴブリン』の言葉が、頭の中で翻訳された。

『ワ、ワレラ「森ゴブリン」は……「賢けん者じやゴブリン」さまに支配されているノダ』

「『賢者ゴブリン』？」

　僕はみんなの方を見た。

　セシル、リタ、アイネ、カトラス、レティシアは首をかしげてる。

　誰だれも知らないってことは、新種の魔物か？

「『賢者ゴブリン』ってやつが、誘拐を命令したってこと？」

　僕の言葉に『見張り森ゴブリン』はうなずいた。

『「賢者ゴブリン」さまは言われた……自分は、「森ゴブリン」を導くために来た、と。その方は、ヒトや亜人を争わせ──魔物の世界を広げる、と。ワ、ワレは反対したノダ……』

「その『賢者ゴブリン』は、あの村にいるのか？」

『今はイナイ……。代わりに「賢者ゴブリン」さまの配下の「ホブゴブリン」と「達人ゴブリン」が村に常駐している』

『達人ゴブリン』と『ホブゴブリン』はゴブリンの上位種だ。

『賢者ゴブリン』ってのは、そんなものまで従えているのか。

『あの方はゴブリンを超えたお方……モシカシタラ……魔王に関ワル方かもしれない……』

　魔王か。

　そういうのと関わるのは嫌なんだけどね。ほんとは。

「ありがとう。情報をくれたことには感謝する。お前がこれから人間や亜人を襲わないって約束するなら、あとで解放するけど、どうする？」

『…………ウゥ……。ツヨイニンゲン……コワイ』

『見張り森ゴブリン』は少し考えてから、首を縦に振った。

『生命交渉』で情報を引き出してるから、こいつは噓うそがつけない。

　この場は拘束しておいて、あとで解放しよう。

「それじゃ人質救出を始めるよ。こっそり、素早く、最短距離で子どもたちのところに行こう」

　僕の声に、みんなが手を挙げる。

「はい！　ナギさま！」

「……ありがとう……ございます。ご主人様」

「ちっちゃい子の面倒を見るのは、アイネにとっても練習になるの」

「正義の貴族が人助けをするのは当然ですわ」

「正義の元騎士候補生も、同感であります！」

『子どもに不本意な状況を押しつけるなど、見逃せませんものね』

　全会一致だった。

　僕は『見張り森ゴブリン』から聞き出した情報を元に、作戦を決めた。

「確認だけど、セシル」

「はい。ナギさま」

「魔法変化スキルの『魔法属性変更エレメンタル・チエンジヤー』で、火炎魔法の『灯りライト』を水属性に変えるとどうなるの？」

「『灯り』は魔法の光で敵の視界を奪うものです。水属性に変えると、水で敵の視界を奪うものになります」

「わかった。じゃあそれで──」

　僕はみんなに作戦を伝えた。










　──その頃ころ、廃村を占領しているゴブリンたちは──










『ゴブァ！』

　檻おりを見張っていた『達人ゴブリン』は、高らかに声をあげた。

『森ゴブリン』が、子どもたちを解放したい、と言ってきたからだ。

　まったく、奴らは臆おく病びようで困る。人間との共存などできるわけがないのに、目を離すと人質を逃がそうとする。魔物の風上にもおけない奴らだ。

『…………ゴブゥ』

「……ひぃ」

　檻の中をにらむと、獣人の子どもたちが悲鳴を上げた。

『達人ゴブリン』は『森ゴブリン』を支配するため、『賢者ゴブリン』の指示でこの村に来た。

　我らゴブリンにとって人や亜人は殺すもの。

　だが、『森ゴブリン』にはそれがわからない。奴らは木の実を採取するだけで満足して、人や亜人を襲おうなんて考えもしない。むしろ共存しようとしている。なんて甘い連中だろう。

　檻の中にいる獣人のガキどもに対してもそうだ。食物を与え、普通に眠らせている。

　だから『達人ゴブリン』は、檻を村の中央に引き出したのだ。こいつらに、自分の立場をわからせるために。

『ゴブ！　ア。ゴブブ！　ガアアアッ!!』

『達人ゴブリン』は剣を振り上げて、吠ほえた。

「ひぃっ！　やだ、殺さないで──っ！」

　楽しい。

　この楽しさを知らないなんて、『森ゴブリン』はなんと愚かな。

　ゴブリンは戦うべきなのだ。本能を満たして、領土を拡大するために──




　ごすぅっ！




『ゴブアアアッ!?』

　不意に、悲鳴が上がった。

　見張り役の『森ゴブリン』が頭を押さえて、地面に転がる。

『ゴブブ（侵入者？）──ゴグガッ!?』

　思わず声をあげた『達人ゴブリン』の頭にも衝しよう撃げきが走る。一瞬、視界が暗くなる。飛んできたのは水の塊かたまりだ。

　勢いよく飛んできたそれが、ゴブリンたちの頭を殴りつけたのだ。




「『すべての生命の源』──『たゆたう水の』──『大気を覆おおう姿よ』」




　同時に、かすかな声が聞こえた。




「『この地に降りて、その領域を覆い隠せ』『古代語魔法──水属性──濃霧フオグ』」




　次の瞬間、廃村は真っ白な霧に包まれた。










『ゴブ!?　ゴブアアアアア────ッ!!』

『達人ゴブリン』は絶叫した。

　廃村が真っ白な濃のう霧むに包まれるまで、わずか数秒。こんな広がり方をする霧などありえない。しかも、濃すぎる。自分の手さえも見ることができない。




『ゴグア？』『ブォ？』『ゴブアアアア!?』




　さらに『森ゴブリン』の悲鳴が響く。

　水音がしている。あの攻撃魔法は、まだ飛んできているのだ。

　でも、わからない。こんな霧の中でどうして正確な射撃を!?




『ゴブゥラアアアアアアア!!』




　騒ぎたてるゴブリンたちを、『達人ゴブリン』は一いつ喝かつする。

　彼の耳は、すでに侵入者の足音をとらえている。敵は、まっすぐこっちに向かってきている。

『ブォ！　ゴブァ!!』

　すぐさま『達人ゴブリン』はゴブリンたちを呼び寄せた。

　ゴブリンたちだって武器は持っている。防具も、楯たてもある。

　全員で壁を作れば、敵を食い止めることができるはず──




「発動。『遅延闘技デイレイアーツ』──鞘さやつき!!」




　ど、すん。

『ゴブア──────ッ!!』




　巨大な漆しつ黒こくの剣が──密集状態のゴブリンたちを吹き飛ばした。

『ゴ、ゴブアァ……ゥ（け、賢者ゴブリン……さま）』

　自分の主あるじの名前を呼んだのを最後に、『達人ゴブリン』はその動きを止めた。










「全員そのまま、全速前進！」

「「「はーいっ」」」

　僕たちは霧の中を全速力で駆けていく。

　両手にはロープ。それを僕とリタ、カトラスが握ってる。いわゆる『電車ごっこ』状態だ。

　作戦は『目くらましの一点突破』。

　まずはセシルの古代語魔法『濃霧フオグ』で、廃村を包み込む。

『濃霧』は火炎魔法『灯りライト』の属性を水に変えたものだ。『灯り』が光で相手の視力を奪うように、『濃霧』は水で相手の視力を奪う。古代語魔法で強化すれば、小さな村を充分に覆ってくれる。

　それが効いている間に僕たちは村に突入して、子どもたちを助け出す。それだけだ。

「進路クリア！　敵と障害物はなし。全速力でまっすぐだ！」

『濃霧』の中でも、僕とセシルだけはまわりが見えている。

　後ろにいるリタには『意識共有マインドリンケージ・改』で、常に僕が見てる景け色しきを送ってる。それをたよりに走れば問題なしだ。

「檻おりまであと10歩。鍵かぎがかかってる。セシル、ダガー貸して」

「はい。ナギさま！」

「リタは檻の中の子どもたちに呼びかけて。助けが来たってわかるように！」

「わかったわ！　わぅぉ──────ん！」

　リタの遠とお吠ぼえが響いた。

　檻の中にいた２人の獣人の子どもたちが、ぴん、と獣耳を立てる。気づいてくれたんだ。

　檻の扉には、金属製の錠前がかかってる。

　僕はセシルから受け取ったダガーを大急ぎで振る。ぶんぶんぶんぶん。ぶんぶん……。

「発動！　『遅延闘技デイレイアーツ』短剣!!」

　が、ぎんっ！

　攻撃18回分の威力を凝縮したダガーと、それを受けた錠前が砕けた。

　リタが問答無用で扉を開けて、檻の中に飛び込んでいく。

「もう大丈夫だからね！　お姉ちゃんが、ふたりともおうちに返してあげる！」

「「うん！」」

「じゃあみんな、このロープにつかまって！」

　僕たちは再び『電車ごっこ』状態に。

　子ども２人にとっては初めての経験だろうけど、笑ってる。楽しんでくれるならそれでいいや。

「では、出発進行！」

　合図と共に走り出す。そのまま僕たちは危険地帯を脱出し──




　ついでに、聖女さまに頼まれてた魔力水晶も、しっかり回収していったのだった。








第５話「救出したふたりの子どもから、獣じゆう人じんの流儀を聞いてみた」






「じゅ、獣じゆう人じんのネルハム部族クランのトトリです」

「助けてくれてありがとうございました！　双子の妹のルトリです！」

　獣人の子どもたちは、そう名乗った。

　ちっちゃな子どもたちだった。僕の世界で言えば、小学校高学年くらいか。ふたりともオレンジ色の髪で、ちょっと垂れた獣耳をつけてる。尻しつ尾ぽは短くて、ふさふさ。

　彼女たちは近くの森に定住する獣人の一族だそうだ。

　獣人には定住する部族と、移動する部族がいるらしい。

　双子のトトリ、ルトリの一族は『定住組』で、人間相手に商売や情報交換をしていた。異種族結婚する者もいたそうだ。

　部族の村に、見慣れない獣人が忍び込んだのは、15日くらい前のこと。

　そいつは警備をくぐり抜け、あっさりと、彼女たちをさらったのだという。

　村を出たあと、そいつは正体を明かした。怯おびえるふたりの前にさらしたその姿は──

「……獣人に化けた……ゴブリンだったんだよ……」

「……近づけばにおいでわかるんだけど……すごく上手に化けてたの」

　トトリとルトリはつっかえながら説明してくれた。

　そのあと、犯人はふたりを連れて、『森ゴブリン』の村にやってきた。彼女たちを閉じ込めて、ずっとおどしていたんだそうだ。

「……こわかったよ……そいつ、いろんなものに姿を変えるの……」

「……大きなカエルに姿を変えて……食べちゃうぞ……っておどされたよ……」

　その『変化するゴブリン』は、他のゴブリンに『賢けん者じやゴブリン』としてあがめられてたそうだ。

「なんでゴブリンなのに『賢者』なのかな？」

「人の言葉を話せるからだよ！」「ゴブリンなのに、人の言葉で私たちをおどしたんだよ！」

「人の言葉を？」

「うん。難しいことを言ってた」「『秘宝』を見つけて、隠された遺産を探すんだって」

「「そうして魔王と出会うんだ、って言ってたの!!」」

　隠された遺産探しと、魔王との出会い。

　なんだか大きな話になってきた。聖女さまは、おとなしい魔物が暴れてるだけだって言ってたのに。

「……ご主人様」

　リタが困ったような顔で、僕を見た。

「この子たち、部族の村に届けてあげても、いい？」

「もちろん」

　聖女さまに頼まれた素材は回収したからね。あとはフリーだ。

　ちなみに収しゆう穫かくは次の通り。




『魔力水晶』８個。

　ドロップスキル『糸移動ＬＶ３』（フォレストスパイダーより）。




「それじゃ、君たちの村の場所を教えてくれる？」

「「じ──────っ」」

　トトリとルトリはリタにしがみついたまま、無言で僕を見つめてる。

　もしかして……警戒されてる？

「お兄ちゃんは、獣人のお姉ちゃんを奴ど隷れいにしてるんだよね……」

「助けてくれたの、ありがとうだよ。でも獣人を支配してる人はこわいよ……」

　そうだった。

　家族みたいにしてるから忘れてたけど、リタは僕の奴隷なんだよな。

　同族に首輪をつけてる相手を警戒するのは当然か。

「そうじゃないの。よく聞いて」

　リタは馬車の床に座り、子どもたちの頭をなでた。

「この首輪は、私が望んでつけてもらったものなの。ご主人様と繫つながるために」

「じゃあ、無理矢理じゃないの？」

「支配されてるんじゃないのー？」

「無理矢理されたことなんてないもん。ナギはいつだって……優しく……してくれるもん」

　リタは赤い顔でほっぺたを押さえた。

「でも、距離が遠いよー」

　ルトリが言った。

「本当に信頼してる獣人の奴隷は、ご主人様にぴったりくっつくんだよー？」

「……そうなの？」

「「そうだよー」」

　そういうことならしょうがないな。ここはふたりの信頼を得るためにも……。

「……おいで、リタ」

　僕はリタの隣に腰を下ろした。

「……う、うん」

　リタは覚悟を決めたように、ぴた、と、僕の肩に自分の肩をくっつけた。

「ほ、ほら。私とご主人様、くっついてるでしょ？」

「だめだよー。伝説と違うよー」

「本当に信頼している獣人の奴隷は、ほっぺたをこすりつけるんだよー」

「そうなんですかー」

「じゃあ、やってみないとなのー」

　いつの間にか御者台から、セシルとアイネがこっちを見てた。

「……リタ、お願い」

「……わぅぅ」

　すりすり、すり。

　金色の髪が、僕の耳をくすぐる。リタのほっぺたは、すごく熱くなってる。すべすべした肌が僕の肌に触れてる。リタは感触をたしかめるように、ゆっくりと身体からだを上下させてる。

「ど、どう？　これでわかったでしょ？　私は自分の意思でご主人様のものになってるってこと。私とご主人様が、すっごく信頼し合ってるってこと」

「僕もリタのことは大事に思ってる。それは自信を持って言えるよ」

　人前で言うのは、すっごく恥ずかしいんだけどさ。

　あと、セシルとアイネは満足そうな顔で、うんうん、ってうなずくのやめなさい。

　レティシアとカトラスも、馬車の外で拍手してるの聞こえてるからね。

「わかりましたー」「ごめんなさいー」

　トトリとルトリは、素直に頭を下げてくれた。

「わかってくれればいいよ」

「誤解してごめんなさい。信じ合ってる獣人の奴隷さんと、ご主人様もいるんだねー」

「トトリたちが聞いてた話だとちょっと違ってたから、びっくりしたのー」

「聞いてた話？」

「本当に信じ合ってる獣人の奴隷は、ご主人様の前では下着をつけないのー」

「獣人の尻尾は、気持ちを表す大事な部分だから、ご主人様にそれがよく見えるようにー」

「……ん」

　リタが馬車の床に、膝ひざを突ついた。

　そのまま腰を上げて、『格闘系神官の服』の隙すき間まに手を入れると──

「「だから下着をつけないのー。ご主人様と奴隷が、ふたりっきりのときはー！」」

　双子の獣人、トトリとルトリが声を合わせた。

「……え」

　リタが、ぴたり、と動きを止めた。

　そのまま僕を見て、獣人の子どもたちを見て。ワンテンポ遅れて、さっ、と前方に向き直ったセシルとアイネを見て、レティシアとカトラスを見て──

「ふええええええええええんっ!!」

「わぁっ。リタ!?　しっかりして──っ!!」

　リタはそのまま、ぱったりと倒れてしまった。僕の膝の上に。

「ひざまくらだー」

「信じ合ってる獣人と人間だー」

「「なかよしだーっ!!」」

　獣人のトトリとルトリは、大喜びしてたけど。

　……膝ひざ枕まくらでいいなら先に言ってよ……。




　それから僕たちは、トトリとルトリの村に向かった。

　村は森の奥にあり、人間には見つけにくいようになってるそうだ。

　でもその前に、聖女さまにクエストの完了報告をして、『森ゴブリン』のことも伝えておかないと。

　ここはパーティをまた、ふたつに分けよう。

『獣人の村訪問組』は、僕とセシルとリタ、アイネ。

『聖女さま報告組』は、レティシアとカトラスにお願いすることにした。

　もちろん、連絡が取れるように『意識共有マインドリンケージ・改』で繫がって。

　一いつ旦たん、僕たちは別行動を取ることにしたのだった。










　──レティシア、カトラス視点──










　クエスト完了の報告に向かったレティシアとカトラスが岩山に着くと、

『ちょうどよかった！　重要情報だよ！』

　待ち構えていたように聖女デリリラ（人型ゴーレム）が飛び出してきた。

『魔力水晶は……持ってきてくれたね。それより重要情報だよ。亜人同士の争いが始まろうとしてるらしいよ！』

「亜人同士の争いが、ですの？」「なんでありますか、それは？」

　レティシアとカトラスが答える。

『近くの森に住む「定住する獣人」と「移動する獣人」が一触即発の抗争状態にあるって話だ。原因は「定住する獣人」の長老の孫２人がさらわれたこと。名前は──』

「トトリとルトリ。双子の子どもですわね」

『うん。さらったのは「移動する獣人」の部族の者だと言われている。「移動する獣人」の方でも、大事なアイテムを奪われた上に、誘拐の疑いをかけられたことで怒ってるようだ』

「子どもたちをさらったのは獣人ではなく、獣人に化けた魔物ですわ」

「すでにあるじどのが保護して、村に送り届けに行っているであります！」

『……君たち、すごすぎない？』

　聖女デリリラは目を丸くしていた。

『ふぅ。デリリラさんも安心したよ。亜人同士の争いなんて、見たくないからね』

「わたくしもですわ。亜人も人間も魔族も、なかよしになれることを知っていますもの」

『貴族なのにいい子だね君は！』

「聖女さまにほめられると照れくさいですわ」

『デリリラさんが推すい薦せんするから、君、王様になりなよ！』

「ナギさんみたいなこと言わないでくださいな！」

　伝説の存在から飛び出してきたセリフに、思わずレティシアはのけぞる。

　でも、聖女デリリラは不満そうに、

『そうかな。向いてると思うんだけどなー』

「その話はのちほど機会のあるときに。それより、聖女さまは『自由に姿を変えるスキル』についてご存じありませんか？」

『「自由に姿を変えるスキル」？』

「ええ。誘拐犯の『偽獣人』は姿かたちを偽装して、『定住する獣人』の村に忍び込み、子どもたちをさらったそうなのですわ。ですから、そういう高等スキルがあるのではないかと」

　レティシアは言った。

　聖女デリリラは、不思議そうに首をかしげてから。

『あるかもしれない。でも、それは本当に危険なスキルだよ』

「わかりますわ。誰だれにでも化けるスキルなんて、防ぎようがないですもの」

『そうじゃないよ。問題は、長時間他人に化けていると、本当の自分を忘れてしまうことだよ』

「え？」

『デリリラさんも生前、聖女を演じているうちに、本当の自分を忘れてしまった。だから過労で死んじゃったんだ。姿かたちを役割に合わせていると、内面がそれに引っ張られちゃうんだよ』

　デリリラさんが生前の姿を取っているのはそういうわけだよ。

　自分が誰だったのか忘れないように──と、聖女デリリラは付け加えた。

『そいつが本当に魔物ならまだいいさ。仮に、そういうスキルを持っている人間だとすると、そいつはもう本当の自分を忘れているかもしれないね』

「聖女さま……」

『デリリラさんはもう少し情報収集するからね。新しいことがわかったら伝えるよ』

「は、はい！　わかりましたわ」

「わかったであります！」

「聖女さまのお慈じ悲ひに感謝しますわ！」

『…………でもねー。なんだかねー。いらないような気もするんだよねー』

　聖女デリリラは頭を搔かきながら振り返る。

『ナギくんなら、デリリラさんが思いつくようなこと、わかってるような気もするんだよねー』

「聖女さま……」

　わたくしもそんな気がしますわ、ってセリフを、レティシアはなんとか飲み込む。

　でないと聖女さま、レティシアが迷宮をクリアしたときのように「へこむわー。デリリラさんへこむわー」って落ち込んじゃうかもしれないから。

「ナギさんも、獣人の子どもふたりを部族に返すだけで、戻ってきてくれればいいのですが」

「あるじどのでありますから、すべて解決しそうな気もするのであります」

　ナギたちが向かった森の方角を眺めながら、レティシアとカトラスはつぶやくのだった。








第６話「リタの願いと、優しい記憶のつくりかた」






　それから僕たちは、双子の獣じゆう人じん、トトリとルトリの案内で村に向かった。

　少し距離があったから、森の側そばで野営して、ふたりにいろいろな話を聞いて──

　次の日の午後、『定住する獣人』ネルハム部族クランの村にたどりついた。




「長老のお孫さんをお連れしました」

「「「「おおおおおおおおっ！！？」」」」




　僕たちが村に入った瞬間、周囲がどよめいた。

　当たり前だけど、まわりは全員、獣人。

　老人も大人も、子どもも赤ん坊を抱いた母親もいる。

「おじいさまー！」「戻ってまいりましたー！」

「おおおおおっ！」

　ふたりはまっすぐに長老さんの胸に飛び込んだ。

　いい光景だった。

「それじゃ、僕たちは帰ります」

　僕たちは即座に回れ右。

　そのまま手を振って帰ろうとしたんだけど──

「「「「待ってええええええっ!!」」」」

　獣人さんたちに呼び止められた。

「お願いですからもっと詳しい話を！　お礼もさせてください！」

「信じ合ってる獣人のお姉ちゃんとご主人さまー！」「行かないでよ。泣くよーっ！」

「……確かに『賢けん者じやゴブリン』についての情報共有くらいした方がいいかな」

　トトリとルトリには話してあるけど、伝言だとうまく伝わらないかもしれないし。

「それじゃ、少しだけお邪魔します」

　そんなわけで、僕たちは獣人の村にお邪魔することにしたのだった。










　ネルハム部族の村は、森に隠れるようにして作られていた。

　家は、森に生えた木をそのまま柱にしている。板張りの屋根には落ち葉が積もり、そこから花が芽吹いてる。本当に、森と一体化してる。

　僕たちが案内されたのは、村の中心にある大きな家。

　案内してくれたのは、真っ白な獣耳と尻しつ尾ぽを持つ、長老さんだった。

「孫を助け出してくれたこと……感謝いたします……本当に……」

　長老さんは深々と、僕たちに頭を下げた。

「僕たちは通りかかっただけですから」

「それでもです。獣人は忠誠や恩を忘れないものですからのぅ」

　長老さんは僕の手を取って、そう言った。

　それから、僕たちは事情の説明をはじめた。

　トトリとルトリをさらったのが獣人に化けた魔物だったこと。

　ふたりが『森ゴブリン』の村に捕まっていたこと、そこに偶ぐう然ぜん通りかかった僕たちに助け出されたこと。そのとき『偶然』深い霧がゴブリンの村を覆おおったことを、長老さんに伝えた。

　主犯が『賢者ゴブリン』と呼ばれる上位種で、そいつが獣人に化けていたということも。

　僕たちの説明を聞いて、長老さんも、まわりの人たちも驚いてた。

　獣人は気配に敏感だし、感覚も鋭い。

　彼らをだませるほどの変身スキルなんて、普通はありえないからだった。

　カトラスが送ってくれた『聖女さま情報』によると、見抜く方法はいくつかある。

　セシルの『魔力探知』。

　リタの『結界破壊エリアブレイカー』──これは『偽装スキル』が、自分のまわりに別の姿をかたどった結界を張るようなものだから、だそうだ。

　あとは、近づいてしっかりにおいを嗅かげば見分けられるらしい。

「わかりました。魔力とにおいに敏感な者に見回りをさせましょう。油断さえしなければ、侵入者を見つけることはできるはずですじゃ」

「奴やつは自由に姿を変えられます。ゴブリン、オーガ、リザードマン、竜の姿を取るかもしれない。充分に気をつけて」

「承知しております。恩人どの」

「いえいえ、お役に立ててよかったです」

　僕は言った。

「ついでに、ひとつ聞いてもいいですか？」

「なんなりと」

「トトリさんとルトリさんは『賢者ゴブリンは獣人の秘宝を使って、隠された遺産を探そうとしてる』と言ってました。そのことに心当たりはありますか？」

「……それは」

　長老さんは長く垂れ下がった獣耳を搔きながら、僕を見た。

「いいでしょう。恩人の皆さまにはお話しいたします。ですが、他言無用で」

「わかりました」

「秘宝とは、この村に伝わる『従者の鈴』のことだと思うですじゃ。隠されたものを見つけ出す力があるアイテムですからのぅ。遺産というのは……」

　長老さんは少し考え込むようにして、

「わかりませぬな。森の奥の空白地には迷宮の入り口がある、という伝説はありますが、正直、我々は興味がないですじゃ」

「迷宮ですか」

「その場に行った者は何人かおりますがな。なにもなかったそうですじゃ。それでもう、みんな興味を無くしてしまったのですよ。隠れた迷宮があったとしても、好んで危険に身をさらすこともないですからのぅ」

　そう言って、長老さんは肩をすくめた。

「ありがとうございました」

　僕は頭を下げた。

『賢者ゴブリン』が狙ねらってるのは、この村の秘宝で間違いなさそうだ。

　それが『隠されたものを見つけ出せる』なら、迷宮を見つけるキーアイテムかもしれない。

『賢者ゴブリン』はそれを手に入れて、古き遺産がある迷宮を探し出そうとしている、と考えるのが自然か。

　……どうしようかな。このまま帰ってもいいんだけど。

　伝えることは伝えた。そろそろ家に帰って、イリスとラフィリアを迎える準備もしたい。

　けど──

「…………ナギ」

　リタが、不安そうな顔をしてる。

　この村に入ってからずっとそうだ。リタはうつむいて、僕の服の裾すそを握ってる。

　リタは人の姿にも、獣人の姿にもなれる特殊能力のせいで、家族から捨てられた過去がある。

　この村はリタの部族とは違うけど、住んでる人は全員、獣人だ。それでリタは、昔のことを思い出しちゃったのかもしれない。

　それに……このネルハム部族と敵対してる『移動する獣人』の部族のこともあるから。

「ちょっと、教えてもらってもいいですか？」

　僕はリタの手を握ってから、言った。

「ルトリさんとトトリさんをさらったとされていた『移動する獣人』の部族の名前を教えてくれませんか？」

「リトララ族。ですじゃ。それがなにか？」

　長老さんは、言った。

「…………そう……なんだ」

　リタが、はぅ、とため息をつくのが聞こえた。

「……リタ？」

「……私の、故郷の部族よ」

　そういったリタの身体からだは、小刻みに震えていた。

　セシルもアイネも、心配そうにリタを見てる。

「あちらの部族を疑ってしまったことについては、お詫わびの使者を出したですじゃ。皆さまがくれた情報もお伝えいたします。それで誤解も解けましょう」

「よかったです」

「これも皆さまのおかげですじゃ。本当に、感謝しております」

　長老さんが再び頭を下げて、それで話は終わりになった。




　──で、気がついたら、いつの間にか日が暮れて、夕方になってた。




　もうちょっと早く村を出るつもりだったんだけど、話し込んじゃったな。

　今から森を移動するのは危ないから、僕たちは一晩、この村にお世話になることになった。

　最後に長老さんが「やはりお礼がしたい」と言ったから、スキルクリスタルをもらうことにした。でも、どんな能力のものだったのかは、よく覚えてない。

　リタが不安そうな顔で僕の上着を握ってたのが、ずっと気になってたから。

「…………大丈夫だもん。気にしなくていいもん」

　明日、夜が明けたら、静かに村を出て行くことにしよう。










「『イリスどのは間もなくこちらに到着するようであります』か。よかった」

　僕は『意識共有マインドリンケージ・改』のウィンドウを閉じた。

　時刻は夜。

　ここは村はずれにある、来客用の家。

『ネルハム村』は人間や他の亜人とも普通に付き合いがあって、商人やキャラバンが訪ねてくることがある。そういう時、客人を泊めるために使われてる家だそうだ。

「『僕たちは獣人たちの村にいます。明日には帰るよ』で、送信、っと」

　カトラス宛あてにメッセージを送って、僕はベッドに腰掛けた。

　来客用の家だからか、意外と広い。部屋も大きくて、数もたくさんある。セシル、リタ、アイネにそれぞれ一部屋あげてもあまるくらいだ。

　窓のカーテンが三重になってるのは、音が外に漏れないように。『お客さんの行動に聞き耳を立てるようなことはしませんよ』という意思表示の意味もあるそうだ。

　カーテンを開けると、木々が揺れる音が聞こえてくる。

　森の中ってこんな感じなのか。

　リタも小さい頃ころは、この音を聞きながら過ごしてたのかな。

「……リタ。大丈夫かな。この家に入る頃にはぐったりだったもんな……」

　この家には台所があったから、アイネが消化にいいスープを作ってくれた。

　リタはそれを飲んで、すぐに横になった。やっぱり疲れてたんだろうな。

「……まったく。仲間の疲ひ労ろうに気づかないなんて、ご主人様失格だよな」

「………………そんなことないもん……」

　あれ？

　ドアの向こうで声がしたような……？

「どしたの、リタ」

「…………わぅぅ」

　ドアが、ことん、と音を立てた。

　しばらくして──

「はいっても、いい？」

「いいよ。どうぞ」

　僕が答えると、ゆっくりとドアが開き、その向こうからリタが顔を出した。

　顔色はよくなってる。よかった。

　リタが着てるのは村人が用意してくれた寝間着。頭からすっぽりかぶるタイプの服で、獣耳と尻尾を出すためのスリットが入ってるのが特徴だ。

「体調はもういいの？」

「大丈夫。心配かけてごめんなさい」

　リタはうつむいたまま、僕の隣に並んだ。

「なに見てたの？　ナギ」

「森を見てたよ」

「そうなの？」

「リタは昔、こんなふうに暮らしてたのかな、って思ってた」

「こことはちょっと違うかな。私がいたのは『移動する獣人』の部族だったから」

　リタは、すっと、僕に肩を寄せてくる。

　細い身体が、かすかに震えてた。

「小さい頃は移動式のテントをかついで、狩りの獲物を求めて移動してばっかりだったかなぁ」

「そっか」

「昔のことだから、もうほとんど覚えてないけど……ううん」

　リタはため息をついた。

「覚えてないと思ってたんだけどなぁ。やっぱり、心の底では、まだあの頃のことを覚えてたみたい。自分が置いていかれたときのことも……そのとき、こわかったことも」

「獣人の神様の像なんかもあるからね。思い出しちゃったか」

　村の中央には大きな木があって、そこには狼おおかみの木像が飾られてる。

　あれは獣人の守り神で、ご先祖様でもあるって、長老さんが言ってたっけ。

「『移動する獣人』のところにも、同じものがあったわ。大昔に、『素晴らしい獣耳と尻しつ尾ぽを持つ狼を、森の主が自分の伴はん侶りよとするために獣人の姿に変えた』という伝説があってね、その獣人が私たちのご先祖さまなの。あの狼は、獣人に変わる前の姿ね……」

　リタは僕の手をしっかりと握ってる。

　しばらく、僕たちは並んで、木々が揺れる音を聞いていた。

「あのね、ナギ。聞いて欲しいことがあるの」

「いいよ。言ってみて」

　僕がうなずくと、リタは少しうつむいてから──

「私、この村に来て、自分がまだ昔のことにこだわってることに気づいたの」

　ゆっくりと深呼吸して、リタは話し始めた。

「思い出しちゃったの。私が家族に捨てられて、一人ぼっちでさまよってたときのこと。気づいたの。自分の中にはまだちっちゃな私がいて、置いてかれたときのことを怖がってるんだ、って」

「……リタ」

「だから、その記憶を、しあわせな思い出で上書きしたいの」

　リタは僕をまっすぐに見て、言った。




「お願いします、ご主人様。ここで私のスキルを『再構築』してください！」




　リタの手は、むちゃくちゃ熱くなってる。ほっぺたも真まっ赤かだ。

「ほ、ほんとはね……ほんとは！　私、ナギに『セシルちゃんにしたことを、私にもしなさい』って言うべきだと思うの。でも、私とナギの全部がひとつになるのは、ほんとに大事なことだから、嫌な気持ちを上書きするためじゃなくて、それを乗り越えたあとにしたいの」

　ぎゅ、っと目をつぶったまま、リタは続ける。

「もちろん、ナギがしたいっていうなら……いいわよ。私の全部は……ナギのものなんだから」

「……あのさ、リタ」

「なぁに、ナギ」

「僕とセシルのこと、やっぱり気づいてた？」

「もちろん。だって、アイネがすっごくうきうきしてたもん」

「……お姉ちゃんめ」

「……お姉ちゃんだもん」

　僕とリタは、顔を見合わせて苦笑い。

　察しが良すぎるお姉ちゃんにも困ったもんだ。

「それに、わかるもん。ナギとセシルちゃんの間の……空気みたいなもの。セシルちゃんがほんとに自然に、ナギとふれあってるの見れば、なにがあったのかくらい、わかるんだからね」

「そっか」

「そうだもん」

「…………」

「…………」

　ぼっ。

　僕とリタの顔が真っ赤になる。あれれ。

　どうしてリタとふたりっきりで、セシルとのこと話してるの？

　なんで変な空気のまま、ふたりで真っ赤になってるの？

「と、とにかく。『再構築』だよな」

「そ、そう、大事なのは、私がナギの役に立つことだもん！」

「それと、ここでリタに幸せな記憶をあげること、だよね」

「うん。獣人の伝統にのっとって」

　そう言ってリタは、寝間着のポケットから丸いものを取り出した。

　手のひらに載るくらいの小さな、銀色の鈴だった。

「トトリちゃんとルトリちゃんがくれたの。ご主人様に身も心もゆだねている獣人の奴ど隷れいは『ふたりっきりのとき』は、この鈴をつけるんだって」

「ふたりっきりのときは？」

「ふたりっきりのときは！」

　リタはなぜか、寝間着の裾すそを押さえてる。

　……そういえばもうひとつ、ふたりっきりのときの決めごとがあったんだっけ……。

「は、はい。これを私につけてください。ご主人様」

「うん。わかった」

　僕は鈴を受け取り、リタの首輪に繫つなげた。




　りん、りりん。




　リタがうなずくのに合わせて、鈴がきれいな音を立てた。

「じゃあ、始めるよ。リタ」

「……お願いします。ご主人様」

　僕は『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ６』を起動した。

　今回はフォレストスパイダーのスキルと、長老さんがくれたスキルを使おう。







『糸移動ＬＶ３』

『糸』で『すばやく』『移動する』スキル




　これは糸を使って、森の中を縦横無尽に移動することができるスキルだ。

　でも僕たちは糸を準備するのが大変だから、あんまり使い道がない。







『殺さつ気き探たん索さくＬＶ２』

『殺気』の『位置』に『気づく』スキル




　こっちのスキルは、敵意に敏感になるものだ。

　今回はこのふたつのスキルを使って『再構築』しよう。

『賢者ゴブリン』のこともあるからね。リタの危険を、できるだけ減らせるように。










「まず『糸移動』を僕に。『殺気探索』をリタにインストールして、と」

「……んっ」

　りん……りりん。

　リタは壁に寄りかかり、自分の胸に『殺気探索』を差し込んでいく。

　僕も自分に『糸移動』をインストール。

　こっちは糸がないと使えないスキルだけど、どうせ『再構築』するから問題なしだ。

「あのね……ナギ」

「どしたのリタ」

「ありがとう。トトリちゃんとルトリちゃんを助けること、許してくれて」

「そんなの当たり前だろ。子どもが閉じ込められてたら、助けるって」

「でも……うれしかったから」

　リタは僕の肩に額を押しつけて、

「だって、知らない獣人の子どもにも優しくしてくれるんだから………………血の繫がった……子どもなら……って、やっぱりなしっ!!」

　ぶんぶんぶん。

　ちりんちりん、ちりん。

　リタは真まっ赤かになって首を振った。

　……えっと。

「と、とにかく。『再構築』でしょ？　『賢者ゴブリン』対策のためにも私を強化して！」

「はいはい」

　ごまかそうとしてるのがわかるけど、突っ込まないでおこう。

　これ以上この話を続けたら、僕もリタも『再構築』だけじゃ終わらなくなりそうだから。

「いくよ、リタ」

「……うん。して。ナギ」

　僕は『能力再構築』のウィンドウを呼び出す。リタをモニターしながら、スキルを概念化。

　それからゆっくりと、リタの中にある概念『位置』に手を伸ばしていく。

「……んっ」

　僕の指が触れた瞬間、リタが、はうっ、と息を吐いた。

　りん、ちりん。

　鈴がきれいな音を鳴らした。

「……ん。へいき。続けて……」

「今回は『４概念チートスキル』を作るよ。いいかな」

　りりんっ。

　答える代わりに、リタの首輪の鈴が鳴った。

　ここは獣人の村で、カーテンがついてるとはいえ、音に敏感な獣人たちが住んでる。

　だからリタはいつの間にか、片手で口を押さえてる。

　りん、りりりん。

　代わりに首輪につけた鈴が答えてくれる。大丈夫みたいだ。

　僕は指の腹を概念『位置』に押しつけた。

「っ！」

　リタのスキルは、あっさり僕の指を飲み込んだ。

「────っ！」

　りりりんっ！

　リタの心臓が、どくん、と鳴る。壁に背中を押しつけたまま、リタが桜色の目を見開く。膝ひざががくがくと震えてる。でも、リタの手は僕の手を放さない。だから僕は概念『位置』を、ゆっくりと揺さぶっていく。

「──っ！　ん────っ!!」

　ちりんっ。りりんっ。りんっ！

　リタは小刻みに身体からだをゆさぶってる。きれいな尻尾は、ぴん、と、緊張して、くたん、と、緩むのの繰り返し。そのたびに寝間着の裾が揺れて、いろんなところがむき出しになってる。

「あぅ。んっ。くぁ……ん」

「ちょ、リタ？」

　リタの身体が、僕に向かって倒れかかってくる。

　立っていられなくなったみたいだ。

「こっち来て。歩ける？」

「…………んっ」

　ちりん。りん。りりん。

　僕はリタの胸に触れたまま、細い身体をベッドまで運んでいく。

　リタはそのままベッドの上に膝をついて、うつぶせに横たわった。首筋にも背中にも汗の滴が浮かんでる。ときどき、尻尾がぴくん、と動いて、寝間着を撥はね上げるけど、リタはそれを押さえることもできずにいる。

「────つづけ、て」

　リタが枕に顔を乗せたまま、僕を見た。

「おねがい……つづけて……。私、強くなるって決めたんだもん」
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「リタは充分強いよ。少なくとも、僕はそう思ってる」

「ううん。私、恐がりだもん。『移動する獣人』のこと、自分では聞けなかったもん。自分の家族の話を聞くのが怖かったの……」

　リタの声が震えてる。

　僕は手を伸ばして、リタの髪と獣耳をなでる。

　そうすると落ち着くのか、リタは安心したように、はぅ、と、息を吐き出した。

「でも、ナギは私の代わりに聞いてくれた。長老さんが答えるまでの間、ずっと手を握ってくれた。だから、私は平気だったの。ちょっとだけ、まだ恐こわかったけどね」

　リタはゆっくりと身体を起こして、僕の胸に背中をこすりつける。

「だから、私はもっと強くなりたいって思ったの。ちゃんと自分のしたいことを、ナギに言うって。セシルちゃんみたいにしてもらうって。でも……やっぱり私はよわむしだから、ちゃんとできるように……こうして、準備、してもらうことにしたんだもん……」

「……やっぱりすごいよ。リタは」

　僕はまた、リタの獣耳をなでた。

「……もう。奴ど隷れいを甘やかしたら駄目なんだからね。ご主人様」

　リタはそう言って、笑った。

　なんとなく、僕もつられて──ふたりではしゃぐみたいにして、笑って。

　それから僕はまた、リタの中に手を伸ばした。

「──はぅ」

　ちりりんっ。

　僕はゆっくりと、リタになじむように、『再構築』を再開する。

「んっ。はぅ…………ナギの手……すき……だいすき……うれしくて……やさし」

　リタは僕にぴったりとくっついて、細い身体を震わせてる。

　村の寝間着は薄いから、尻しつ尾ぽの動きがよくわかる。

　どうすればリタの負担を少なくできるか、どうすればリタの、望むようにできるか。

「んっ。はぁ……声、だめ。獣人は……音に、びんかん……聞かれ──あっ。────っ！」

　ちりんっ。ちりんっ。りりりりんっ！

　概念を突っつくたび、鈴の音が強くなる。

　まるで鈴が、リタの反応とリンクしてるみたいだ。

　概念の隙すき間まに指を──ゆっくりと──入れると、強い音がして、

「──っ！　っ！　っ！」

　りんっ！　りんっ！　ちりんっ!!

　概念を弱めになでると──優しい音になる。

「──ぁ。はぅ……あ」

　り……ん。り────。

　音と、リタの吐息と、体温。

　それが直じかに伝わってきて、なんだか頭がぼーっとしてくる。

　この鈴、リタのオプションみたいに思えてきた。すごいな。獣人の伝統って……。

　僕はリタの概念をほぐし続ける。

　完全にモニターしてるから、わかる。そろそろリタが僕の『概念』を受け入れる準備が整う。

　僕はゆるゆるになった『位置』を指で挟んで、一気に魔力を流し込む。

「────────ぁぁっ」

　リタがめいっぱいに喉のどをそらした。

「あ、あ、あ、あ、あ。ナギ……が──すご……」

「行くよ。僕の『概念』をリタの中に」

「んっ。お願い……して。んっ。あ。あ。────────っ!!」

　僕は『糸移動』の『すばやく』と『移動する』をリタのスキルに押し込んでいく。ふたつ同時に入ってくる『概念』に、リタの身体が震え出す。

　それでも、リタは声を抑えて、身体を上下にゆさぶりながら、僕の『概念』を受け入れた。

「やだ……あ。…………ふたつ……いっぺん……」

　りんりんりんりんっ。りりんっ。りんっ。

　鈴の音はもう止まらない。リタの動きに合わせて、部屋いっぱいに音を響かせてる。音に酔ったみたいに、リタの目がうつろになっていく。汗まみれの身体をゆさぶって、こわれそうなくらい尻尾を左右に振り続けてる。

「ナギ……ナギ……あっ。ナギぃ。私……わたし……」

　りんりんりんりんりんりんりんっ。りんりんりんっ！　ちりんっ！

「音……もう……止まんない……や……あ。ああ。ああああああっ」

「仕上げだ。いくよ。リタ」

「────っ！　あ。あんっ。はい。きて……ごしゅじん……さまぁ」

　最後にリタの中に入った概念を指で確認する。位置。深さ。魔力反応。問題なし。




「実行！　『能力再構築ＬＶ６』!!」




「──────っ！」

　りり──────ん。り────────っ！　────っ！

　鈴の音が変わる。僕の耳では聞き取れないくらい、甲高い音に。

　リタはぎゅ、と、僕にしがみついて──

　いつもみたいに僕の肩を、甘あま嚙がみして──

「…………ごしゅじんさま……だい……すき…………」

　くたん、と、崩れ落ちた。

「…………すぅ」

　寝ちゃったか。

　今日はいろいろあったからね。

　リタはいつも前線に立って戦ってくれてるし、今回だって、トトリとルトリに一番早く気づいてくれた。そんなリタを守れるようなスキルを作ってみたけど──うまくいったみたいだ。







『察知瞬動アウエイキング・クイツクリイＬＶ１』（４概念チートスキル）

『殺気』に『すばやく』『気づき』『移動する』スキル




　殺気に反応して、移動速度が上昇するスキル。

　戦闘時は問答無用で移動速度が上昇し、索敵中は敵がこっちに気づいた瞬間にスキルの効果が現れる。上昇速度は２倍から４倍程度。







　これがあれば、いざという時に、リタは超速で逃げ出すことができるからね。

　リタは忠誠心が高いのはいいけど、がんばりすぎるから、対策をしておきたかったんだ。

「…………むにゃ。ナギ……わたし……ちゃんとできたよね……」

「できたよ。お疲れ様……リタ」

「……おうちに帰ったら…………今度はほんとに……ちゃんと……」

「……うん。約束」

　僕は眠くなるまで、リタの髪をなで続けたのだった。

　そうして朝寝坊した僕たちは──










「おはようなの。なぁくん。リタさん」

「アイネ？」「わぅぅっ!?」

　ドアの向こうから聞こえたアイネの声に、僕たちは慌てて飛び起きた。

「ち、ちがうの！　私、眠れなくて、ナギの顔を見に来たら、それで──」

「だいじょうぶ。お姉ちゃんはわかってるの。ごはん、ここに置いとくから、ふたりで食べてね」

　すっごいうれしそうな声だった。

　……アイネ、絶対誤解してるよね。

「今け朝さのメニューは、木の実なの。焼いて乾かすときれいな音が鳴るの。ほら」

　りーん。りりんっ。

「……あんっ。はぅっ！」

　あれ？　リタ？

　どうして顔を真まっ赤かにして、脚の付け根を押さえてるの？

「あ？　あれ？　私、どうして……」

　りーん。りりん。

「あぅ。はぅっ」

「まさか、条件反射!?」

『再構築』しながら鈴の音を鳴らしてたから、同じような音を聞くと、自動的にその時のことを思い出しちゃう、とか……。

「もーっ。どうしたらいいの、これー」

「……リタさん、いいなぁ」

「ぜんぜんよくないもん──っ！」

　朝のネルハム村に、リタの悲鳴が響き渡った。




　その後、村を出ようとした僕たちは──




「お待ちください！　さきほど、朝の見回りに出た者から報告がありました」

　村の長老さんに呼び止められた。

「早朝の狩りに出た者が大けがをしているところを発見した、と。もしかしたら『賢者ゴブリン』とその仲間が、森をうろついているかもしれませぬ！」

　深刻な顔のまま、獣人の長老さんは言ったのだった。








第７話「不機嫌なゴブリン軍団を倒そうとしたら、立派な名前をつけられた」






「来ました！　『森ゴブリン』の群れです！　数は20。率いているのは大た刀ち持ちの『ホブゴブリン』と、二刀流の『達人ゴブリン』!!」

　明け方のネルハム村に、叫び声が響いた。

　同時に、村を囲む森から角笛の音が響き渡る。

「あの音は!?」

「……『移動する獣じゆう人じん』の部族が、戦いの前に鳴らす角笛ですじゃ」

　長老さんが教えてくれる。

　そういえば聖女さまが言ってたっけ。『移動する獣人』の部族も、奪われたものがあるって。

　それがあの『角笛』か。

「漆しつ黒こくの耳と尻尾を持つ獣人を発見！　『森ゴブリン』たちの背後です!!」

　さらに報告は続いてる。一瞬だけ現れた『黒い獣人』はすぐに姿を消した、と。

「ふたりをさらったあとで、対立する部族の持ち物を奪って、さらにこっちの村を攻める。そうすると獣人がゴブリンを操って攻めてきたように見える……かな」

「あり得る話ですじゃ」

　僕の言葉に、長老さんがうなずく。

「あなた方の話を聞いていなければ、そう考えたかもしれませぬ」

「役に立ててよかったです」

「敵は村の者が食い止めます。客人の皆さまは、トトリとルトリを見ていてくださいですじゃ」

　そう言って長老さんは、家を出て行った。

　ここは村の中央にある長老の屋敷だ。

　ゴブリン来襲の話を聞いてすぐ、僕たちはここに呼ばれた。

　戦いが終わるまで、トトリとルトリの側そばにいて欲しいと言われたからだ。

「…………うぅ」「やだよぅ。さらわれるの、こわいよぅ」

　ちっちゃな獣人の少女たちは毛布をかぶって震えてる。

「大丈夫よ。ふたりとも」

　リタはふたりの隣に腰を下ろした。

「獣人は強いんだから。ゴブリンくらい、すぐに追い払ってくれるわ」

「……でもでも」「あのゴブリンたちは強さの秘密があるんだよ」

「強さの秘密？」

　僕が聞くと、トトリとルトリはうなずいた。

「おじいちゃんには言ったの。でも、笑われた──」

「その冗談は面白くないって。でも──」

　目に涙を浮かべながら、ふたりは語り出した。










　──同時刻『ネルハム村』近辺の森。交戦中──










『グォオオアアアアアアア！！！』

『森ゴブリン』の剣が、村人の肩を切り裂いた。

「怪け我が人は退さがれ！　こいつら、普通じゃない!!」

「『森ゴブリン』はおとなしい種族なのに──なんで!?」

「『凶暴化バーサーク』してるんだ！　油断するな!!」

　村人たちが叫んだ。

　こちらの剣は『森ゴブリン』の身体からだに届いている。なのに、敵は動きを止めない。

『森ゴブリン』は目を真まっ赤かに染めて、痛みなど感じないかのように襲いかかってくる。

「『凶暴化』の効果は──怒りによる攻撃力上昇。痛覚遮しや断だんかよ！　面倒な！」

　ネルハム村の住人は、全員が獣人だ。

　動き、反応速度ともに、通常のゴブリンよりもはるかに速い。

　だが、今の『森ゴブリン』は痛みを感じていない上に、『凶暴化』の筋力アップで加速している。

　それに『達人ゴブリン』と『ホブゴブリン』が一緒となれば──

「弓兵！　援えん護ごを!!」

　村人は叫んだ。

　ひゅん。ひゅるん──と、弓弦の音がした。

『グルゥウアアアアアアア!!』

　矢を受けた『森ゴブリン』は、力まかせに剣を振るう。

　その剣を受け止めた獣人が、はじき飛ばされた。

「噓うそだろ。どこまで『凶暴化』してるんだよ……」

『グォアアア！　グァ！　グガアアアアアア!!』

　村人に一撃を与えた『森ゴブリン』は、しばらく剣を振るい続ける。

　そして数分後、力尽きて倒れた。

「……どうしてだ？　お前たち『森ゴブリン』が、俺たちと戦ったことなんてないだろう？」

『…………グガァ』

　倒れた『森ゴブリン』は答えない。

　その姿に興奮したのか、他の魔物たちが叫び出す。

『凶暴化』した『森ゴブリン』は、まだ10体以上残っている。

　後方には『ホブゴブリン』と『達人ゴブリン』──姿を見せない黒い獣人が控えている。

「……どうすればいい……」

　村人たちの額を汗が伝った。

『グアアアアア！　グォオオアアア！　グガアアアアア!!』

「なんだよ！　なんでそんなに怒ってるんだよ!!」

　その問いに、『森ゴブリン』たちは答えない。

『グガアアアアアアア!!』

　ただひたすら『森ゴブリン』たちは絶叫し、村人に武器をたたきつける。

　村人の脳裏に疑問符が浮かぶ。わからない。

『森ゴブリン』たちをこれほど『凶暴化』させる秘密とは──










　──同時刻『ネルハム村』　長老の家──










「「『森ゴブリン』たち、１日３時間しか寝てないの!!」」

　トトリとルトリは叫んだ。

「「「「…………はい？」」」」

　僕とセシル、リタ、アイネは、ぽかん、とした顔になる。

「それが強さの秘密なの」「だからあいつら、怒りで『凶暴化』してるの！」

　トトリとルトリは、震えながら教えてくれる。

「『賢けん者じやゴブリン』が私たちをおどしたの」

「『ねぶそく森ゴブリン』は『凶暴化』してる。見境がなくなっている──」

「「だから、逃げたらどうなるかわかっているな……って」」

　トトリとルトリの話によると、『賢者ゴブリン』は『森ゴブリン』の睡眠時間を削ることで『凶暴化』させてるらしい。

　それを『賢者ゴブリン』は、強化型の『ねぶそく森ゴブリン』と呼んでた、って。

「『賢者ゴブリン』は笑ってたんだよ。この『睡眠時間削除デリート・スリーパー』は、働きざかりの勇者を観察して編み出した技だって」

「『森ゴブリン』に仕事をたくさん入れて、睡眠時間を削るんだって」

「仕事が終わったら、ゆっくり眠れるってだますの。終わったらまた、急ぎの仕事を入れるの」

「そうやって怒りをためたあと、強敵にぶつけるんだよ。村に来てるのはきっと、限界まで『ねぶそく』の『森ゴブリン』なんだよ！」

　……たち悪いな『賢者ゴブリン』って。

　睡眠時間が、１日３時間。

　その状態で森を移動して、村を襲うという過重労働。

　そこまで『森ゴブリン』を追い詰めて、睡眠不足と働き過ぎのストレスを利用して『凶暴化』させる──って。いくら魔物だからって、やり口がブラック過ぎる。

　そりゃ怒るだろ！　『凶暴化』するだろ！　魔物でも！

　……元の世界でもあったからな、こういうの。

　上が無茶な納期で仕事を受けて、『これが終われば帰っていいから。残業代も払うから』って言われて、バイトの僕まで深夜残業させられた。逃がしてもらえなかった。

　できそうもない量の入力とチェックと修正を押しつけられて、終わったと思ったら次が来た。上の人の言う『これが終わったら──』を僕が信じてたのは２回まで。３回目で逃げた。バイトだからそれができたけど、逃げ損なってたらどうなってたんだろう……。

　この世界の『賢者ゴブリン』は、それと同じことをしてるのか。

　おとなしい『森ゴブリン』を支配して、睡眠時間を削って働かせて、機嫌悪くして。

『凶暴化』させて、判断力を奪って、女の子を誘拐して──村を襲わせて──

「……ひさしぶりにむかついてきたな」

　なにが秘宝だ。古き遺産があったとして、そんな奴やつに渡せるもんか。

　そんなことしたら、世界が文字通りの真っ暗闇ブラツクになるだけじゃないか。

「『森ゴブリン』たち、こわれかけてた」

「ゴグアアアアア（俺２時間しか寝てないんだぜ）！　グブアアアア（オレなんか今日は１時間半）!!　──って。『賢者ゴブリン』の前で、びくびくしながら──」

「ゴブリンの言葉なんてわからないはずなのに……なんとなくだけどわかって……それで……」

「…………こわいよ……」

「もういい。もういいからね」

　泣き出したふたりを、リタが抱きしめた。

「アイネ。『凶暴化』した魔物って、どうなるんだっけ」

「力が強くなって、痛覚が鈍くなるの」

「『凶暴化』にもレベルがあるんだよな」

「最高レベルになると、殺さつ気き立って手がつけられなくなるの」

「睡眠不足のうっぷん晴らしに来たとなると、相当怒ってるよな」

「レベル３つ分くらい強くなってると思うの」

　まともにぶつかるとやばいな。

　しかも敵の後ろには『達人ゴブリン』『ホブゴブリン』さらに『賢者ゴブリン』が控えてる。

「しょうがない。ちょっとだけ手を貸すか」

「ナギさま！」「やっちゃう？　ナギ」

　セシルとリタが、僕の顔を見て、いい笑顔になる。

「このままじゃ家に帰れないからね。帰り道を整えるついでに、『賢者ゴブリン』の正体を確かめておきたい。そいつが本当に魔王の手先なら──」

　王都にいる勇者に教えてあげた方がいいよな。

　英雄になりたい人、たくさんいるからね。

「で、でもでも」「『凶暴化』だよ。こわいよ」

　トトリとルトリは涙ぐんでる。

「大丈夫だよ」

　僕はトトリとルトリの頭をなでた。

「少なくとも、村の人たちを助けるくらいはできると思う。『すっごく運が良ければ』、敵の親玉を捕まえられるかもしれないけどね。『偶然』『すっごく運が良ければ』だけど」

「『偶然』」「『すっごく運が良ければ』」

　トトリとルトリは目を閉じた。

　僕たちに救い出されたときのことを思い出してるのか、ふわり、と笑顔になって──

「うん！　信じるよお兄ちゃん！」「だってみんな『偶然』『すっごく運がいいもん』!!」

　よっしゃ。

「「お願いします、勇者さま!!」」

「『勇者』はなしで」

「「えー」」

　えー、じゃありません。『勇者』って言葉は嫌いなんだよ。

「んーとね」「それじゃね」

「「『森林を駆ける獣の主あるじ』!!」」

　トトリとルトリは声をそろえて言った。

「『森林を駆ける獣の主』……って？」

「……獣人が生まれるきっかけになった英雄のことよ。あとで話してあげる」

　リタはなぜか照れくさそうに言った。

「「行ってらっしゃい！　みんなのご主人様!!」」

「やれるだけやってみるよ」

　それじゃ、村を荒らす『ねぶそく森ゴブリン』のボスの正体をつきとめに行きますか。








第８話「『凶暴化バーサーク』中の森ゴブリンに、強制休暇を提案してみた」






　獣じゆう人じんたちの防ぼう衛えい線せんは破られようとしていた。

『グガアアアアアッ！　ガッ！』

「だめだ！　こいつら……手がつけられない!!」

　獣人の戦士は悲鳴を上げた。

『森ゴブリン』の群れは木々の間を縫ぬうように突進してくる。

　傷ついても、仲間のゴブリンが倒れても、その勢いは止まらない。

「……せっかくトトリとルトリが帰ってきたのに、このままじゃ村が……」

『グガラアアアッ！　グガ！　グヴオオオオオ!!』

『森ゴブリン』たちは完全に殺さつ気き立っている。

　思わず「え？　私たち、なんか悪いことした!?」と思ってしまうほどの怒りに満ちた、その視線。問答無用の勢いに、彼女も、まわりの獣人たちもが吞のまれはじめていた。

『グォオオオオオオオ────ッ!!』

　おそるべき『ねぶそく森ゴブリン』たちは、徐々に村へと近づいていくのだった。




『ねぶそく森ゴブリン』

『賢けん者じやゴブリン』によって、睡眠時間を限界まで削られた『森ゴブリン』たち。

『森ゴブリン』は本来おとなしい種族だが、睡眠不足により重度の『凶暴化バーサーク』状態。

　この仕事が終わったら眠れるという約束を頼りに戦っている。

　現在、攻撃力上昇と苦痛耐性が追加され、代わりに判断力が低下している。




『……グォ』

　不意に、『森ゴブリン』の一体が振り返った。

　木々の向こう、距離をおいてこちらを見ている『ホブゴブリン』『達人ゴブリン』を見て、おびえたように震えて、それからまた絶叫。

　めちゃめちゃに武器を振り回し、獣人たちに向かって走り出す。

「全員で取り囲みなさい！　決して一対一で当たらないように！」

　獣人の指揮を取っていた少女が、甲高い声で叫んだ。

『グガラアアアアッ！』

　彼女の指揮に従い、獣人たちが集まる。けれど『ねぶそく森ゴブリン』は止まらない。

　獣人の陣形など気にせず、まっすぐ突っ込んでくる。

「ノノトリさま！　お退さがりください!!」

「これ以上退がってどうするの!?」

　ノノトリと呼ばれた少女が叫び返す。

「長老の孫として、私には村を守る義務が──」

「女性と子どもだけでも逃げてください。もう、『森ゴブリン』を止めることは──」




　まわりの獣人たちが、彼女に視線を向けてくる。

　獣人の少女──長老の孫のノノトリは、目をふせてうつむいた。

　この『凶暴化』ゴブリンたちは異常だ。死ぬ気でかかれば止められるだろうが、それでは被害が大きすぎる。こっちが戦力を使い果たしてしまったら、背後にいる『ホブゴブリン』たちに対処できなくなる。

　本当に一時的に村を離れるか──せめて子どもだけでも逃がすべきかもしれない。

　ノノトリがそう考えたとき──




「はい。ごめんなさい。ちょっと通してねー」




　ノノトリとゴブリンたちの間を、疾しつ風ぷうが駆け抜けた。

　次の瞬間──




　すぱーん。




　ノノトリに襲おそいかかろうとしていた『森ゴブリン』が宙を飛んだ。




『…………ゴブ？』

「…………え？」

　獣人のノノトリは、ぽかん、と口を開けた。

　突然、現れた金髪の少女が、ノノトリの目の前にいた『森ゴブリン』を蹴けり飛ばしたのだ。

「……あ、あなたは」

「ごめんね。話はあと」

　ノノトリが声をかけた瞬間、彼女は走り去る。

　木こ陰かげに隠れた──と思った瞬間──




『グォ？　グガアアア!?』

「はい。道を空けてねー」




　すぱーん。




　別の場所で『森ゴブリン』の悲鳴が上がり、蹴飛ばされた魔物が宙を舞った。




「もうちょっと離れてくれるかな？」




　すぱーん。すぱーん。




　さらに蹴り飛ばされる『森ゴブリン』が２体──３体。

　緊張感のない声が聞こえるたびに、ゴブリンの身体からだが宙を飛ぶ。

『森ゴブリン』が殴られていること、蹴られていることはわかる。けれど、その動きが見えない。

　少女は木陰から木陰へと素早く移動している。

　右の木の後ろに移動したかと思ったら、反対側の木の後ろから出てくる。下かと思うと上だ。ノノトリや他の獣人が視線を向けている間に、少女は別の位置に移動しているのだ。

『……グ』

　打撃を受けたゴブリンたちが起き上がる。たいしたダメージは受けていないようだ。

　だが、彼らは村から引き離された。必死に進んだ距離を、一気に無にされたのだ。

「て、敵が離れました。ノノトリさま！」

「そ、そうでしたっ！」

　よくわからないけど、防衛側こつちが有利になったのは間違いない。

　栗くり色の髪をかきあげて、長老の孫の少女──ノノトリは声をあげる。

「よし。今のうちです！　態勢を立て直して！　傷ついた仲間は後方に！」

「「「はい!!」」」

　獣人たちが叫ぶ。

　指示通り、彼らは傷ついた仲間を後方に下げ、剣と楯たてを構え直す。

『…………グヴォ！』

『森ゴブリン』たちは再び立ち上がり、村に向かって走り出す。




　けれど──




「あ、ごめん。もうちょっと離れてくれない？」







　すぱーんっ！　すぱーんっ！　すぱぱーんっ!!







『『『グブナアアアアアアアッ!?』』』

『森ゴブリン』たちの身体が再び宙を舞う。

　長老の孫のノノトリは、目を丸くしてその光景を見つめていた。

　金髪の少女の動きは速すぎた。高レベルの獣人でさえ、その姿を捉とらえきれない。

『凶暴化』した魔物たちが、完全に翻ほん弄ろうされている。

『ギザマアアアアアアアア！』

　ゴブリンの絶叫が響いた。

　彼らは目を真まっ赤かに光らせ、強烈な殺気を放ちながら、『謎の影』を捉えようとしている。




　すると、その『謎の影』が──ふっ──と、消えた。




「……うそ。私、まだ速くなるの？」

　かすかに、おどろいたような声が聞こえた。

　そして──




　ころん。ころころん。ころん。




『…………グボァ』

『グルル？』

『グガ？　ラ？』




　足を払われた『森ゴブリン』たちが、一斉に地面に転がった。




『『『…………ウ？　ウエエエエエン？』』』




　魔物たちは悲鳴のような声をもらす。もう、戦闘にもなっていないのだ。

「…………なんなの。あの力」

　ノノトリは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　あの速さ、的確な動き。あれは獣人すべてがたたえるべき人だ。
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「あの人こそ『森林を駆ける獣の主あるじ』──その従者かもしれない……」

「……ノノトリさま。伝令です！　長老さまから、作戦の提案です」

　声がした。

　振り返ると彼女の背後に、村からの伝令が来ていた。

「聞かせてください」

「はい。長老さまはおっしゃっていました。『ねぶそく森ゴブリン』を無力化する手段がある、と」

　伝令の説明を聞いた少女ノノトリは、目を輝かせてうなずいた。

　そして、その指示の通りに、仲間の獣人とともに動き出したのだった。










『ギグアアアアアアア!!』

『ねぶそく森ゴブリン』は、血走った目で、前後左右をにらみつける。

　自分たちが放つ『殺気』こそが、少女のスキルを強化しているのだということには気づかない。




『察知瞬動アウエイキング・クイツクリイＬＶ１』

『殺気』に『すばやく』『気づき』『移動する』スキル

『察知瞬動』は、周囲の殺気や攻撃の意思に反応して、移動速度が上昇する。通常の戦闘なら２倍から４倍。敵が多ければ多いほど、その速度は速くなる。




　この場にいるゴブリンは十数体。その全員が、リタに強烈な殺気を向けている。

　今のリタは加速装置をつけているような状態だった。

「こっち！　えっと、次はこっち！」

　木こ陰かげから木陰へ。

　リタは、位置をさとられないように高速移動。




　ころん。




『グガラアアアッ！』




　ゴブリンを軽い一撃で転がして、さらに移動。

「獣人の村だもん。守るもん。せっかく、ご主人様にスキルをもらったんだから！」

　そして、使命を果たす。

　リタの役目は『ねぶそく森ゴブリン』を無力化して、『賢者ゴブリン』を引っ張り出すことだ。




「ていっ！　ていていていていっ！」




　ころんころん。ころんっ！

　高速で走りながら、リタはゴブリンを転ばせ続ける。




「作戦の第１段階クリア！　ご主人様、第２段階へどうぞ!!」










『グォ…………』

『ねぶそく森ゴブリン』たちは、両手をついて起き上がった。

　今の彼らに、休むことは許されない。この村さえ攻略すれば、ぐっすり眠れるのだから。

『グガアアアアッ！』

『ねぶそく森ゴブリン』たちは村に向かって走りはじめた。

『凶暴化バーサーク』しているせいで頭の中は真っ白だ。

　彼らの頭に浮かぶのは「この使命が終われば眠れる」ということだけ。

　全員が列をなし、武器を構えて疾しつ走そうする。

「……ぜ、全員、退避────っ!!」

　栗色の髪の獣人が叫ぶ。

『森ゴブリン』の勢いに恐れをなしたのか、敵陣が左右に分かれて、散っていく。

『ゴブアアアアッ！　アアッ！　カハァッ！』

『森ゴブリン』たちは、大きな口をゆがめて笑う。

　勝った。

　これでゆっくり眠れる。仕事が終わって、夢を見ないほどぐっすりと──




「その前に受け止めます！　『魔法属性変更エレメンタルチエンジヤー：風』!!」




　声がした。




「『それはすべてを受け止める柔らかき空気の層。柔らかき向かい風』──『古代語魔法　風の壁ウインドウオール』!!」




　ふぉん。




　不意に『ねぶそく森ゴブリン』たちの目の前で、風が生まれた。

　暖かい地方の、ほどよく熱せられた、なまぬるい風。

　それがだんだん強くなる。




　そよかぜ──強風──烈風──暴風──！




　局地的に発生した向かい風が、ゴブリンたちの顔を叩たたく。




『────グォ？』




　ゴブリンたちの勢いが、止まる。

　進めない。

　局地的な暴風は、『ねぶそく森ゴブリン』たちの身体からだを押しとどめている。

『グォ？　ヴォオオオオオオオ!?』

　ゴブリンたちは、ぴくりとも動けない。

『炎の壁フレイムウオール』の風ヴァージョン『風の壁ウインドウオール』は暴風の障壁となり、ゴブリンたちの突進を完全に受け止めていた。

『風の壁ウインドウオール』は限られた空間に、他者の通過を許さない暴風を発生させる。文字通り、分厚い壁のように。

　それがゴブリンたちを迎え撃つため、木々の間に配置されていたのだ。

『グォ!?　グゥゥ!!』

　ゴブリンたちは必死で足を動かす。

　しょせんはただの向かい風。どんなに強くても、進んでいけば破れるはず。

『凶暴化』した彼らは、回り道することなど考えない。

　まっすぐ突き進み、必死に『風の壁』を抜けようとする。




「発動──『束縛歌唱ソング・オブ・バインデイング』──」




　けれど──不意に聞こえてきた歌声が、ゴブリンたちの動きを止めた。




『……グ？』『グググ？』『グンガ？　ゴゲガ……？』




　ゴブリンたちが周囲を見回す。けれど、声の主の姿は見えない。

　歌声は木々の上から聞こえている。

　森に響き渡るきれいな歌声だ。しかも……妙に心ここ地ちいい。

　聞いているうちに、ゴブリンたちの身体が重くなっていく──




「──怒いかれる者たちよ……眠りなさい」




『グガッゴゴゴ……ガゴ（子守歌……だと）!?』

『森ゴブリン』に言葉の意味はわからない。けれど、そのメロディは眠りに誘おうとしている。

　まずい。今は眠気を我慢して、必死で戦っている状態なのに。

　ここで優しい子守歌なんて聴きかされたら……。




「──今は安らぎの時。その武器を手放し、安らかな時間を。

　──あなたの目の前には、風のおふとん。

　──身をゆだねれば、あなたの望む眠りはそこにある──」




『グガアアアアッ!?』

　ゴブリンたちは首を振る。

　だが、見えない鎖は、彼らの身体をほどよく縛しばっていく。




「──もう、がんばらなくていいの。

　──眠っていいの。

　──そよ風のおふとんで──眠って」




　さらに『風の壁』の勢いが、弱まりはじめる。

　逆風が優しい風に変わり、彼らの身体を受け止めてくれている。

　それはまさに、風のお布団だった。

『…………ウゥ』

　ゴブリンたちの呼吸がゆるやかになっていく。

　重くなっていく身体。受け止めてくれる『風の壁』。そしてやさしい子守歌。

　自然とまぶたが下がっていって──

『────ハッ!?』

　思わず寝落ちしかけた『ねぶそく森ゴブリン』が顔を上げる。

『寝てません寝てません』──といった感じで首を振る。

「我慢しなくていいの。眠って」

　不意に現れたメイド服姿の少女が、モップで『ねぶそく森ゴブリン』の顔をなでた。




　かっくん。




　なでられた『ねぶそく森ゴブリン』が、そのまま気を失う。

　それを見た他の魔物たちは、思う。

『──アア、気持ちよさそう』──と。

　眠っても、いいのかもしれない。

　がんばらなくて、いいのかもしれない。

　だって、ほら。もう眠っている者もいる。

　自分も──自分も──




「……心地よい風の布団で眠るがいい。『ねぶそく森ゴブリン』よ」




　声が聞こえた。

　やはり、意味はわからない。けれど優しい声だった。




「あんたたちを操ってる奴やつは……こっちでなんとかするから、おやすみ」




『…………グガァ』『……スゥ』『……グゴゴ』




　その声に安心したかのように、ゴブリンたちが寝落ちしていく。

　１体……また１体……。

　そうして、すべての『ねぶそく森ゴブリン』は、安らかな眠りについたのだった。










「「「睡眠不足の敵を子守歌で眠らせるなんて、よく考えつきましたね。長老!!」」」

「そうじゃろう……そうじゃけど…………」

　長老さん。こっち見ないで。

　さっき『作戦を考えたのは長老さんってことにします』って言ったよね？

「作戦成功かな」

　睡すい魔まに負けたゴブリンたちは、安らかに眠ってる。

　僕たちは目立たないように木の陰に隠れてる。

　ここからなら村の様子も、ゴブリンたちの状態もわかるからね。

「寝不足状態で『凶暴化バーサーク』させたのがあだになったな、『賢者ゴブリン』」

　睡眠不足が続くと、人は電車の中だって眠れるんだ。立ったまま。つり革に摑つかまった状態で。

　だったら、まともにぶつかるより、眠らせてやった方がいいよね。

「今回はリタの『察知瞬動アウエイキング・クイツクリイ』のおかげかな」

「獣人さんたちもびっくりしてましたね。リタさんの速さに……」

　僕の隣で、セシルが目を丸くしてる。

『察知瞬動』は敵から殺気を受ければ受けるほど、移動速度が速くなる。

　ゴブリン約十数体分の殺気は、リタを超加速させちゃったみたいだ。

　作戦はシンプルだ。

　セシルの『属性変更』魔法『風の壁』で、ゴブリンの身体からだを受け止める。

　そしたら、リタの『束縛歌唱ソング・オブ・バインデイング』を軽めにかけて、ゴブリンの動きを鈍くする。本人たちが『身体が重い』って感じるように。最後に子守歌でリラックスさせて、アイネが数体気絶させて、おしまいだ。

「ただいま、ご主人様」

　戻って来たリタが、僕の身体に、ぴたり、と肩を寄せた。

「おかえり。大丈夫だった？」

「もちろん。『察知瞬動』は使いやすいスキルだったもん。ご主人様の言う通り『束縛歌唱』は弱めにしたから、体力も神聖力も充分残ってるわ」

　言いながら、僕たちは森の方を見た。

　木々の向こうに、二刀流の『達人ゴブリン』と太た刀ち持ちの『ホブゴブリン』が残ってる。

　奴らは『ねぶそく森ゴブリン』たちにいらだったように歯をむき出し、村の方をにらんでる。

　逃げる気はなさそうだ──と、思ったら、

『『ヴォオオオアアアアアアアアアアアアア!!』』

　奴らは叫びながら、走り出した。

　村人たちはゴブリンたちを拘束中。戦っていた獣人は逃げちゃったから、護衛の数も少ない。

　勝てると思ったのかもしれないけど、甘い。




「「「せーのっ!!」」」




　森の木々が、揺れた。

　獣人の戦士たちが、『達人ゴブリン』と『ホブゴブリン』の左右から襲いかかった。




『『────アレ？』』




　作戦は２段階。

『ねぶそく森ゴブリン』を、僕たちが眠らせて無力化する。

　敵がそれに気を取られている間に、左右から回り込んだ獣人の戦士たちが、『達人ゴブリン』と『ホブゴブリン』を集団でボコる。それだけ。

『達人ゴブリン』と『ホブゴブリン』は、おとなしい『森ゴブリン』をおどして村を襲わせてた。問題ないよな。倒しても。

『『……ア、ア、アアアア』』

「「「よくも『森ゴブリン』を『凶暴化』させて、差し向けてくれたな……」」」

『『ギャ──────────────!!』』

　獣人の村人の怒りが炸さく裂れつした。










「セシル。『古代語魔法』はまだ使える？」

「はい。ナギさまから魔力をいただきましたから」

「もうひとつ質問。『古代語魔法　灯りライト』を風属性に変えたらどうなるの？」

「風で、相手の五感を封じる魔法になります」

　セシルは指を顎あごにあてて、首をかしげた。

「水属性の『濃霧フオグ』は水で視界を塞ふさいでました。でも、風で視界は塞げませんよね。ですから……」

「塞ぐのは耳かな？」

「あ、はい。そうです。さすがですナギさま！」

　感心してくれるのはうれしいけど、これは元の世界の知識のおかげだ。

　ミリタリーとかであったからね。空気で、相手の耳を封じる武器って。

「じゃあ、それで行こう。念のため村の人には事情を説明しておくから、全力で」

「はい！　了解しました」

　さてと。じゃあ大急ぎで『賢者ゴブリン』を追いかけよう。

　たぶん、追いつけると思う。

　これから使うセシルの魔法は、音速でぶっ飛んでいくものだから。








第９話「ひとを操る『ブラックスキル』を、殴って壊してバグらせてみた」






『彼』は森を走っていた。

「作戦失敗。『ゴブリン使役計画』は破棄。逃走を優先」

　走りながらスキルを起動した『彼』は『黒い獣じゆう人じん』から、『賢けん者じやゴブリン』へと変化する。

『賢者ゴブリン』は長い白しら髭ひげをたくわえた、筋骨隆々とした姿だ。

「我が使命は獣人の秘宝を手に入れること。太古の遺産を手に入れて、魔王に対抗するため──」

『賢者ゴブリン』は額に手を当てた。

　記憶が混乱している。そろそろ、元の姿に戻った方がいいかもしれない。

『彼』はいかなる姿も取ることができ、その姿に合わせた能力を使うことができる。

　だが、代償として記憶と自我が、姿かたちに引きずられてしまう。

　長時間ゴブリンの姿を取っていた時もそうだった。ゴブリンの美少女に思わず求婚しそうになった。獣人になったときは、ボールがころころ転がっているのにじゃれついて、我を忘れそうになったこともある。

「ゴブリンも獣人も、我にとっては化け物だというのに」

　走りながら『賢者ゴブリン』は後ろを見た。

　大丈夫。自分のスキルは完かん璧ぺきだ。別の姿に変われば、敵をだまして逃げのびることができる。

「我は大いなるダンジョンをクリアし、魔王対策をするであろう……」

　そう思ったとき──




　ＤＯＯＯＯＯＯＯＯＧＧＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮＮＮ！！！！──




　森の木々すべてを揺らすほどの爆音が、周囲の空間に鳴り響いた。




「グアアアアアアアアアアアアアアアッ！！？」




　思わず『賢者ゴブリン』は絶叫する。

　爆音に耳と頭を揺さぶられ、『彼』はそのまま地面を転がる。頭をかかえてうずくまる。

「なんだ……なんなのだ。今のは……」

　頭を振って立ち上がる。

「逃げないと……まだ、次がある。あるのだから──」

「──なんて──な──わよ」

『彼』の耳が、かろうじて音を捉とらえた。

　気づくと、金色の髪の少女の姿が目の前にあり──




「正体を見せなさい『賢者ゴブリン』!!　発動『結界破壊エリアブレイカー』!!」




　彼女の拳こぶしが、『彼』の身体からだを吹き飛ばした。

「──ぐ、ががががががはぁっ!!」

『彼』は何度もバウンドしながら、地面を転がる。木に当たって、止まる。

　そして──『彼』を覆っていた『偽装』の姿が消えた。

『賢者ゴブリン』が消え『黒い獣人』も消え去り──




　現れたのは、冒険者風の男性だった。




「……この世界の人か？」




　声が聞こえた。

　気づくと目の前に、黒髪の少年が立っていた。

「『来訪者』じゃなかったのか。なんでこの世界の人が、魔物の真ま似ねを？」

「丁重に扱ってもらおうか、庶民よ」

『彼』は言った。

「我はエルドルア＝フォン＝ガーゼル。元魔物使いにして、いずれ魔王と出会い、討ち果たす者である！」

　たどたどしい口調で、それでも胸を張りながら。










「すごいな。セシルの『古代語魔法　空音爆サウンド・ブロウ』って」

『空音爆』は、周囲に巨大な爆音を響かせる魔法だ。僕の世界の『音響爆弾』に似てる。

『灯りライト』が光で、『濃霧フオグ』が水で相手の視界を塞ぐように、『空音爆』は空気──巨大な爆音で相手の聴覚を塞ぐ。

　僕とセシルは影響を受けないし、リタの耳は僕とセシルが２人がかりで塞いだから問題なし。

　獣人の村からはかなり離れてるから、あっちも大丈夫だと思う。

『賢者ゴブリン』を逃がすわけにはいかないから、巨大な音をぶつけてみたんだ。

　だから、間に合った。

『賢者ゴブリン』だった人は、木の根元で、頭を抱えてうずくまってる。

「あんたが『賢者ゴブリン』の正体か」

「わ……私はエルドルア＝フォン＝ガーゼル。元魔物使いにして、高位の冒険者のパーティに付き従って探索を続けていた者である！」

『賢者ゴブリン』だった男性は叫んだ。

　えらそうな人だった。

　髪は白。着ているのは革の鎧よろい。小さく震えながら、僕たちの様子をうかがってる。

「この世界の人間が、なんで魔物のふりなんかしてるんだよ……」

「これも魔王対策の一環。『勇者クエスト』だ」

「『勇者クエスト』？　なにその、うさんくさい名前」

「選ばれた者がスキルをもらって、大いなる使命を果たすクエストのことだ。まぁ、お前ら庶民にはわかるまい。『勇者クエスト』は貴族にしか受けられないのだからな。没落していようとも」

　この人、没ぼつ落らく貴き族ぞくらしい。

「あんた、自分のしたことがわかってるのか？」

　こいつは、獣人の村に入り込んで、トトリとルトリをさらった。

　そして『移動する獣人』の村から『角笛』を奪った。獣人たちが戦争に使うもので、今、こいつの手の中にあるものがそれだ。

　その『角笛』で、獣人が魔物を操っているように見せかけて、獣人の村に攻め込んできた。

　しかも使役してるゴブリンたちは睡眠時間３時間の『ねぶそくバーサーク』状態。

　……どう考えても、やり口がブラックすぎる。

「成果を上げるためには努力が必要──そういう文章が、我がマニュアルにあったのだ」

「マニュアル？」

「とある勇者を観察して、上級貴族が作り上げたものだそうだ」

「……具体的には？」

「権威を利用すれば、みんな空気を察して動いてくれる。疑問を持つ奴やつはおかしい」

　白しら髪がの男は、そう言った。

「私はそのマニュアル通りに行動したのだ。まずは上位種の『達人ゴブリン』と『ホブゴブリン』を配下にし、その力と権威を利用して『森ゴブリン』を支配した。あとは簡単だったぞ。木の実を採取するしか能がない『森ゴブリン』どもを徹底的に押さえつけて『自分たちは駄目な奴』という価値観を植え付けたのだ」

　最悪だった。

　人を使う上で、やっちゃいけないことベスト３に入るレベルだった。

「理解できなかったのは、空気を読まずに質問してくる奴がいたことだ。『どうしてこんなやり方をしているのか？』とかな。まぁ、それも『質問するなら、まずは成果を上げてから』『みんな黙って働いているのに、質問するなんて失礼だと思わないか？』という空気を作ったら無くなったが」

「それもマニュアルか……？」

「もちろん」

　なんで自慢げなんだよ。

　どう考えてもおかしいだろ。そのマニュアルも、作った貴族も。

『質問するなら、まずは成果を上げてから』って……嫌な感じがする。同じようなこと言ってた奴と、どこかで会ったような……誰だれだったっけ。

「誰が作ったんだよ、その腐ったマニュアル」

「知るわけがなかろう？　上級貴族が作ったマニュアルに、疑問を持つなんて失礼なことができるわけないじゃないか」

『賢者ゴブリン』だった男性は胸を張った。

「私の上司である冒険者もマニュアルの通りにしていた。私も同じ方法で成果を上げた。私はこの方法を教えてくれた冒険者に感謝している。魔物もいずれ私に感謝する時がくるさ」

　だめだこいつ。話が通じない。

　エルドルア＝フォン──『元賢者ゴブリン』でいいや──は、得意そうに話している。逃げる自信があるんだろうな。こいつの移動速度は速かったから、『加速』のようなスキルも持ってるのかもしれない。

「だけど、あんたの『勇者クエスト』は失敗だ」

「残念だ。魔王と接触する機会は、他の者に奪われてしまうか……」

「魔王なんかに会いたかったのかよ、あんたは」

「ああ。魔王に出会い、それを討ち果たせば、我が名は英雄として歴史に残るからな！」

　男は白いあごひげをなでながら、宣言した。

「隠された謎のダンジョンには、古き種族が残した、魔王と出会うためのアイテムがあるのだ。そのダンジョンを見つけ出すためには、この村の秘宝が必要になる。私の行いは正しいのだ！」

「魔王と出会うためのアイテム？」

　しかも『古き種族』が残したって……。

　やっぱりこいつが探してたのは、魔族と古代エルフの遺産なのか……。

「没落前の我が家は魔物を飼っていたからな。操るのはお手のものだ。私は魔王を倒して英雄となって、私を見下した上位貴族を下に敷いてみせる！」

「英雄になって、上位貴族を下に敷いて、それから？」

「……それから」

『元賢者ゴブリン』の男性が、言葉を切った。

　なにかを思い出そうとするかのように頭を押さえて、すぐに首を横に振る。

「そんなことはどうでもいいだろう？　私がなにを求めていたかなど、あとで時間のあるときに思い出せばいい！」

『元賢者ゴブリン』は、僕たちの方を見た。

　口元に笑みが浮かんでる。さっきから横目で、まわりを見回してる。

　逃げる機会をうかがってるみたいだ。

「貴様らの能力はわかった。どうだ。私の配下にならぬか」

「あんたの時間稼ぎに付き合う気はねぇよ」

　僕は『元賢者ゴブリン』から数歩、距離を取った。

「それに、あんたを裁くのは、この森の住人の仕事だからな」

「甘いわ。庶民！」

　ぼこん。

　不意に『元賢者ゴブリン』の肩と腕が、ふくらんだ。

「気づくのが遅いわ！　すでに魔力は回復している。私の変化能力は実体を持つ。巨大な姿になって殴れば貴様らにはそれなりのダメージが──」

「リタ、お願い」

「はい。ご主人様──『結界破壊エリアブレイカー』！」




　ぽん。




　リタの拳が、『元賢者ゴブリン』の肩を打った。




　ぷしゅう。




『元賢者ゴブリン』の腕と肩がしぼんで、元に戻った。

「ば、ばかな!?　なんだその力は!?」

「あんたみたいなスキルの持ち主と前に戦ったことがあるんだ」

　タキモトの『不可視の腕』がそうだった。あれは魔力を結界で包み込んで、腕として振るってた。

『元賢者ゴブリン』の変化能力も同じだ。たぶん、自分の周りに偽装空間を作ってる。

　だからリタの『結界破壊』なら簡単に破壊できるんだ。

「ばかなっ！　も、もう一度」

「えい」




　ぽん。




　ぷしゅう。




「まだまだ──っ！」

『元賢者ゴブリン』は変化スキルを使おうとしてる。けど──




　ぼこん。




　奴やつの腕が、奇妙なかたちにふくれあがった。

「な、なんだこれは!?」

『元賢者ゴブリン』の身体からだが傾いていく。

　左腕が肥大化して、動けないみたいだ。幻影のようなものとはいえ、身体の動きはそれに制約されるのか。じゃないと、ゴブリンらしい動きとかできないもんな。

「私はこんなかたちを望んでいないぞ！　──ぐがっ」

　さらに、今度は背中が盛り上がっていく。まるでねじれた翼のように。

　背中が重いのか、『元賢者ゴブリン』はうつぶせになったままあえいでる。

　グロい。悪夢に出そうなくらいに。

「制御できない！　やめろ！　なんだ、スキルがこんな状態になるなんて聞いていない！」

『元賢者ゴブリン』の顔が真っ青になっていく。

　血の気が失うせて、小刻みに震え出す。まるで命を吸い取られてるみたいだ。

「スキルが、魔力を奪い続けてるんです。ナギさま」

　僕の隣で、セシルが言った。

「暴走したスキルが持ち主に危害を加えるなんて……こんなスキル、ありえないです……」

「なんだよ、この凶悪なスキル」

「『ヴェール』さんが使ってた『能力封印氷結スキル・フリーザー』に似てます。他人を操って利用するのに特化したスキルで、破られると自分にも被害が来るものです。ナギさまがくださる『愛のスキル』とは正反対のものです！」

「どさくさにまぎれて恥ずかしいこと言わない！」

　僕は真まっ赤かになったセシルを抱いて、うしろに下がる。

「リタ、もう一回だ！　こいつの翼を壊して！」

「はい、ご主人様！　『結界破壊エリアブレイカー』!!」




　ぱ、きん。




　リタの拳こぶしが、『元賢者ゴブリン』の翼を撃ち砕いた。

　同時に──




　ぼこん。ぼん。




『元賢者ゴブリン』の胸で、なにかが暴れだす。




「ぐあああああ。い、いらない。お前はもういらない。私の中から出ていってくれえええ!!」




　奴が喉のどを押さえてうずくまる。

　そして、その胸の中から光る水晶玉が出てきた。

　スキルクリスタルだ。しかも、変なかたちに歪ゆがんでる。泡立つみたいに、震えてる。

「……スキルがバグってる……？」

「こんなの、見たことないです」

「呪のろいのスキルじゃないの……これ？」

　やがて、スキルは白い煙を上げて、動きを止めた。

「あのさ、セシル」

「はい。ナギさま」

「強力なスキルを発動前に封じ続けることで、バグらせる……いや、機能不全にすることってできるの？」

「普通なら、無理です」

　セシルは僕の腕にしがみつきながら、言った。

「でも、この人の『形態変化スキル』なら、ありえるかもしれません。この人のスキルは記憶や身体に激しい影響を与えますから。リタさんが『結界破壊』を続けることで、発動の魔力が暴走しちゃったのかも……です」

　ハードディスクのアクセス中に、パソコンの電源を引っこ抜いたようなものかな。

　電源入れて、起動途中に電源抜いて……電源入れ直して起動して──って繰り返したら、そりゃシステムもおかしくなるよな……。

　こいつのスキルは強力で効果も激しいから、バグりやすいのかもしれない。

「が……はぁ。がはっ」

　奴は胸を押さえて咳せき込んでる。

　地面に落ちた『形態変化スキル』のクリスタルはひび割れて、ただの石に変わってる。

　これは、あとで聖女さまに調べてもらった方がいいな。

「忠告するよ。あんたは今すぐ、獣人たちと魔物に謝ったほうがいい」

　僕は言った。

「私の『形態変化』を破っただけで勝ったつもりか！　私には高速移動能力がある！」

「うん。そうじゃないかって思ってた」

「私を捕らえることなどできはしない。獣人が何人いよう……とも」

『元賢者ゴブリン』の表情が固まった。

　気づいたらしい。

　いつの間にか僕たちを、村の獣人さんたちが取り囲んでることに。

『元賢者ゴブリン』と戦う前に、僕は獣人部隊のノノトリさんと話をしておいた。

　音響魔法で敵をスタンさせることと、僕たちが『元賢者ゴブリン』を無力化することを。

　言っとかないと、大音響で、みんなが被害を受けるかもしれないからね。

「もう、よろしいでしょうか。客人さま」

　茶色の髪を持つ獣人の少女、ノノトリさんは言った。

「森には森のルールがあります。獣人の村を荒らした罪、『森ゴブリン』をだまして操った罪。それは森のルールでさばくべきかと」

「わかりました。後はお任せします」

　村を荒らされたのは獣人なんだから、そっちのルールに任せよう。

「ま……待ってくれ。私は……その……世界のために……」

「さっき英雄になるとか、名を上げるとか言ってなかったっけ」

「あれはついでだ。言葉の綾あやだ。私が『勇者クエスト』をクリアすれば魔王に会える！　その魔王を倒すため、この世界は人も亜人も平和的な魔物も一致団結することになるのだ。きっと世界はもっと良くなる！　そのために、少しくらい我慢してくれたっていいだろう!?」

「よくなるって、具体的には？」

「貴族に有利なマニュアルを決めて、あと睡眠時間は２時間で──」

　ぎろっ。

　獣人さんたちが、一斉に『元賢者ゴブリン』をにらんだ。




「「「「ふざけんな──────っ!!」」」」




　森の中に、『元賢者ゴブリン』の悲鳴が響いた。










「おつかれさま。セシル、リタ」

「おつかれさまです。ナギさま」

「……おつかれさま。ご主人様。セシルちゃん」

　僕たちは、村に向かって歩いていた。

「……『勇者クエスト』か」

　没落貴族や、名を上げたい人にスキルをあげて、魔王と出会うようにする。でも、それでメリットを得る人って、どこかにいるんだろうか……？

「僕も機会があったら、隠された『謎のダンジョン』を探してみようかな」

「なにがあるんでしょうね？」

「わからないよ。でも、魔王に会うためのアイテムって言ってたよな」

「イメージとしては、武器、乗り物、魔力の結晶体──でしょうか」

「戻ったら、聖女さまに相談してみようよ」

「そうですね」

　僕とセシルは顔を見合わせてうなずいた。

　たぶん、僕たちは同じことを考えてたと思う。

　ダンジョンにあるのが『古き種族』の遺産なら、魔族と関わるものかもしれないってことを。

「……獣人の村を守ってくれて、ありがとうございました。ご主人様」

　不意に、リタが僕の顔を見た。

「お礼なんていいよ。今回、一番がんばったのはリタだろ」

「獣人の事件に関わりたい、ってお願いしたのは私だもん。がんばるのは当然だもんっ」

　そう言って、リタはふと気づいたように。

「でも……不思議よね。ナギが積極的にこういう事件に関わるのって」

　そこを突っ込みますかリタさん。

　気恥ずかしいから、内緒にしておきたいんだけど。

「「じ──っ」」

　セシルとリタは、まっすぐに僕を見てる。

　ご主人様を追及するのやめない？

「理由は、ふたつあるよ」

　なんとなく照れくさくて、僕は歩く速度を速めた。

「ひとつは、獣人の村に伝説を残しておきたかったから」

「……伝説を？」

「ナギさまが、ですか？」

　リタとセシルが目を丸くしてる。

「もしも、リタがいた部族の人たちと出会って……リタがなにか言われても、『獣人の村を救った』って記憶があれば──気にしなくていいだろ？　いや……違うかな。これは僕の問題かな。僕が『リタをばかにするな。僕の奴ど隷れいはこんなにすごいんだぞ』って自慢したかっただけなのかも」

「……ナギ」

　気づくと、リタが、ぎゅ、と僕の手を握ってた。

　そして桜色の目を見開いて、真剣な顔でうなずいて──

「ありがとうございました。ご主人様」

　僕の前にひざまずいた。

　セシルは僕をじっと見て──

「……もうひとつはなんですか、ナギさま？」

「………………えっと」

「「じ────っ」」

　大きな目で見つめてくる少女ふたり。

　降参だった。

「……将来、僕たちの子どもが生活する世界を、少しでもよくしておきたかった。以上！」

　はい。おしまい。追及禁止。

「ナギさま……」「ナギ……」

　きらきらした目で見るのも禁止！

「はいはい帰ろう。戦闘おしまい。のんびりしよう」

「……は、はい」「うん……」

　そうして、僕とセシルとリタは並んで歩き出す。

　最後に、リタがぽつり、と──




「……こんなことしてもらったら…………私も……ちゃんとするしかないじゃない……もう」




　つぶやいた言葉は……聞こえなかったことにした。

　今は。










「客人さま──っ！」

　村に近づく僕たちを、獣人の少女が追いかけて来た。

　獣人を指揮してた人で長老さんのお孫さん、ノノトリさんだ。

「ありがとうございました、客人さま。あなた方がいらっしゃらなければ、どうなっていたかわかりません。私たちの部族を救い、魔物との戦争を防いでくださったこと……本当に感謝します」

　彼女は僕たちの前に来て、深々とお辞儀。

「なりゆきですよ」

　僕は言った。

「それで、あの『元賢者ゴブリン』はどうなるんですか？」

「『移動する獣人』も、奴やつに角笛を盗まれていますからね……」
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　ノノトリさんは、少し考えてから、

「代表が話し合って、奴の処遇を決めることになるでしょう。『森ゴブリン』とは不可侵条約を結ぶつもりです。『元賢者ゴブリン』の被害者同士として、お互いの代表が生きている間は、互いの領域は侵さない、ということで」

　結局『元賢者ゴブリン』の目的は全部裏目に出た、ってことか。

　奴は亜人同士を争わせようとしてた。魔物との戦争も仕組んでた。

　だけど結果は逆だ。獣人と一部の魔物は共存することになり、共通の敵と戦ったことで、獣人の部族同士の絆きずなも強くなる。奴の『勇者クエスト』は完全に失敗。

　たぶん、もう仲間のところに戻ることもできないだろうな。

「それにしても、本当にすごかったです。客人さま……リタさま」

「え？　私？」

「はい。『ねぶそく森ゴブリン』を圧倒したあの動きと、『元賢者ゴブリン』をものともしないあの力。まさに伝説級です。まるで『森林を駆ける獣の主あるじ』の『従者』のようでした！」

　……『森林を駆ける獣の主』？

　確か、獣人が生まれるきっかけになった英雄のことだっけ。

「『森林を駆ける獣の主』は、伝説の狼おおかみに愛された人間のことです。森を生きる金色の孤高の狼は、彼の伴はん侶りよになりたいと神に願い、人間の姿になりました。そうしてふたりが結ばれて、産まれたのが最初の獣人だと言われています」

「え？　そうなの？」

　リタは不思議そうに首をかしげた。

「私の部族では、『素晴らしい獣耳と尻しつ尾ぽを持つ狼を、森の主が自分の伴侶とするために獣人の姿に変えた』って言ってたんだけど……」

「ああ、それは『獣人至上主義』の獣人の伝説ですねー」

　ノノトリさんは訳知り顔でうなずいた。

「昔、獣人がいろんな部族に分かれたとき、『こっちが本家だ』『なにをー、こっちが元祖だ』って感じで争いが起こって、『森林を駆ける獣の主』の伝説もいろいろアレンジされたんです」

　ノノトリさんは、森の向こうを指さした。

　木々の隙すき間まからは、村の中央にある巨大な樹木が見えている。

　その上に置いてある、狼の木像も。

「あれが『森林を駆ける獣の主』の『従者』のはじまりの姿です。『従者』は人の姿にも、獣の姿にもなれたと言われています。あの中に私たちの村の秘宝があるんです」

「僕たちにそんなこと、教えてもいいんですか？」

「ネルハム村の者は、恩を忘れないですから」

　ノノトリさんはそう言って僕たちにお辞儀をした。

「トトリとルトリがあなたを『森林を駆ける獣の主』と呼んだことも聞いています。この村の危機にあなたたちが居合わせたこと、これもなにかの縁でしょう。その『従者』であった彼女が使っていた秘宝をあとでお持ちします。ぜひ、ごらんになってください」








第10話「アイネによる、必殺『炊き出し胃袋わしづかみスープ』」






「はい。これで美お味いしくできたの」

　ネルハム村に戻ったら、炊たき出しがはじまってた。

　村の中央に石でかまどが作られて、その上にある鍋なべの中で、スープが煮えてる。アイネは刻んだ香草を入れてから、スープの味見をする。そのまわりには獣じゆう人じんの女性たちがいる。味見をしながら、「香草を足しただけなのに!?」「こんなに味が変わるの!?」って声をあげてる。

　すごいな。アイネの料理スキル。種族を超越して効果を発揮してる。




『……ゴブ？』




　目覚めた『ねぶそく森ゴブリン』が顔を上げた。

　ゴブリンたちは全員、村の中央に集められて、両手を縄で縛しばられてる。

『…………ゴブゥ』

　ゴブリンたちは、がっくりとうなだれてる。もう、戦う気力はないみたいだ。

「ぐっすり眠れた？」

　不意に、アイネがゴブリンたちを見て、言った。

『ゴブッ!?』
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　ゴブリンたちが驚いたように顔を上げる。

「『賢けん者じやゴブリン』は倒したの。もう、働かなくていいの」

『……ゴブ』

「どうしても戦いたいなら、これを最後の食事にするのもいいの。選ぶのは、あなたたち」

　そう言ってアイネは、一匹のゴブリンの前に、スープが入った器を置いた。

　手首を縛られたゴブリンは、ぎこちない手つきで器を手に取った。

　それをゆっくりと口元に運んで、飲み干して──それから、

『ゴブウウウウウッ!!』

　空の器を捧ささげ持もって、涙を流し始めた。

　アイネはそれを見てから、僕の方を見た。




『送信者：アイネ（受信者：なぁくん）

　本文：スープの味付け、うまくいったみたい。これを「ゴブリンさんの胃い袋ぶくろわしづかみスープ」と名付けるの。あとはなぁくん、お願いなの』




『送信者：ナギ（受信者：アイネ）

　本文：りょーかい。あとで僕にもレシピを教えて』




　僕はアイネから、スープの器を受け取った。

　お腹なかが空すいてそうなゴブリンを見つけて、それを渡す。

　同時に、スキル『生命交渉フード・ネゴシエーシヨン』を発動する。

「いいよ。食べて」

『……ゴブゥ』

　２体目のゴブリンは、僕が渡したスープを飲み干した。

　よし、これで話が通じる。

「『賢者ゴブリン』は倒した。もうお前たちの前に現れることはない」

　僕は言った。

『……本当か!?』

『森ゴブリン』はスープの器から顔を上げて、叫んだ。

　他の『森ゴブリン』たちも一斉にこっちを見た。

「『達人ゴブリン』『ホブゴブリン』も同じだ。あんたたちはどうする？」

『……どう、とは？』

「お前たちが二度と人間や亜人を襲おそわないと誓ちかい、この村の味方となるなら、このまま見逃してやってもいい。お前たちの中で『契約コントラクト』できる者か『ブラッドクリスタル』を出せるものはいるか？」

　言ってから、僕は獣人さんたちの方を見た。

　ノノトリさんと長老さんは、穏やかな表情でうなずいてる。

　情けをかけたいわけじゃない。

　こいつらの村には、まだたくさんの仲間がいる。あっちのゴブリンたちが復ふく讐しゆう戦せんに来ても面倒だからね。だったら、不戦協定を結んだ方がいい。

　──ってなことを、前もって僕は長老さんや、孫のノノトリさんと話しておいたんだ。

「どうする？　このまま戦っても、僕たちは構わないんだけど」

『……もう、たたかいたく……ない』

　地面に頭を押しつけて、『元ねぶそく森ゴブリン』は言った。

『人も、亜人も、もう襲わない。誓う。われわれ、全員が力を合わせれば、契約の証あかし「ブラッドクリスタル」を作れるハズ……』

「わかった。じゃあ、お前からみんなに話を通してもらえるか？」

『……ゴブゥ！』

『元ねぶそく森ゴブリン』は、集団に向かって叫んだ。

　ゴブリンたちが寄り集まり、大声で話しはじめる。話はすぐにまとまった。

『ああ、もうはたらきたくない……』『……帰って寝たい……』『にんげんこわい……じゅうじんこわい』『スープもっとのみたい』『おかわり』『戦わないと誓う』『おかわり』『おかわり……』

　──って。

　ゴブリンたち、アイネのスープに魅み了りようされすぎじゃないかな……？

『──我ら「森ゴブリン」！　ここに誓う！』

　やがてゴブリンたちは寄り集まり、縛られたままの腕を重ねた。

『──二度と亜人と人は襲わない。村の者にも同じことを誓わせる。優しい眠りと、温かいスープをくれた上に、我らを殺さなかった人々に感謝を……』

　そして『元ねぶそく森ゴブリン』たちは同時に、自分たちの腕に牙きばを立てた。

　傷口を重ねて、血を混ぜていく。

　僕の後ろでセシルがささやく。「魔物の血の中にある魔力を混ぜて、『ブラッドクリスタル』を作ろうとしてるんです」って。

　ゴブリンは低級の魔物だけど、集団で協力すればそういうものも作れるらしい。

『……ゴブゥ』

　しばらくすると、緑色の結晶体が現れた。

　あれが『元ねぶそく森ゴブリン』の『ブラッドクリスタル』だ。







『元ねぶそく森ゴブリンのブラッドクリスタル』

『森ゴブリン』たちが、がんばって作った『ブラッドクリスタル』。

　これを持つ者は『元ねぶそく森ゴブリン』と意思を通じ合わせることができる。

　また、このクリスタルを傷つけると『元ねぶそく森ゴブリン』たち全員に大ダメージが行く。







『……我々「元ねぶそく森ゴブリン」は二度と人と亜人を襲わない。そして、もしもお前たちに助けが必要なときは、いつでも駆けつける。情報もさしだす』

「了解だよ」

『あと、このスープの作り方をあとでおしえてほしい』

　ゴブリンたちは恐こわい顔で、にやりと笑った。

「……と、いうことで、あの『ブラッドクリスタル』が、彼らが亜人や人間と敵対しない証拠だそうです。ノノトリさん、長老さん」

『…………あれ？』

　ゴブリンたちは一斉に首をかしげた。

『おまえが代表ではないのか？』

「ただの通訳だよ。僕のことはどうでもいい存在として、忘れてくれ。それじゃ」

『…………お、おぉ』

『元ねぶそく森ゴブリン』はとまどったような声をあげたけど、納得したのか、うなずいた。

　僕にできるのはここまでだ。

「彼らを信じるかどうかは、皆さんにお任せします」

　僕は村の長老さんに向かって、言った。

「ゴブリンとはいえ、おどされ、強制的に戦わされていたのなら、同情の余地はありましょう。それに、森に生きるわしらとしては、味方を作っておくに越したことはありませんじゃ」

「村人も、たいした怪け我がはしていません」

　長老さんの隣で、獣人の少女ノノトリさんもうなずいてる。

「それにトトリとルトリも……あのように」

　彼女は長老さんの家を指さした。

　窓から、トトリとルトリが顔を出してた。

　ふたりは「ねぶそくだったんだから」「村の味方になってくれるなら」って叫んでる。

「よいですじゃ。『元ねぶそく森ゴブリン』は解き放つとするですじゃ。もちろん『ブラッドクリスタル』は村で保管いたしますがな」

『『『ゴブウウウウウッ！！！』』』

　僕が長老さんの言葉を伝えると『元ねぶそくゴブリン』たちは歓声を上げた。

　安心したのか、彼らはまた、スープを飲み始める。

　村の人たちも手伝ってくれてるけど、アイネ、大変そうだ。

「僕も手伝うよ」

「なぁくんは休んでて」

　びしり。

　手伝おうとしたら、アイネに阻止された。

「そうよ、ナギ。こういうのは私たちのお仕事なんだから」

「リタさんも休んでて」

　びしり。

　手伝おうとしたリタも拒否された。

「……わたし、お手伝いしたいんですけど」

「じゃあセシルさん、お願いするの」

　アイネはセシルに器を手渡した。

　ちょっと待って。なんなのこの差。

「わたしは少し魔法を使っただけですから」

　セシルは僕とリタを見て、言った。

「ナギさまもリタさんも、前線に立って戦ってますよね？」

「なぁくんとリタさんは、これから『はじまりの獣人』の話を聞くんでしょ？」

「わたしとアイネさんは片付けもありますから、遅くなると思います」

「ふたりを起こさないように別の宿を借りるから、だいじょぶなの」

「「ねーっ」」

　アイネとセシルは手を重ねて、宣言した。

　……なんだろう。妙に息が合いすぎてるような。

「いいの？　セシルちゃん、アイネも」

「アイネは『元ねぶそく森ゴブリン懐かい柔じゆう作戦』を任されたの。アイネのお仕事だから、ちゃんと最後までやらせて。ね？」

「わかった。でも、無理しないで」

「「はーい」」

　アイネとセシルに見送られて、僕たちは用意された宿に向かうことにしたのだった。








第11話「リタの誓いと、『新しい自分の見つけかた』」






「今日はこちらの宿舎をお使いください」

　獣じゆう人じんのノノトリさんは、僕たちを新しい宿舎に案内してくれた。

　そこは大きな狼おおかみの彫像が置かれている樹きの下にある家だった。入ると広いリビングがあって、２階に通じる階段がある。階段を登ると、遮しや音おん性せいの高いカーテンで覆おおわれた寝室だった。

　リビングの壁には、大きなタペストリーがつり下げられてる。

　そこには狼と、人と、獣人の赤ちゃんを抱いた女性の姿が描かれてた。

「これが『森林を駆ける獣』──はじまりの獣人の記録……」

「はい。女性の隣にいるのが、『森林を駆ける獣の主あるじ』です。狼の主人であり、その狼が少女の姿に変わったあとで彼女と結ばれた、という伝説が伝わっています」

「女性が抱いてるのが『はじまりの獣人』ってことかな」

「はい」

　ノノトリさんはそう言って、タペストリーの裏側から、木製の箱を引っ張り出した。

「種族を超えた愛情に感動した超越存在──竜とも、神とも言われていますが──それがふたりを祝福するために与えたのが、この村の秘宝だとされています」

　彼女は胸元から鍵かぎを取り出し、箱の側面に差し込んだ。

　ぎりり、と音がして、錠前が開いた。

「これがうちの村に伝わる秘宝『従者の鈴』です」

　箱の中に入っていたのは、金色の鈴だった。

　大きさはピンポン球くらい。表面に不思議な模様が描かれてる。

　ノノトリさんが軽くそれを振る。けど──音はしない。

「壊れてるんですか？」

「いいえ」

　茶色の獣耳を揺らして、ノノトリさんは言った。

「この鈴は持ち主を選ぶんです。適格者が使えば、隠された場所をあばきだすことができると言われています。でもまぁ、普通の獣人には、鈴の音は聞こえないんですけどね」

「聞こえないんですか？」

「これを鳴らすと、適格者にしか聞こえない音が広がっていくんだそうです。それが物体や魔力に反応して、跳ね返ってくるのを聞くことで、隠されたものを見つけることができるのです」

　僕の世界で言えば、ソナーみたいなものかな。

「これはあなたたちに差し上げます」

「…………はい？」

　なんかとんでもない言葉を聞いたような。

「村の全員で話し合いました。この『従者の鈴』は、あなた方に差し上げます」

　聞き間違いじゃなかった。

「ちょっと待ってください」

「なんでしょうか。恩人さま」

「これ、村の秘宝なんですよね？」

「ええ」

「僕たちにあげちゃっていいんですか？」

「子どもが誘拐される原因になるようなものは、ないほうがいいです」

「いや、でも……こんなものもらっちゃったら、獣人の部族で大騒ぎに」

「大丈夫です。『元賢者ゴブリン』が持っていったことにしますから」

「……なるほど」

　それなら安心だ。

『元賢者ゴブリン』は、これから森に住む人たちの裁きを受ける。

　奴やつはもう変身スキルは使えない。たぶん、このまま幽閉か追放されることになるだろう。

　秘宝が奴の手元にあることにしてしまえば、村や僕たちが狙ねらわれることもない。

「そういうことなら……わかりました」

　僕はうなずいて、ノノトリさんから『従者の鈴』を受け取った。

「それでは、わたくしはこれで」

　ノノトリさんは深々と頭を下げた。

　茶色の獣耳と、細い尻しつ尾ぽがぱたぱたと揺れてる。

「今回は本当にありがとうございました。ゆっくりとお休みください」

　そう言って、ノノトリさんは宿舎を出て行った。

　宿舎に残ったのは、僕とリタの２人。

　僕は椅子に腰掛けて『従者の鈴』を見つめていた。

「これが『元賢者ゴブリン』が探してたアイテムか……」

　たぶん、普通に探したら見つからないダンジョンを、音波で探知できる、ってことなんだろうな。

　そのダンジョンには、魔王に関わるアイテムがある……みたいだけど。

「……確認ぐらいはしておこうかな」

　僕は『意識共有マインドリンケージ・改』でカトラスにメールを送って、それから、席を立った。

　壁に掛かってる『はじまりの獣人』のタペストリーの前に移動する。

　正確には──この宿舎に入ってからずっと、タペストリーを眺めてるリタの隣に。

「『森林を駆ける獣は、願いによって人の姿に変わった。その少女と人間がまじわって生まれたのが、はじまりの獣人』……だよね」

「……うん」

　リタは穏やかな表情で、タペストリーを見上げてる。

「初代の獣人は、人の姿にも獣人の姿にもなれたみたい」

「ハイブリッドだったんだね」

「『はいぶりっど』？」

「人と獣人の両方の力が使える上位種族ってこと」

「……そう、なのかな」

　リタは、首をかしげた。

「なんだか、ピンとこないなぁ。昔のことだもんね」

「でもさ、これってリタは優秀な先祖返りってことじゃないのか？」

　リタは獣人と人間、両方の姿を取れる。『完全獣化ビーストモード』のスキルを使えば、きれいな狼の姿にもなれる。つまり、『はじまりの獣人』と、その母親の能力を受け継いだようなものだ。

「リタにとってはうれしいことじゃないの？」

「……それが、ね」

　リタは僕を見ながら、困ったように首をかしげた。

「不思議なくらい、どうでもよくなっちゃってるのよ。これが」

「どうでもいい？」

「私がイトゥルナ教団の神官長をやってた頃ころなら大喜びしてたと思うわ。でも、今は違うの。自分が優秀な獣人だとか、できそこないの獣人だとか、どうでもいいって思ってる自分がいるの」

「部族のことは？　この『ネルハム村』は、リタがいた部族と合流するんだよね？」

「……うん」

「妹さんに会いたくないの？」

「うん。いいの。私の居場所は、ここだから」

　リタは不意に、僕の手を取った。

　それを自分のほっぺたに押しつけて、目を閉じてる。

　あったかい。リタの体温が直接伝わってくる。なんだか、僕も不思議な気分になる。

「それに、私がうれしいのは……ね。ナギと一緒に、このお話を聞けたこと」

「……リタ」

「大好きなご主人様と、自分のご先祖さまのお話を聞くことができたこと。他の誰だれにも、私がどんな獣人かなんて知ってもらわなくていいの」

「そうなの？」

「『私が優秀な先祖返り』だって知って、ナギはどう思った？」

「リタが喜ぶと思ったよ」

「ナギにとっては？」

「リタがすごいのは知ってるし、リタはリタだよ。僕の大事な『魂こん約やく者しや』だ」

「ほら、なぁんにも変わんない」

　リタは肩をすくめて、笑ってみせた。

　ほんとだ。

『はじまりの獣人』がどんな生き物でも、リタがその血を濃いめに引いていても、僕たちにとってはなにも変わらない。

　当たり前のことだけど……これってすごいことなのかもしれない。

「でもさ、リタ」

「なぁに、ナギ」

「たくさんの獣人の中にいても、もう怖くなくなったんじゃないかな？」

　昨日きのうの夜、リタが部屋に来たとき『獣人の村にいると、自分を捨てた家族を思い出して怖い』って言ってたけど、今のリタは落ち着いてる。震えも、止まってる。

「……どうしてわかるの？」

「それは……リタがぴったりとくっついてるからじゃないかな」

「……そうかも」

　いつの間にか、リタは僕の肩に身体からだを寄せてる。

　隙すき間まもないくらい、ぴったりと。

「……じゃあ、怖くなくなったついでに、お願いをしてもいいですか。ご主人様」

「うん。今ここで叶かなえるってことで、いいかな？」

「まだなにも言ってないけど」

「さすがにそれくらいわかるよ。ご主人様だから」

「じゃあ、言ってみて」

「わかった」

「……や、やっぱり待って！」

　リタは、こほん、とせきばらいした。

「……やっぱり……こういうこと言うのは、私の方から……ね」

　それから、桜色の瞳ひとみで、僕をまっすぐに見つめて──




「……ご主人様。私のすべてを、ご主人様のものにしてくれますか？」




　真まっ赤かな顔で、そう言った。

「セシルちゃんにしたことを、私にも、して。心も魂も──身体も、ナギのものにしてほしいの。私、もう大丈夫だから。獣人の人たちは怖くないし、家族に出会っても、落ち着いていられるから。私はもう、身も心も魂もナギのもので、過去になんかこだわってないって、言えるから──」

「いいよ……もちろん」

　僕はリタの髪をなでた。

　リタはくすぐったそうに、目を閉じる。

「ごめんね。こんなおねだりするの、よくばりかな？」

「そんなことないだろ」

　なんだか、むちゃくちゃ気恥ずかしかったから、僕は軽く視線をそらした。

「僕だって……その、リタとのそういうこと、考えたりしてたから」

「あのね、ご主人様」

「なんだよ。リタ」

「それは、ちゃんと私の目を見て言って欲しいな。あと、もうちょっと……ぐ」

「ぐ？」

「……ぐ、具体的、に……」

「それ、かなりハードルが高くないかな……」

「わ、私だってちゃんと言ったもん」

「言ったけど」

「トトリちゃんとルトリちゃんのアドバイスにも、ちゃんと従うつもりだもん」

「トトリとルトリのアドバイス……って」

　獣人の奴ど隷れいは、信頼しているご主人様とふたりっきりの時は……下着をつけない……だっけ。

「無理しなくていいんじゃないかな……」

「むー」

　リタは上目づかいで、僕をにらみつけて、

「努力してる奴隷には、それなりの言葉をくれるものだと思うわよ。ご主人様」

「……うん、わかった」

　僕は、ぽん、と、リタの両肩に手を乗せた。

　リタの肩が、びくん、と震える。

　でもリタは気をつけの姿勢のまま、まっすぐ僕の視線を受け止めて──

「「…………」」

　ぼっ。

　僕とリタの顔が、真っ赤になった。

　おたがいの顔が近すぎる。息をする音まではっきり聞こえる。

　僕が深呼吸すると、リタもタイミングを合わせて深呼吸。

　リタが僕の胸に手を当てたから、僕も同じようにする。

　そうして互いの心臓の鼓動を確かめ合って、なんとなく呼吸がシンクロしてきたのを確認してから、僕たちはもう一度、しっかりと視線を合わせた。

「じゃあ、言うよ」

「はい。言ってください」

　リタは一言も聞き漏らすまい、とするみたいに、獣耳をぴん、と立てた。

　僕とリタはもう一回深呼吸。

　それから──

「僕はリタを抱きたいと思ってる。『結魂スピリツトリンク』も、ちゃんとするから」

「は、はいっ！　……してください……ご主人様……って、あれ？　『結魂』もするの？」

「うん。やり方を見つけたんだ」

「そうなんだ……でも、それって私にもできるの？」

「たぶん、大丈夫だと思う。リタと『意識共有・改』で繫つながり直せばいいだけだから」

「……え？」

　リタが不思議そうな顔をしてるから、僕は説明した。

『結魂』を成立させるには、僕とリタが魔力で繫がる必要があること。

　そして『意識共有』系のスキルで、心も繫がる必要があること。セシルとしたときは通常版の『意識共有』だった。でも、同じことが『意識共有・改』でもできるはずだ。

　それで、リタとも『結魂』が成立する。

「だから……その……リタの方から、僕にどんなふうにして欲しいのかメッセージを送りながら……って感じになるんだけど…………」

「え、え、えええええええっ!?」

　リタの顔が、ぼっ、と音が出そうなくらい真っ赤になった。

「わ、わたしから？　ナギに？」

「リタの方は『送りたい』って思うだけでメッセージが送れるはずだから、とにかく僕に『伝えたい』って思い続ければいいんじゃないかな」

『結魂』は、身体と魔力だけじゃなく、心でも繫がる必要がある。

　なのでリタの考えてること──してほしいこと──全部を僕に送ってもらわなきゃいけないんだ。

「そ、そんなの……」

　リタはほっぺたをおさえて、うつむいた。

　獣耳がぴくぴくと震えてる。尻しつ尾ぽはぶんぶんと揺れて、今にも飛んでいきそうだ。

「…………う、うぅ。恥ずかしくて死んじゃいそう……」

「…………そうなりそうだったら言って。止めるから」

「それはだめ」

　リタは涙目だったけど、きっぱりと告げた。

「私、へっぽこだもん。こんなときでないと、ナギに……して、なんて言えないもん。だから、がんばる。ナギと、私のぜんぶで繫がって『結魂』もできるようにがんばるから……だから……」

　リタが僕の背中に腕を回す。

　そして、きれいな桜色の目が、ゆっくりと近づいてきて──







「──永遠の忠誠と、魂の結び目の約束を──誓ちかいます。私が、ご主人様とひとつになることをお許しください……」







　そうして僕たちは目を閉じて──唇を合わせて──息苦しくなるまで──そのままで。







　それから寝室の、遮しや音おん性せいの高いカーテンを閉めた。

　お互い一緒に服を脱いで──向かい合って──

　照れかくしで笑って、はしゃいで──それからゆっくりと時間をかけて──




「……あ、あのね、ナギ。こういうときの私って……人の姿の方がいい？　それとも獣人の姿の方がいい？　おすすめは人の姿よ？　ほ、ほら、獣人だと耳とか、尻尾とか、い、いろいろ反応しちゃうじゃない。そ、そういうのって気になるかな……って。ほら、人の姿になれば……って、あれ？　尻尾、かくせなくなってる……。尻尾がよろこんでる。やだ。勝手に動いてる。恥ずかしい……恥ずかしいよぅ」




　おたがいの身体を、あちこち、いろいろと確かめながら──ひとつになった。




「や、やぁ。尻尾、止まんない。止まんないよぅ。ど、どうしよう。ナギに合わせて動いちゃってるの……わかっちゃう。だめ……ちから……はいんない。尻尾、隠せない。隠せない……ナギに、どうして欲しいかわかっちゃう。私が……うれしいだけになってるの、ばれちゃう……ばれちゃうからぁ……」




　リタが一生懸命に『メッセージ』を送ってきてくれたから、僕はリタが願ってる通りにして──




「……ナギ…………ナギのにおい。いっぱい。身体の外も……なかも。うれし……ナギ、すき……すきすきすきすき……顔、見せて。くっついて……離れるの……やぁ。あ、あっ。すき、すきすきすき……だいすき……」




　いつの間にか、リタの言葉が意味をなさなくなって、途切れ途切れになって──







　終わったあと──







「…………ナギぃ」

「うん。リタ」

「………………だいすき……」







　リタはすべての不安が消えたみたいに、安らいだ顔で、眠ってしまった。

　そして──







　・一定時間以上の『魂約エンゲージ』──条件クリア。

　・一定時間以上の魔力的結合──条件クリア。

　・一定時間以上の、互いを完全に信頼した状態での抱ほう擁よう──条件クリア。

　・一定深度以上の精神的な結びつき──条件クリア。

『結魂スピリツトリンク』の成立により『結魂スキルスピリツトリンク・スキル』が覚かく醒せいしました。







　僕の目の前に『結魂成立』を示すメッセージが表示された。







　ソウマ＝ナギ

『高速再構築クイツクストラクチヤー・改』（結魂スキル）

『高速再構築』の強化版。

　再構築後のスキルの不安定化までの時間の延長。

　これまでは『高速再構築』のあと、奴ど隷れいと魔力の糸で繫がっていたが、それも解消される。奴隷が自分の見える場所、あるいは声が届く場所にいれば、遠隔操作でスキルを安定化させることができる。とても便利。







　リタ＝メルフェウス

『分身攻撃エクステンド・アーミイ』（結魂スキル）

　自分の分身を３体まで作り出す。

　分身はそれぞれの意思を持って行動することができる。

　同じ『結魂』状態のセシル＝ファロットの力を借りることで、分身にひとつの『属性』を加えることも可能。

　たとえば『炎』属性を与えられた分身は、すべての攻撃に炎属性がつく。







「……がんばったね。リタ『結魂』成立したよ」

「…………ナギ……ずっと……いっしょ」

「ここにいるよ。今日は充分に働いたから、ゆっくり寝てて」

「…………むにゅ。鈴をつけるの……わすれてた……」

「……それはマニアックすぎるから却下で」




　僕たちはそのまま、くっついて眠った。

　夜が明けて、そろそろ、ってころになってから、リタを起こして、身支度をととのえて──

　そして、




「…………なぁくん、リタさん、朝ご飯ができたの」

「…………お、お食事を届けに来ました。お、おそとに置いておきますから……」

「「はいはい起きてまーす！　今ドアを開けるからねっ!!」」




　同時に答えた僕とリタは、顔を見合わせて笑ったのだった。








第12話「聖女さまへの報告と、秘密のパーティ名の大覚醒」






　翌日、僕たちはネルハム村を出た。

　朝早くの出発だったけど、長老さん、トトリとルトリ、ノノトリさんが見送ってくれた。

　彼らはこれから、『移動する獣じゆう人じん』と合流して、今回の事件について話し合いをするらしい。

「本当は、獣人を救っていただいた皆さまのことを、ご紹介したいのですが」

「すいません……遠慮します」

　長老さんの言葉に、僕は首を横に振った。

　ただ──

「リタ。おいで」

「……はい」

　僕が手招きすると、リタが前に進み出た。

　彼女は小さな、金色の腕輪を持っていた。

　リタの髪の毛を編んで作ったもので、僕の髪も少しだけ使われてる。

「これを『移動する獣人』の──リトララ族のミースタという女の子に渡してくれますか」

　リタは小さな声で、長老さんに告げた。

　獣人は、尻尾の模様に似せたアクセサリを、大事な人に渡す習慣がある。

　そして『ミースタ』というのは、小さい頃ころに別れたリタの妹の名前だ。

「私のことは……言わなくていいです。ただ渡してくれれば」

「大切な方なのでしょう？　お会いにならなくていいのですか？」

「うん。それはいいの」

　リタは笑って、僕の手を取った。

「だって、会ったらご主人様のことを自慢したくなっちゃうもん。ミースタと両親と、リトララ族のみんなにご主人様のことをわかってもらうまで、話し続けなきゃいけないもん。血の繫つながった家族より、もっともっと大事な人ができました、って。それって、きりがないもんね」

　だから、渡してくれるだけでいい。

　今の私、リタ＝メルフェウスがすごく幸せだってことを伝えてくれればいい。

　──そう言って、リタは長老さんたちに頭を下げた。

　もちろん、一緒に僕たちも。

　長老さんたちは、少しとまどっていたようだけど、

「わかりました。恩人の方のお願いですからのぅ。責任をもってお渡しするですじゃ」

「わたすよー」「個人情報は守るよー」

　──ちゃんと、わかってくれた。

　それから僕たちはネルハム村の人たちに手を振って、森を出た。

　村が見えなくなってから、リタは、はぅ、とため息をついてた。

「妹さんに会っても良かったんだよ。リタ」

「……無理だもん」

　リタはほっぺたを押さえて、首を横に振った。

「だ、だって今、ミースタに会ったら、ナギとのこと全部話しちゃうもん。大好きなご主人様ができたこと。ずっと一緒に冒険してきたこと、『魂約』したこと──たぶん、昨日きのうの夜のことも」

「…………あ」

「ね、無理でしょ？」

「そこだけ隠しておくことは？」

「私がそんな器用だと思う？」

　思いません。

　だって、リタの顔は真まっ赤かだから。尻しつ尾ぽはぶんぶん、って勢いよく振ってるし、獣耳がぴこぴこ揺れてるの、わかるし。

　同じ馬車にいるセシルとアイネは、絶対なにがあったか、わかっちゃってるし。

「だから、いいの。うん。いいんだもん」

「わかった。もう言わない」

「じゃあ……さみしくないようにしてくれる？」

　リタがそう言ったから、僕はぴん、と立った獣耳をなでた。

　馬車が森を出て、街道に出るまで、ずっと。










「というわけで、獣人の村を襲っていたのは、ゴブリンに化けた『自称勇者』でした」

『獣人の村』を出たあと、僕は聖女さまの洞どう窟くつにやってきていた。

　もちろん、今回の事件の報告をするためだ。

『話はわかったよ……なるほど。敵は英雄になりたい貴族で、君たちはその正体をあばいて、子どもたちと村を救い、ついでに獣人同士の争いも防いだ、と』

「不本意ながら」

　本当は、ここまでするつもりはなかった。

　僕たちのモットーは、無能なふりをして生きよう。できれば働かないで生きていこう、だから。

　まぁ、後悔はしてない。この世界で生きていくって決めたのに、ご近所で『賢者ゴブリン』や、バーサークした魔物が暴れてたら、落ち着かないからね。

「反省してます。今度はもっと、人目につかないようにしようと──」

『そういう話じゃないよ！　ナギくん、君たちがすごいのはわかってたけど……本気になるとここまでとは思わなかったよ！　君たちはふたつの部族を救って平和にしたんだよ!?　どれだけすごいことなのかわかってるの!?』

「それはさておき」

『さておかれたよ!?　すごいよ!?』

　のけぞる聖女さまに、僕は『元賢者ゴブリン』から聞いた情報を伝えた。

　秘宝と、奴やつが探してた『謎ダンジョン』のこと。『勇者クエスト』のことを。

『そうそう。以前、魔族のアリスティアから聞いた話を思い出したよ』

　聖女さまは頰ほお杖づえをついて、うなずいた。

『昔、魔族と古い竜と……もうひとつの種族が大きな魔力の結晶体を作って、秘密のダンジョンに隠したんだそうだよ。それは世界がピンチになったときに使うためのものだったんだってさ』

「古い竜って『天竜ブランシャルカ』ですか？」

『違うと思うよ。デリリラさんが生きてたのは、天竜が死んですぐ後の時代だったからね。古い竜が天竜のことなら、普通にブランシャルカって呼んでるよ』

　ってことは、この世界には天竜よりもさらに古い竜がいたってことになる。

『もうひとつの種族』は『古代エルフ』かな。

　でもって、『白いギルド』の勇者たちは、その遺産を探している。それが『勇者クエスト』。そのためにあいつらは『獣人の村』にある『従者の鈴』を求めていた。あれがあれば、遺産があるダンジョンを見つけることができるから。

「そのダンジョンって、どんなものだかわかりますか？」

『そのことについては昔、まだ冒険者をやっていたころ、魔族のアリスティアとお酒を飲みながら話したっきりだからね。力と技と知恵を試す迷宮ってことくらいしか知らないよ』

「そうですか」

『で、どうするのかな？』

「どうするのか、って」

『ナギくん。君はそのダンジョンに遺産を取りに行くのかな？』

「……そうですね」

　正直なとこ、気は進まない。

　勇者がそこを狙ねらってるなら、顔を合わせる可能性がある。

　世界の危機に対するアイテムをもらっても、使い道はない。

　けど──

　セシルとリタに言った通り、世界がブラックになっちゃっても困る。

　僕はこの世界で生きていくと決めたわけだし……子どものこともあるからね。

　やれることはやっておこう。世界のためにじゃなくて、僕たちの静かな生活のために。

「行ってみます。その謎のダンジョンに」

『おや』

　不意に、聖女さまが僕の顔をのぞきこんだ。

『珍しく真ま面じ目めじゃないか。ふむ。なにか覚悟を決めたような目をしてるね。どうしたのかな？』

「そんな顔してましたか？」

『してたね。どんな心境の変化があったのかな？　ナギくん』

「……せかいのめいうんにかかわるいさんを、わるいやつのものにするわけにはいかないですからね。かくごをきめて、いさんはぼくたちがとりにいくべきだとおもったんですよー」

『すっごい棒読みだよ。こわいよ！』

「それに、その遺産は大きな魔力の結晶体なんですよね」

　だとしたら、すごい魔力を宿しているはずだ。

　仮に、それが竜の残したものなら──卵状態のシロを孵ふ化かさせることができるかもしれない。

　天竜の残留魔力は飛び散ってしまって、いまだに回収しきれてない。

　でも、天竜と同族の竜の魔力が遺産として残ってるなら、それをシロにあげられるかもしれない。

　そうすれば僕たちは、今、この時間を、シロと一緒に生きることができる。

　ダンジョンがありそうな場所については、獣人たちから情報を得ている。森の中の空白地だ。

　距離はここから２日もかからない。ピクニックついでに行ってみて、ダンジョンが見つかったら覗のぞいてみる。難しそうだったらそのまま帰る。攻略できそうだったら、魔力をもらって帰る。

　これでいこう。

「ありがとうございました聖女さま。ちょっとだけ、覗いてみますね」

『お散歩に行くみたいに言うよね。君は』

　聖女さまは口元を押さえて、笑った。

『デリリラさんのダンジョンをあっさりクリアした君たちなら、秘宝にたどりつけるかもね。ただ、気をつけなよ。遊び相手になにかあったら泣いちゃうからね！』

「めんどくさくなったら帰ってくるから、大丈夫ですよ」

　僕と聖女さまは、なんとなく腕を挙げて、互いの拳こぶしを合わせた。

　それから僕は手を振って、聖女さまの洞窟を後にしたのだった。










　その後は、保養地に戻って、２日ほど休んで、旅の支度を整えた。

『港町イルガファ』にいたイリスとラフィリアも、こっちに転移してきた。

　僕はふたりにも事情を伝えて、作戦会議。

　さらに準備を重ねて、聖女さまとも情報のやりとりをして、作戦を考えて──




　数日後。僕たちは『謎ダンジョン』を目指して出発した。




　今回はフルメンバーだ。僕とセシルとリタ、アイネとレティシア、イリスとラフィリア、カトラスと、魔剣のレギィ。もちろん、腕輪状態のシロもいる。

　のんびりゆっくり焦らずに。

　疲れたら休んで、どうでもいい話をしながら歩いて、

「ナギさまナギさま」

「どしたのセシル」

「わたしたち、ナギさまを除けば、パーティメンバーは９人ですよね？」

「……いや、フィーンも入れると10人じゃないかな？」

「カトラスとフィーンさんは同一人物なので、１人でいいと思います」

「……待って。セシルがなにを言いたいのかわかった」

「これってもしかして──」

「だめだセシル。その先のセリフを口にしてはいけない」

　理由は、むちゃくちゃ恥ずかしいから。

　でも、リタもアイネもイリスもラフィリアも、セシルがなにを言いたいのかに気づいたらしい。常識人のレティシアさえ、納得したようにうなずいてる。

　セシルはみんなの顔を見回して、すぅ、と息を吸い込んで──

「これってもしかして『外なる九つの告死姫たちナイン・アポカリプス』が揃そろったってことじゃないでしょうか!!」

　言っちゃった──っ！

　ああああああああ。

　思わず顔が真まっ赤かになる。

　だーかーら。それは僕が元の世界で作ったゲームの名前で、前にうっかりパーティ名として宣言しちゃっただけで、特に意味はないんだってば！　むちゃくちゃ恥ずかしいんだってば！

「……なるほど、ついに９人揃ったってことね」

「というより、アイネたちはこれから、９人目シロちやんを目覚めさせるためのクエストに行くの」

「それがシロさんの『おかーさん』の役目でしょう」

「目に見えない運命ですねぇ。かっこいいですねぇ」

「…………いつの間にか９人全員、決まってましたのね」

「え？　え？　え？　あるじどののパーティには、そんな秘密があったのでありますか？」

『あったのじゃよ。我も、そのために長い時をかけ、主ぬしさまに巡り会ったのかもしれぬなぁ』

　……みんな勝手なこと言ってるし。

「では！　シロさんを目覚めさせて、『外なる九つの告死姫たち』を、ナギさまの世界で言う『こんぷりーと』しましょう！」

「「「「「「『おー!!』」」」」」」

　そんなわけで。

　やる気ＭＡＸの『外なる九つの告死姫たち』（移動中に完全に定着した）と僕は、約２日かけて、森の中にあるという開けた場所にたどりついたのだった。










　そこは、森の中央にある開けた空間だった。

　まわりは背の高い樹きが生えた森なのに、そこだけ、なにもない平原になっている。人工物もなにもなし。さっきまでウサギがいたけど、僕たちを見て逃げていった。魔物の気配もない。

「セシル、『魔力探知』を。リタも、結界のようなものがないか調べてみて」

　僕が言うと、セシルとリタは目を閉じた。

　しばらくして──

「……魔力は特に感じません」

「『結界破壊エリアブレイカー』にも、結界っぽいものの反応はなかったわ」

「魔法やスキルで隠いん蔽ぺいされてる可能性は？」

　僕の問いに、セシルは首を横に振った。

「わかりません。もし、そうだとすると、かなりレベルの高い魔法かスキルってことになります」

「なるほど。じゃあご飯にしよう」

　本格的な調査はその後だ。空腹だといいアイディアも浮かばないからね。

「それじゃ『ぴくにっくしーと』を敷きますよぅ」

「アイネは石でかまどを作るの。セシルちゃん、火をもらえる？」

「わたくしも手伝いますわ」「ボクもであります！」

「あとでイリスがお茶を淹いれてさしあげます。最近、アイネさまに習っておりますから」

　みんなは、テキパキと食事の準備をはじめる。

『ピクニックシート』には森にいる魔物の絵が描かれている。ラフィリアの『対魔結界』だ。

　魔物が出現したら、結界のバリヤーが発生する仕組みだ。

　みんなに「休んでてください」って言われたから、僕はピクニックシートに横になった。

　空はよく晴れて、真っ青。遠くで鳥の声が聞こえる。

　こないだまで、獣人と『森ゴブリン』の争いがあったなんて思えないくらい、のどかだった。

　本当にこの近くにダンジョンなんてあるのかな。

「……なにもない方が、いいんだけどね」

　シロの魔力は魅力的だけどさ。

　このままピクニックして帰っても文句はない。そんな陽気だ。

「僕たちの知らない竜がこの世界にいた──あるいは『今もいる』なら、せめて安全なダンジョンに招待して欲しいな」

　そんなことを考えてるうちに、食事の準備が整った。

　魔力は見つからない。結界もない。ということで、本当にダンジョンがあるのかどうか話し合い。

　僕が出した候補は『目に見えない入り口』『ダンジョンが地下とは限らない』『転移』。

「じゃあ、実際に試してみようよ。リタ、お願い」

「はい。ご主人様」

　食事を終えたリタが立ち上がる。




　り……ん。




　澄んだ音がした。

　リタの首輪についた、金色の鈴の音だ。

「『森林を駆ける獣の主あるじ──その従者の名において』」




　りん、りん、りりん。




　指先で鈴を鳴らしながら、リタが詠唱をはじめる。




「『ご主人様との絆きずな──忠誠の証あかしの音色をもって──隠されし物を我が前に現せ──』」




　リタが宣言すると、音が止まった──

　いや、違う。正確には、リタにしか聞こえない音に変わってる。

　この『従者の鈴』は、装着者にしか聞こえない音を鳴らし、その反射音を利用して、隠された物を見つけることができる。いわゆる『魔力的音波ソナー』だ。その証拠に、リタの獣耳は、ぴん、と立って、なにかを探すように震えてる。

「──見えた。ナギ、セシルちゃん、ちょっと来てくれる？」

「うん。わかった」

「は、はい」

　僕はセシルの手を引いて、リタが指示する場所に移動する。

　そこは草原の中央から、右に数歩移動したところだ。

「ここには、隠された魔法陣があるわ」

　リタは言った。

「隠された魔法陣──となると、魔力を注がないと現れないタイプか」

「なんでわかるの？」

「リタが僕とセシルをここに連れてきたってことは、ここが魔力を注ぎ込むポイントだから。ここが魔法陣の端っこか、あるいはリタが魔法陣の中心ポイントだって判断した可能性が高いな」

「だからどうしてわかるの!?　私の心を読んだの？」

　元の世界でそういう本は結構読んだし。

　それに、こっちの世界でも、魔法的なシステムは何度も体験してるからね。

「とりあえず魔力を注いでみよう。セシル、リタの指示するポイントに杖つえを刺してみて」

「はい。ナギさま」

　セシルは言われた通り、足下の地面に『真・聖せい杖じようノイエルート』を突き刺した。

　僕はセシルを後ろから抱える姿勢になり、胸に手を当てる。魔力供給だ。

「……んっ」

「どしたのセシル」

「……い、いえ、なんでもないです」

「もしかして、この土地にはトラップが？」

「い、いえ。そうじゃなくて……」

「魔力を注ごうとする者に痛みを与えるとか？　だったら、一いつ旦たんこの場を離れよう。みんなは距離を取って──」

「ち、ちがいますっ！」

　セシルが真まっ赤かな顔で、僕を見た。

　そして、僕の耳元に顔を近づけて──

「……ナギさまのおっきな手が……胸に、触れたので…………ナギさまにお情けをいただいたときのこと……お、思い出しちゃっただけで……す」

「…………なんかごめん」

「い、いえ」

　いかん、僕の顔まで熱くなってきた。

　僕とセシルは互いに真っ赤になったまま横を向いた。なんだこれ。

「…………ごめんなさい。聞こえちゃった」
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　リタまで真っ赤になってる!?

　そうだよな。この距離だもんな。獣人のリタなら聞こえちゃうよな。

「だ、大丈夫。わ、私もう、セシルちゃんの気持ちはわかるから」

「そ、そうですよね。思い出しちゃいますよね」

「わかるわ。ナギの指が触れると……なにかのスイッチが入るみたいに」

「は、はい。さすがリタさん。的確なたとえです」

「…………」

「…………」

　なんだこれ。

　なんで僕たち３人そろって、草原の真ん中で真っ赤になってるんだろう……。

「──なぁくん、セシルさん、リタさん、だいじょうぶなの──っ!?」

「「「はっ」」」

　アイネの声に、僕たちは我に返った。

「そ、それじゃセシル、もう１回」

「は、はい。ナギさま」

「わ、私はなにも見てないし聞いてないからねっ。気にしないでねっ」

　僕は再びセシルの胸に手を当て、リタは獣耳をぺたん、と倒した。

「では、杖から地面に魔力を流します」

　セシルは言った。

　杖が、ほのかに光った。

　僕はセシルの胸に手を当てたまま、魔力供給を始める。

　ふたりぶんの魔力が地面を伝って行く。その流れが、なんとなくわかる。杖と一緒に地面もほのかに光り始める。草原に、なにかの図形を描いていく。これは──

「──『転移魔法陣』であります！」

　草原の向こうで、カトラスが叫んだ。

　地面に現れたのは、僕たちが使っている『転移魔法陣』──その大型版だ。

「これが『謎ダンジョン』への入り口ってことか」

　ここにはダンジョンそのものがあるわけじゃなかった。

　あったのは、ダンジョンへと転移するポータルだ。

「カトラス。フィーンを呼んで。『転移アミュレット』で、転移先について調べてみて」

「しょ、承知であります……」

　カトラスはもじもじしながら、僕を見た。

　あ、そっか。僕が手伝わないといけないんだっけ。

　僕はカトラスを木陰へと連れて行く。みんな手を振って見送ってくれてるけど……むちゃくちゃ気恥ずかしい。カトラスも真っ赤になってるし。

　しょうがないんだ。フィーンを呼び出すには、僕がカトラスの肌を見なきゃいけないんだから。

「じ、自分でするのは恥ずかしいので……お願いするであります。あるじどの」

「う、うん」

　僕はカトラスの背後に手を回して、胸当てを外した。

　緊張するように肩を震わせるカトラスの上着をずらして、胸元を広げたところで──

「…………んっ」

　カトラスは数回、瞬まばたきをして──

「……こ、これでは足りません。もうちょっと、胸元を広げていただいた方が」

「……こう？」

「だめだめ。上着がはだけるくらいでないと。今、下着をずらしますから……」

「こら」

　僕はフィーンの額を突っついた。

　彼女の目は、とっくに赤紫色になってる。フィーンに変化した印だ。

「みんな待ってるから、行くよ。フィーン」

「も、もう出てきてしまいました。せっかく脱がせやすい服に着替えておきましたのに……」

　フィーンはぺろ、と舌を出した。

　僕はフィーンの手を引いて、魔法陣のところに戻った。

『転移のアミュレット』を持って、地面に触れていたフィーンは、ふと、顔を上げて、

「転移先はあの山です」

　森の向こうに見える、背の低い山を指さした。

「正確には……山の中腹にある洞どう窟くつ……その中ですね」

「転移先に危険はある？」
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「ありません。まわりは……なにもない部屋です。向こうにも魔法陣がありますから、すぐに戻ってくることもできるでしょう……ただ」

「ただ？」

「部屋には、人の足跡があります。新しいものです。誰だれかがダンジョンに入っている可能性がありますね」

　ここが『謎ダンジョン』へのポータルなのは間違いなし。

　ただし先客あり、か。

　向こうの魔法陣は休眠状態。存在を確認できるのは、アミュレットを持ってるフィーンと、『従者の鈴』を持ってるリタだけ。

　ということは『謎ダンジョン』には別ルートがあるってことになる。

　ダンジョン攻略は『勇者クエスト』の一環だ。入り込んでるとしたら『白いギルド』の召喚者の可能性が高い。中にいるのか、もう帰ったのかはわからないけど──

「まぁ、ほっとくのも気になるから、行ってみるか」

「そういたしましょう。あるじどの」

　僕とフィーンはうなずきあう。

　セシル、リタ、アイネ、レティシア、イリス、ラフィリアも同意見。レギィは言わずもがなで、シロは半分寝ぼけた状態だけど『いくかとー』って返事をしてくれる。もう一度、危なくなったら戻ってくることをフィーンに確認して──

「それじゃフィーン、『転移ポータル』を起動して」

「承知いたしました！　あるじどの!!」

　僕たちは『謎ダンジョン』へと転移したのだった。










　──数時間前。森の奥。火山のふもとで──










「ここで出会うとは思わなかったな。獣人たち。その男を渡してくれないか」

　森の奥。火山のふもと。

　移動中の獣人たちの進路を塞ふさぐように、数名の人間が立ちはだかっていた。

　獣人たちは、籠かごに入れられた『元賢けん者じやゴブリン』を運んでいる途中だった。『元賢者ゴブリン』は山の洞窟に幽閉する、それが森に住むものが下した裁きだったからだ。

「断る。この者は、山の洞窟に幽閉することになっている」

「獣人の部族を荒らし回った重罪人だ。渡すわけにはいかない」

「そもそもあんたたちは誰だ？」

　獣人たちは答えた。彼らは相手の気配を探るように、耳をそばだてる。

　彼らの前にいるのは６人。

　先頭にはフルプレートの鎧よろいを着た少年がいて、その背後に魔法使いたちが立っている。

「……どうする？　戦うか、逃げるか」

「……恩人どのに世話になったばかりだ。同じ種族の人間を傷つけたくはない」

「……そうだな。あの方たちに、顔向けできないからな」

　獣人の戦士たちはうなずきあい、小声で作戦を話し合った。

　彼らのうち２人は、『元賢者ゴブリン』が入った籠を担いでいる。その分、脚は遅くなる。

　だから、仲間のうち１人が敵を攪かく乱らんして、他の者はその間に逃げる、と決めた。

「わかった。まずは話し合おう」

　獣人の１人が剣を収め、声をあげた。

　彼は大きく腕を広げ、仲間をかばうように前に出る。

「お前たちが何者なのか。どういう目的で動いているのか──今だ！」

「「「「承知!!」」」」

　彼が叫ぶと同時に、残りの４人が走り出した。

　森は獣人のホームグラウンドだ。

　しかも『元賢者ゴブリン』護送役の獣人たちには、移動系のスキル持ちがそろっている。

　彼らが全力で逃げれば追いつける者はいない──

「──無駄だよ。発動──」

　──はずだった。

「な!?」「脚が!?」「身体からだが……重い」「こちらの『逃走スキル』が──なんだこれは！」

「君たちを殺すつもりはない。業務以外のことをしたら、俺の責任になるからな」

　少年は笑いながら、動きの止まった獣人たちを見ていた。

　そして手を挙げ、背後の魔法使いたちに合図をすると──無数の魔法が宙を飛んだ。

『灯りライト』『風撃拳ウインドブロウ』『真空の刃ヴアニツシユ・ウインド』

　非殺傷、あるいは殺傷力の少ない魔法が、獣人たちに降り注ぐ。

「ぐああああっ!?」「やめろ！　オレたちがなにをした!?」「ひいいいっ!!」

　獣人たちは視界を灼やかれ、木に叩たたき付けられ飛ばされ、傷口から血を流してうずくまる。

　がらん、と、音がした。

　獣人たちが担いでいた籠が、地面に落ちた音だった。

「……ひいいいいいいっ。き、貴様は──」

「エルドルア＝フォン＝ガーゼル。俺たち『白いギルド』の末端。下級貴族のなれのはてか」

「あ、ああ。ちょうどよかった。助けてくれ。私はこいつらに『契約』させられ、敵の情報を話せなくなっているが……役に立つはずだ！　貴様も『勇者クエスト』をしているのだろう!?」

「そうだよ」

　フルプレートの鎧を着た少年は、優しい笑みを浮かべた。

「君のようなズルはしないさ。ダンジョン探索用の秘宝なんていらない。俺たちは『ギルドマスター』の試験をクリアして、正式なルートを教えてもらったんだ」

「そ、そうか！　だったら、私も連れて行くがいい。協力して遺産を──おい」

『元賢者ゴブリン』が青ざめる。

　少年の配下が魔法の詠唱を始めたからだ。

「一人残って、こいつを王都の拠点に連れて行け」

「その後の処置は？」

「勇者のスキルの標的にする」

「……やめろ。やめてくれれえええっ!!」

　ローブを着た男性が『元賢者ゴブリン』の額に手のひらを叩き付けた。

「……『永劫睡眠エターナル・スリープ』」

「……う」

　がくん、と、『元賢者ゴブリン』が崩れ落ちる。

「では、リーダーはこのままクエストに？」

「ああ。仕方がない。勇者の使命を放り出すわけにはいかないからな」

　少年はため息をついた。

「それにしても……この世界の人間はどうして、こんなに堕落しやすいんだろう。やはり君たちのように、選ばれたメンバーじゃないと、信用できないな」

「──さま」

「ああ、わかっているよ。もうじき、俺は秘宝を手に入れて、本当の勇者になる」

　少年は兜かぶとをなで、笑った。

「魔王を倒してこその勇者だ。真の勇者になるため、俺はここまで来たんだからな」








第13話「決戦。力と技と知恵の迷宮」






　転移は数十秒で終わった。

　見知らぬ広間にたどりついた僕は──

「うぅ…………。きぼちわるいよぅ……」

「よしよし。よくがんばったね。リタ」

　僕は『転移酔い』状態のリタをなでた。

　ここは『謎ダンジョン』の入り口。

　足元には『転移魔法陣』がある。

　まわりは石造りの壁で、そこには巨大な壁画がある。描かれているのは黒い竜だ。海竜とも天竜とも違う。小さめの翼と、とても長い尻しつ尾ぽを持った、４本の角を持つ竜。その竜が褐色の肌の人物──たぶん、魔族──と、エルフに宝箱を与えるシーンが壁一面に広がってる。

「これが聖女さまが言ってた『古い竜』かな」

　この世界には２体の竜がいる。

　ひとつは『海竜ケルカトル』。『港町イルガファ』の守り神で、イリスのご先祖様だ。

　ふたつめは『天竜ブランシャルカ』。巨大な身体を持つ、人すべての守り神だった竜だ。大昔に死んで、今は卵の状態で眠ってる。具体的には、僕の腕についた『天竜シロの腕輪』の中で。

　ここに描かれてる竜は、海竜でも天竜でもない。

　僕たちの知らない第３の竜だ。『古い竜』──仮に『古こ竜りゆう』としとこう。

「つまり、ここは『古竜』に関わる施設ってことか」

「…………りゅう？　こりゅう……？」

「リタさんは休んでいてください」

　僕とセシルは並んで、巨大な竜の壁画を見つめていた。魔族っぽい人の手には杖つえがある。『聖杖ノイエルート』だ。魔族で確定かな。

　すると、もう片方のエルフっぽい人物は──

「古代エルフでしょう」「ですねぇ」

「そういうものがいたんですのね」「アイネも、昔話で聞いたことがあるの」

　イリスもラフィリアも、レティシアもアイネも興味しんしんだ。

　アイネとイリスは物語や伝説が大好きだし、レティシアは半分冒険者、ラフィリアは伝説の古代エルフの子孫みたいなものだもんな。興味あるよな。僕もだけど。

「…………ん、よし。落ち着いたもんっ」

　がば、と、リタが顔を上げた。

　それから、部屋の扉に近づいて、獣耳をぴん、とそばだてる。

「『気配察知』完了よ。まわりに人の気配はないわ」

「魔力の方は……正直、この場所の魔力が強すぎてわかりません……」

　セシルは申し訳なさそうにうつむいた。

「扉に仕掛けは？」

「ないみたいです」「鍵かぎもかかってないですよぅ」

　セシルが魔力を、ラフィリアが『器物劣化』スキルで鍵を確認。

　ラフィリアの『器物劣化』はアイテムの能力を弱めてしまう。物理的な鍵やトラップの効果を落とすことができるから、こういうとき便利だ。あとは──

「シロ。ちょっと起きて」

『ふみゅう……おわわ、なにここ……』

　僕が『天竜の腕輪』に触れると、眠そうな声がした。

『むむむ？　なんだか、なつかしい感じがするかとー。ふむふむ……』

「なにかわかる？」

『同族の残留思念？　みたいな声がするかとー。ほら、そこー』

『天竜の腕輪』が動いて、僕の腕を引っ張った。

　僕の手が指し示したのは、部屋の片側にある扉の前。

　そこに──ぼんやりだけど──人が立っているのが見えた。

　黒髪の少女だ。肌は真っ白で、全身に漆黒のローブを着てる。とがった耳の後ろに、小さな角が生えている。瞳ひとみは金色だ。

「みんな、ちょっと注目。そこの扉の前に、少女の姿が見える人は手を挙げて」

「はい」「見えております」「いますねぇ」「なんだか怖そうな人ですね」

　手を挙げたのは、セシル、イリス、ラフィリア、そしてカトラス。

　魔族、海竜の巫女みこ、古代エルフ、王家の血。

『天竜ブランシャルカ』の残留思念に出会ったときと同じだ。




『未来のために──「古き血」は、ここに遺産を残す』




　黒髪の少女は言った。




『いつか「力」「技」「知恵」を兼ね備えた者が──試練を超え──遺産を手にすることを願う』




　少女は、膝ひざを曲げ、頭を下げた。

　話し終えると、また、同じ言葉を最初から繰り返す。

　高位の生命体は、こんなふうにメッセージを残すことがある。

『天竜の翼』の前にいた残留思念が『白い人』なら、こっちはさしずめ『黒髪の人』か。でもって彼女は『古き血』と王家の血を持つ者にしか見えてない。つまり、竜の関係者の可能性が高い。

「部屋の探索は終わったわ。ナギ」

「扉は４つ。片方は、外に通じてましたわ。残りの３つは、文字が書いてありました」

「内容は『力の試練』『技の試練』『知恵の試練』なの」

　探索をしてたリタとレティシアとアイネが戻って来る。

　報告を終えた３人は、同時に天井を指さした。そこにも文字が書いてある。『古き３つの種族がそうであったように、繫つながりを示し、共にクリアせよ』──って。つまりこれは……。

「扉の向こうで３つの試練を、まとめてクリアしろ……ってことかな」

　さすが竜と魔族と古代エルフの遺産。超絶難易度だ。

　全部クリアしろってことは、パーティ全員で挑戦しなきゃいけない。なのに扉は別方向に通じてる。つまり、分断された状態で挑戦しなきゃいけないってことになる。

　さらに、注意事項まで書いてある。

　全員がギブアップするまで出られないこと。

　ギブアップしたら放り出されること。

　ダンジョンを攻撃した場合は記憶消去と強制転移のペナルティを受けること。

　攻撃の定義は、武器による壁や床への打撃。これは数回までＯＫ。ただし攻撃魔法は一発アウト。支援魔法ならぎりぎりＯＫ──他にも、細々としたルールが書いてある。

「……今までとは桁けた違ちがいに厳しいな」

　しかも、ルールを破ると記憶を消されて、どこかに強制転移って──

　さすが神話級のダンジョンだ。今までとはレベルが違う。

　そもそも出迎え用の残留思念がいるってだけで、その重要性がわかる。壁や床のつくりだって他のダンジョンとは違う。床は淡く光っているし、壁に書かれている壁画も、美術館に飾られてもおかしくないクオリティだ。剝はがして売ったら、10年は暮らせると思う。

　たぶん、ここはラストダンジョンとか、魔王の城の手前とか、そういう場所だ。

「……こんなダンジョンに、わたくしたちは挑戦いたしますのね」

　震える声で、レティシアは言った。

「おそらくここは相当ハイレベルなダンジョンですわ。通路の広さを見ると、並んで通れるのは３人が限界。中には、どんな魔物がいるかわからない。なのに３組に分かれて挑戦しなければいけない。互いに連絡が取れるのであればどうにかなりましょうけれど……ん？　んん？」

　レティシアは首をかしげた。

「ナギさんたちには『意識共有マインドリンケージ』というスキルがありますわね。戦闘力も、『ちぃときゃら』なら問題な…………んんっ？　なにが危険なのかわからなくなってきましたわ……」

「レティシア、段々なぁくんのパーティに慣れて来たの」

「言わないでくださいな。常識が崩壊しはじめているのですから……」

　ごめんね。レティシア。

「ナギ。報告。フィーンちゃんが言ってた足跡をチェックしたわ」

　リタが手を挙げた。

「やっぱり、私たちより先にここに来た人たちがいるみたい。たぶん、１時間から２時間くらい前ね。数は６人。種族は不明だけど、魔法使いがいるわ。ローブを引きずったあとがあったもの」

「足跡がどこから来たかわかる？」

「外に通じる扉からよ」

　リタは、壁にある扉を指さした。

「そっちの扉の外は崖がけでしょ？　そこから、地上に向かって、細い山道が続いてる。たぶん、そっちから来たんだと思うわ」

「正攻法で来た。ということは、そういうルートの情報を持ってる人たちか」

　となると、相手は勇者か。

　関わりたくはなかったけど……ここまで来たらしょうがないか。

「できるだけ慎重に行こう。みんな、もうちょっとまわりを調べてみて」

　それからしばらく、僕たちは手分けして、この部屋の調査を続けた。

　わかったことは、３つ。

　試練の扉はすべて、同時に開けないといけない。他の２つが閉じた状態だと開かない。

　扉の向こうは、３人がやっと並んで通れるくらいの広さ。

　さらにその先に扉がある。その先はわからない。以上。

「行ってみるか」

　僕はパーティを３組に分けることにした。




　力の試練：リタ、カトラス、ラフィリア

　技の試練：アイネ、レティシア、イリス

　知恵の試練：僕、セシル（レギィとシロ）




「常に『意識共有・改』で連絡を取ること。危なくなったらすぐにギブアップすること。いいね。絶対だからね。わかったら返事」

「「「「「「「『『りょーかい！』』」」」」」」」

　そして僕たちは『力と技と知恵の試練』に挑戦することになったのだった。










　──力の試練（リタ・カトラス・ラフィリアチーム）──










　扉を開けると、その先は石造りの通路だった。

　壁には奇妙な紋章が描かれていて、ほのかに光っている。

「壁の表面に魔力が流れているようですねぇ」

「リタどのの『建築物強打』なら、壊せるでありますか？」

「無理ね。それに、素手の攻撃でもペナルティを受けるかもしれないでしょ」

　ラフィリア、カトラス、リタは注意しながら、通路を進んでいた。

　リタはさっき見た足跡のことを思い出す。

　フィーンの言葉通り、あれは新しいものだった。

　ということは、この迷宮には他の人が入っている。しかも、外に出た跡はなかった。

　その者たちはまだ、この近くにいるはずだ。

「ふたりとも気をつけて。迷宮には他に誰だれかいるはずよ」

「そうなんですかぁ？」

「見つけたら教えてね。すぐに『意識共有・改』でナギに伝えるから」

「わかりましたぁ。では伝えてください。男性２人、壁の向こうの牢ろう屋やにいますよぅ、って」

「「……え？」」

　リタとカトラスが立ち止まる。

　ラフィリアは通路の壁を指さしていた。

　そこには、一部透明になっているところがあった。意外すぎて気づかなかった。そこだけ、取っ手も鍵かぎ穴あなもない扉になっていたのだ。扉の向こうには小部屋があり、冒険者風の男性ふたりがうずくまっていた。

「…………勇者さまぁ。さっさとギブアップしてくださいよぅ」

「…………挑戦者全員があきらめないと、この迷宮からは出られないんですから」

「…………記憶をなくしてもいいじゃないですか。魔王のことなんてあきらめましょうよ……」

　男性たちはこちらに気づいていない。向こうからリタたちは見えないのだろう。




『送信者：リタ（受信者：ご主人様）

　本文：先に入っていた人がいました！　勇者、という人と一緒にここに来たらしいわ。挑戦者全員が「ぎぶあっぷ？」しないと、閉じ込められたままみたい』




『送信者：ナギ（受信者：リタ）

　本文：「技」に挑戦中のイリスからも報告があったよ。その人たちは、山の方から来たんだって。というか、僕たちが使ったポータルって、挑戦者を追い払うためのものだったんじゃないかな』




　ナギからメッセージが返ってくる。

　リタはそれを手短に伝えた。

「この人たちは攻略をあきらめるか、私たちがダンジョンを攻略すれば解放されると思うわ」

「なら安心でありますな」

「この方たちのためにも、手早く攻略するでありますよ！」

「「「……おー」」」

　リタとカトラスとラフィリアは顔を近づけて、潜めた声を合わせた。

　通路の先に向かって、また歩き出す。

　突き当たりにあるのは、なにかの文字が描かれた扉。スクリーンショットを送ると、セシルからの情報が返ってくる。古代語で『力の試練』と書いてある、と。

　ということは、ここは間違いなく魔族と関わる迷宮だ。

「ならば、ボクたちが遺産を手に入れなければであります！」

「やがて生まれ来るセシルさまと、リタさまのお子様のためにもですねぇ！」

「カトラスちゃん！　ラフィリアちゃん！　どうして私の子どもの話になってるの!?」

「「さー」」

　くすくす笑いのラフィリアとカトラス。あわあわ状態のリタ。

　３人が扉を開け、その先に進むと──




　広間があった。

　中央に、大きな、四角い石が据え付けられている。

　石の大きさは、リタの身長より少し高いくらい。まわりの床には四角の線が引かれている。

「「「……なにこれ」」」




『よく来た。挑戦者よ。我はこの迷宮の管理者である』




　声がした。




『力の迷宮の試練は、その石を動かすことである。

　床に描かれた線ラインからずらすことができれば、それでよい』




「おっきな石でありますな」

「英雄となるべきあたしにとっては、たわいもない相手ですよぅ」




『ただし、その石には魔法がかかっている。

　お前たちの、２倍の人数分の力でないと動かないようになっているのだ』




「「「……はぁ？」」」




『健闘を祈る』




　声が途切れて──




『挑戦者の人数を確認。女性３名。それに合わせた重さに変更します』




　なにか事務的な声を最後に、音は途切れたのだった。










「これを動かすのでありますか」

　石の横幅は腕を広げたくらい。壁と似た材質でできていて、表面には魔力の線が走っている。

「これは魔法の石ですねぇ。内部の魔力を調整することで、重さを変えているのですよぅ」

「とりあえず、みんなで押してみましょ」

「はいであります」

「「「せーのっ」」」




　──しかし、石は動かなかった！




「……ナギに相談してみるね」

　リタがナギにメッセージを飛ばすと、即座に返信が返ってくる。

　すごく早い。というか、解決法が書いてあるんだけど!?　早すぎない？

　今さらだけどご主人様、元の世界でなにやってたの!?

「作戦を伝えるわ。みんな、ちょっと来て」

「はいですよぅ」「承知であります」

　ひそひそひそひそ。

　リタとラフィリアとカトラスは額を合わせて作戦会議。

　そして──




「じゃあ、あたしはちょっと一休みしてくるですねぇ。決して『ぎぶあっぷ』ではないですよー」

　ラフィリアは部屋の出口に向かった。

　扉を開け、通路に足を踏み出す。すると──




『挑戦者の人数を確認。女性２名。それに合わせた重さに変更します』




　音声が流れ、石の表面に魔力の線が走った。




「おっと。気が変わったですぅ。やっぱりがんばるですよぅ」

　ラフィリアは部屋に戻った。




『挑戦者の人数を確認。女性３名。それに合わせた重さに変更します』




「いえいえ、ここは休んで頭を冷やした方が──」

　ラフィリアは通路に向かって踏み出した。

　再び、メッセージが流れ出す。




『挑戦者の人数を確認──』




「今ですよぅ！　リタさま、カトラスさまぁっ!!」

「発動！　『分身攻撃エクステンド・アーミイ』!!」

「来るであります、フィーン!!」

『承知いたしました────っ！』

　リタが４人になり、カトラスが２人になった。




『挑戦者の──人数──ちょうせ──にんずう──■■■■！！！？？？』




　迷宮のシステムがバグった。




「「「「「『よいしょ────っ！！！』」」」」」




　ずーんっ!!




　リタとリタとリタとリタと、カトラスとフィーン。

　６人分の力で押された石は、あっけなく枠線の外へと移動した。

「はいっ！」「おしまいであります！」『文句ございますっ!?』「ないですよねぇ？」

　ぱん、ぱぱーんっ！

　１人に戻ったリタ、カトラス、フィーン、ラフィリアが手を合わせる。

　やがて──




　ぴんぽんぱんぽーん。




『「力の試練」がクリアされました。最終通路の封印を解除します。

　他の試練がクリアされしだい、扉を開きます。どうぞ、お進みください』




　がこんっ。




　広間の奥の壁が開き、新しい通路が現れたのだった。










　──技の試練（アイネ・レティシア・イリスチーム）──










『技の迷宮の試練は、文字通り技術を示すことである。お前たちを捕らえに来る魔物を、傷つけずに無力化するがよい──』







　アイネとレティシアとイリスの前で、地面が揺れた。

　黒い染みのようなものが広がり、それがゆっくりと盛り上がっていく。

　現れたのは、人間そっくりの姿の、黒い影。

　魔力で作られた、人型パペットだった。




『人型パペット』

　人間そっくりに変形した液状生物。『エルダースライム』の上位種の可能性あり。

　のっぺりとした身体からだを持ち、手足を伸ばしてくる。数は３体。

　一度つかまると、逃げるのはとても大変。




「初対面ですわね。では、全力でごあいさつしなければ。

　発動『強制礼節マナー・ギアスＬＶ１』。こんにちは、レティシア＝ミルフェですわあああああっ!!」

　レティシアは深々とお辞儀をした。

『人型パペット』は、お辞儀を返した。

「無理して働くことないの。ゆっくり休むといいの。

　発動『記憶一掃ＬＶ１』なの」

　アイネは『はがねのモップ』の先で、パペットたちの顔をなでた。

『人型パペット』２体が、スタンした。

「さて、イリスは逃げるといたしましょう。

　イリスの本体がどれかわかりますか？　発動『幻影舞台ステージ・オブ・イメイジング』」




　イリスとレティシアとアイネが、合計12人に増えた。




『エ……エ？　エエエッ？』

「はい。あなたも休むといいの」

　その隙にアイネの『はがねのモップ』が『人型パペット』の顔をなでて──




　ちゃぽん。

　人型パペットたちは液体に戻り、眠りについた。




『……………………』




「クリアしたの」「傷つけていませんが、なにか？」「無力化しましたでしょう？」

『……………………』




　ぴんぽんぱんぽーん。




『「技の試練」がクリアされました。最終通路の封印を解除します。

　他の試練がクリアされしだい、扉を開きます。どうぞ、お進みください』




　がこんっ。




　広間の奥の壁が開き、新しい通路が現れた。




「「「作戦成功（ですわ）（なの）（でしょう）」」」




　ぱーんっ。




　手を打ち鳴らす３人。




「なぁくんの作戦が的中なの」

「ほんっと、こういうのは得意ですわね。ナギさん」

「お兄ちゃんにこういうゲームを挑むのは自殺行為でしょう」




　アイネとレティシアとイリスは、新しい通路に足を進めた。




「あとは、お兄ちゃんの『知恵の迷宮』でしょうか」

「信じるしかありませんわね」

「あっちには、迷宮とは別の問題があるの」

　少女たちは、ナギが入った扉がある方向を見た。

　壁の向こうには行けない。通路を戻ると『ぎぶあっぷ』になるかもしれないから、ナギからは我慢するように言われている。でも──

「なぁくんなら、勝てるはずなの」

　アイネはメイド服の胸に手を当てた。

「知り合いの『来訪者』なんかに負けるはず、ないの」

「もちろんでしょう！」

「……行きますわよ。アイネ、イリスさん」

　３人は手を繫つなぎながら、隠し通路の先に向かった。










　──知恵の試練（ナギ・セシル・レギィ・シロチーム）──










　通路の奥には、人がいた。

　リタとイリスが言ってたっけ。「先に入った人たちは迷宮に閉じ込められてる。パーティ全員がギブアップするまで、そのまま」って。

　ってことは、目の前にいるのがそのパーティの、諦めの悪いリーダーってことか。

「他の冒険者の侵入を許した覚えはないのだが」

『知恵の試練』の奥の間にいた純白の戦士が、僕に向かって告げた。

[image: ]

　白い鎧よろいに、白い兜かぶと。剣と盾まで真っ白だ。

　兜からはみ出してる髪だけが真っ黒だった。僕と同じように。

「この迷宮は、俺たち『白いギルド』が探索している」

　純白の戦士は言った。

「邪魔するなんて……どうしてそういうことをするんだ。お前たち『闇落ち勇者』は」

「『闇落ち勇者』？」

「俺たちは戦うことでしかわかり合えないのか。争いのない世界は、血を流さないと手に入らないのか？　いいだろう。そこまで言うなら、この『白騎士』がお前の相手を──」

「相変わらず人の話を聞かないんだな。えっと……ヤマゾエ、だっけ」

　びくん。

　白い戦士が反応した。

　僕に向かって構えていた剣を下ろして、じっとこっちを見る。

「君は……誰だれだ？　えっと、名前は……」

「ちょっとした知り合いだよ」

　目の前にいるのは、僕と一緒にこの世界に転移してきた奴やつだ。

　名前は、ヤマゾエ。僕がいた学校の生徒会長をしていたらしい。

　僕はこの世界に転移してすぐ、王様に業務内容について問い合わせたせいで、王宮から追い出された。そのとき、僕を引き留めようとしたのが、ヤマゾエだった。

　勇者をやりたがっていたくせに、王宮の廊下で「スキルを使えばこの国の軍隊を制圧できる」なんて口走るくらいに不用意だった。僕が絶対に関わり合いになりたくなかった相手だ。

（……セシルはそこにいて）

　僕は通路にいるセシルに目配せする。そのまま隠れているように。

　ヤマゾエがどんなスキルを持ってるのかわからない。警戒した方がいい。

「思い出した！　王様に失礼なことを言って追い出された奴か！」

　ヤマゾエは、ぽん、と手を叩たたいた。

　それから、キザっぽい動きで額に手を当てて、

「……哀かなしいな。俺と共に召喚された人間が、『白いギルド』に入ることもできず、さまよいの果てにここに来て、勇者の栄光をただ、見ているだけなんて」

　やっぱり、この迷宮にも『白いギルド』は人を送り込んでたのか。

『白いギルド』は貴族に勇者を派遣する組織で、王家とも深く関わってる。

　そのリーダーが『ギルドマスター』。陰で勇者を操る、謎の存在だ。

　だけど、こないだ出会ったタキモトは言ってた。『ギルドマスター』は竜だ、って。

　だから、ここが竜に関わるダンジョンなら、『白いギルド』の勇者がいるのもわかる。

　まだ試練をクリアはしてないようだけど。

「ひさしぶりだな、ヤマゾエ。王宮で別れたっきりだよね」

「ああ、君のことは覚えている。勇者になれなかった奴だ。だが、まだ使い道はある」

　ヤマゾエは、笑った。

「ちょうどいい。今すぐ、俺の部下になれ!!」

　……またそれかー。

　タキモトも同じこと言ってたっけ。どうして勇者は、同じ『来訪者』を部下にしたがるんだろう。

「この世界の連中とダンジョンに来たのだが、使えない奴らばかりでね。君がひとりでさまよってるならちょうどいい。俺の部下になれ。王様には俺からとりなしてやるよ」

「……いまさら王様の配下になるつもりはないよ」

「こんなところまで来られるんだから、それなりの力は持ってるんだろう？」

　ヤマゾエは笑った。

　この場に似つかわしくないくらい、さわやかな笑顔で。

「俺はこのダンジョンの謎を解ける者を探しているんだ」

　ヤマゾエはだん、と、足を踏みならした。

　金属がふれあう音がした。

　この広間の床には、無数の鍵かぎが散らばってる。

　鉄色の物、金色の物、銀色の物。どれくらいあるのかは見当もつかない。

　さっきから広間には、僕とヤマゾエのものじゃない声が響いている。




『知恵の迷宮の試練は、奥の扉を開くことである。

　機会は一度。

　定められた鍵を手に、奥の扉を通れ』




「……俺はさっきから何度も何度も、鍵を拾っては鍵穴に差し込んでるんだ」

「でも、回らない、と？」

「ああ。他の役立たずどもは諦めてしまった」

　だろうね。

　ここに来るまでの通路にも檻おりがあって、そこに冒険者たちが閉じ込められていたから。

「こっちの世界の奴らは駄目だ。同じ世界出身の勇者じゃないとな。だから俺は『勇者だけのコミュニティ』を作って、複数の勇者が同じクエストを受けられるようにするべきだと考えてるんだ。君はどう思う？」

「僕に聞いてどうするんだ？　王様に言えよ」

「君も召喚された者だろう？」

「もう僕は王様とは関係ない。話を聞いてもらえるわけないだろ」

「だったら、俺が取りなしてやるよ。追い出された奴が、王様にどうしても言いたいことがあるようです、ってな。その時に君が『勇者コミュニティ』の話をすればいい」

「なんで僕が言うことになってるんだよ」

「いいだろ？　代わりに、王様にとりなしてやるからさ」

「いらねぇよ」

「強がり言うなよ。君も後悔してるんだろ？　王宮から立ち去ったことを」

　全然。

　それについて後悔したことはないな。

「……王様が勇者同士を組ませることはないと思う」

　召喚された勇者は、この世界の人間にはない特殊なスキルを持っている。

　その勇者同士が協力すれば、この世界の人間を圧倒することもできる。これはこの世界に来たとき、ヤマゾエ自身が言ってたことだ。この国の偉い人が、それに気づかないわけがない。

　だから勇者の管理は『白いギルド』に任せてる。

　ヤマゾエがいくら『勇者コミュニティ』を提案しても、通るわけない。

　──ということを話したら。

「へー。そっか。ふーん」

「相変わらず、人の話を聞かないんだな」

　僕は言った。

「だから、僕はお前とは組まなかったんだよ。ヤマゾエ」

「ああん？　俺はギルドから重要な仕事を任されてるんですが？　どこに問題が？」

「人の話を聞かない。だけど、自分より偉い人間の言葉はうのみにする。自分ではなにも考えてない。そもそもヤマゾエは、このダンジョンを攻略することの意味、わかってるのか？」

「わかってるとも。俺は勇者になって──」

「その先は？」

「成果を上げるのが先だ。ダンジョンをクリアしてから──」

「だめだろ。それ。ちゃんと上の人間に話を聞けよ。疑問とか、要求があるなら話せよ。それで通じないと思ったら別の方法を考えろよ」

「考えてるさ。状況をよくするためにな。俺は、ギルドのマニュアル作りに協力したこともあるんだから」

「……マニュアル作り？」

「ああ。上の人間が、俺を観察して作ったマニュアルだ。俺が優秀だからだ。睡眠時間を削って、成果を出すために努力したからな」

　……そっか。

　あの『元賢けん者じやゴブリン』が言ってたマニュアルって、ヤマゾエがお手本だったのか。

　──権威を利用すれば、みんな空気を察して動いてくれる。疑問を持つ奴やつはおかしい、だっけ。

「……本当におかしいと思わないのか、ヤマゾエ」

「わかってないのは君の方だよ。俺が評価されてないわけないだろう？」

　ヤマゾエは胸を張った。

「だって上の人は、俺だけに特別な報酬を約束してくれたんだ」

「報酬？」

「ああ。俺、このクエストが終わったら奴ど隷れいをもらうんだ」

「…………へー」

「ひとりでさまよってる君は知らないかもしれないが、この世界には奴隷というものがいるんだ。俺に絶対服従する存在だ。俺はこのクエストをクリアしたら、そういうものがもらえることになってる。どうだ。うらやましいだろう」

「絶対服従する存在はいらないな」

「はぁ!?」

「うん。いらない。それじゃ僕がブラックな雇い主になっちゃうからな」

「いや、待て待て。ここは異世界だぞ。得体の知れない人間と亜人種が住む国だぞ!?」

「それは世界の問題だ。僕には関係ない」

「おかしいだろ！　この世界で信用できるのは、俺たちを呼び出した王様と、雇い主の『ギルドマスター』だけだ。異世界の人間はまともな教育も受けていない。なにを考えてるかわからないんだ。それをどうして信用できる!?」

「……それはたぶん、僕が幸せだからじゃないかな？」

　僕はセシルの方を見た。

　通路に隠れてたセシルは、こくん、と小さくうなずく。

　準備が終わったみたいだ。

「し、失礼します……」

　ととと、と、セシルがやってくる。

　そのまま僕の隣に立って、小さな手で、僕の手を握った。

「く、首輪!?　ど、ど、どうして君が奴隷を!?」

「奴隷じゃない。嫁だ」

「はぁ!?」

「主従契約はしてるけど、この子は間違いなく、僕の嫁だ」

「…………は、はい。ご主人様のお言葉のままに」

　セシルは、ぎゅ、と、僕の手を握り返して、うなずいた。

「い、今のわたしは、ご主人様の嫁です。身も心も、嫁です！　わ、わたしがこの世界の人間で、異世界人であるご主人様から見てまちがったところがあるとしたら……そ、それは、か、身体からだの中から浄化中です!!」

　いや、そこまで言わなくても！

「も、もちろん、わたしだけがご主人様の嫁ってわけじゃありません。他のお嫁さんに比べたら……わたし、ちっちゃいですし……わたしなんかじゃご主人様は満足していただけないかもしれません。ううん……逆に、わたしがいつもご主人様に『しあわせ』にしていただくばかりです。しなやかでもふもふなお嫁さんや、胸も大きくて包容力のあるお嫁さん、エルフのお嫁さん、高貴な血筋のお嫁さんたちにも、いつも引け目を感じてばかりです。でもっ！」

　セシルは胸を押さえ、声をあげる。

「わたしはすべてをご主人様に捧ささげると決めました！　この命も、この身体も……そして、わたしはすべてをかけてご主人様の子どもを産みます！　この世界に、ご主人様の血を残します！　それが別世界に生まれたわたしを信じてくださるご主人様への恩返しですから……」

「あ、あ、あああああああ？」

　あ、ヤマゾエが震えだしてる。

「ど、どうして君なんかが奴隷を手に入れてるんだ!?」

「いや、何度も言うけど、彼女は僕の嫁で──」

「そんなことはどうでもいい！」

　ヤマゾエは剣を抜いた。

「こんなにがんばってる俺がまだ奴隷を手にしていないのに、どうして君なんかが俺の欲しいものを手に入れているんだ!?　おかしいだろ!?」

「……それを僕に言ってどうするんだよ」

　なんだかなー。

　変わってないな。ヤマゾエ。

「そういうのって雇い主に言うことじゃないのか？」

「……う、うるさい！　そんな失礼なことが言えるか!!」

「だいたい、なんで僕に剣を向けてるんだ？　ヤマゾエはこのダンジョン攻略が目的だろ？　僕を倒したってしょうがないじゃないか」

　この『謎ダンジョン』は、３つの試練をすべてクリアしなきゃいけない。

　他の試練に挑戦したヤマゾエの仲間たちは、もう全員諦あきらめてる。今からクリアするのは不可能だ。

　だったら、ヤマゾエもギブアップした方がいいのに。

「……君を倒せば、言い訳ができるじゃないか」

「おいこら」

「俺は最後までがんばった。けれど『闇落ち勇者』が邪魔をした。それでも俺は、途中で諦めた奴の５倍くらいがんばった。それで『ギルドマスター』も納得してくれるはずだ!!」

　不意に、ヤマゾエの右腕が光を放った。

　ヤマゾエの足下に魔法陣が生まれる。光を増しながら、広がっていく。

　まずい、広範囲型のスキルか!?

「──セシル！」

「はい。『二重詠唱ダブルキヤスト』済みです！　『堕だ力りよくの──』」

「遅い！　すでに俺のスキルは空間を支配している!!」

　ぴしり、と、空気が乾いた音を立てた。

　魔法陣の放つ光が、僕とセシルを照らし出す。

　セシルの動きが一瞬、止まる。奴のスキルの正体がわからない。仮に、魔法干渉系のスキルだった場合、セシルの魔法が暴発する可能性がある。すでに僕たちに影響を与えているなら、シロの『反射の渦リフレクシヨン・メイルシユトローム』も通じない。

　光の速さで影響を与えるスキル──一体、どんな効果なのか──

「俺のスキルは『能力位階低下スキルダウナー』!!　すべてのスキルを一時的にレベル１にする!!」

「「…………え」」

　僕は自分とセシルのスキルを確認した。

　うん……全部レベル１になってるね。

　チートスキルは、もともとレベル１だけどね。

「ふははははははは！　これが、俺が最強の勇者である理由だ」

　うん。そうだね。

　他がレベル１になるなら、相対的に最強になれるね。

「最速の種族である獣じゆう人じんだって、このスキルの前ではなにもできなかった。彼らは『逃走』スキルを使おうとしたけれど、レベル１じゃどうにもならないからな。パニックになっていたよ」

「……獣人たちが？」

　ちょっと待て。

　それってもしかして──

「森に住む獣人たちか？　まさか、殺したのか!?」

「まさか。勇者が下等な亜人を殺すわけないだろう。魔法で無力化しただけだ。この世界の生き物が勇者に敵かなうわけがないって、わかってもらわなきゃいけなかったからな」

　よかった。みんな無事か。

「これで君にもわかっただろう。すべてのスキルをレベル１にするスキルの恐ろしさが。そしてこのスキルは、俺だけには影響を与えない。そして俺が身につけているのは魔法の剣と鎧よろいだ。すなわりどんな剣術の達人も、俺を倒すことは──」

「セシル、撃っていい」

「はい。『古代語魔法　堕力の矢』」

　ぺちん。

　巨大な黒い矢が、ヤマゾエを貫いた。

「────ああ？　効かないと言ったはず──」

　がらん。

　つなぎ目が外れた魔法の鎧が、床に落ちた。

　ピカピカ光ってた純白の剣が、すぅ、と、光をなくした。

「……あ、あれ？　これ……どうなって……」

「レギィ。出番だよ」

『うむ！　すでに使い魔は奴やつの背後に回り込ませてあるわ！　発動「液状生物支配スライムブリンガーＬＶ１」!!』

　べちゃ。

　青色のスライムが、ヤマゾエの顔にくっついた。

「な、なんだこれは!?　もが、もがーっ!!」

　これも、切り札のひとつだ。

　僕たちのチームは人数が少ない。だからレギィ、シロ、そしてラフィリアの使い魔のエルダースライムに手伝ってもらうことにしたんだ。

　この広間の床には、大量の鍵かぎが落ちてる。

　スライムはその下をくぐっていったから、ヤマゾエは気づかなかったみたいだ。

「勇者がこの世界の人間に迷惑かけてるんじゃねぇよ」

　まったく。

　スキルを使うなら、相手は魔王か、敵対する魔物だけにしとけってんだ。

「もう、ギブアップしたらいいんじゃないかな？　仲間もお前が帰るのを待ってるんだから」

「……もがっ！　か、関係な──！　異世界の一般人な──ど。もがぁっ！」

「そっか。じゃあいいや」

　僕とセシルで、さっさとこのクエストをクリアしよう。

　とりあえずヤマゾエを武装解除して、手足だけ縛って、と。

「おいで、エルダースライム」『来るのじゃ！』

　ふにふに。ぷに。

　青色のスライムはヤマゾエから離れて、僕たちのところにやってくる。

「試練のクリア条件は『定められた鍵を手に、奥の扉を通れ』だよな」

「ですね」

　僕とセシルは、広間の壁にある扉を見た。

　両開きの大きな扉で、表面には八角形の紋章がある。

「鍵にも、いろんなかたちの紋章がついてますね」

　セシルは地面から鍵を拾い上げた。

　鍵についてるのは三角形の紋章だった。他の鍵には丸や四角、バツ印の紋章がついてる。

　同じ紋章がついた鍵はひとつじゃない。似たようなかたちのものは、床にたくさん転がってる。ひとつひとつ試すのは時間がかかりそうだ。

「やっぱりこの紋章が、扉を開くヒントなんでしょうか」

「だろうね。とりあえずやってみようよ」

「……君なんかに、この試練がクリアできるもんか」

　ヤマゾエが言った。

「俺は同じかたちの紋章がついた鍵を、何度も鍵穴に差し込んだ。だが、回らなかったんだよ！」

「そうなの？」

「この迷宮を作った者は、相当に意地の悪い連中だったんだろうよ」

　そうかなぁ。

　クリア条件を良く聞けばわかると思うんだけど。

　僕が作ったゲームでは、もっとひねったクリア条件出してたからね。それに比べれば親切だと思うよ。

「レギィ。『エルダースライム』は、ちゃんと鍵を回収してくれたよね？」

『むろんじゃ。扉の紋章と同じかたちの鍵は、すべて体内に取り込んでおる！』

「さすがレギィさんです」

　僕とセシルは手を繫つないで扉に向かう。

　空いた手で、『八角形の紋章の鍵をすべて体内に取り込んだスライム』を抱えて。

　アナウンスが言ってたのは『定められた鍵を手に』だよな。

　でもって僕とセシルは、『扉と同じ紋章の鍵を取り込んだスライム』を『手にしている』。

　問題ないな。

「ば、ばかじゃないのか!?　同じ紋章の鍵はすべて俺が試した。でも、鍵穴に差し込んでも回らなかった！　君たちには学習能力がないのか!?」

「いくよ、セシル」

「はい。ナギさま」

『よいぞー』

『ふにふに』

「「『『せーのっ』』」」




　しゅんっ。




　僕たちは『定められた鍵』を手に、扉をそのまま通り抜けた。




「はあああああああああああああっ！！？」




　うっさいな、ヤマゾエ。

　部屋に入った時に説明されただろ？

『定められた鍵を手に、奥の扉を通れ』──って。

　アナウンスは、鍵を開けろとは言ってないんだ。




　ぴんぽんぱんぽーん。




『「知恵の試練」がクリアされました。最終通路の封印を解除します。

　最後の扉が開きます。

　来たれよ。

　我らが遺産を預けるのにふさわしき者──』




　声がした。

　しばらくして、がこん、と音がし、扉の向こうにある、巨大な扉が開いた。

　隙すき間まから、光が漏れてる。

　ほんのり明るい、優しい光だった。




『地竜のダンジョン──は、その役目を終えた』




　再び、声がした。




『お疲れ様だった。勇気ある挑戦者たちよ。君たちは人里へと転移させる。

　せめて失敗の記憶を失い──やすらかに暮らすように』




「──い、いやだ。俺は失敗なんかしていない。やめろやめろ、やめろおおおおお……」

　ヤマゾエが叫んだ。

「このクエストをクリアすれば奴ど隷れいがもらえる。魔王に会える！　この世界に本当の魔王が出現する！　そいつを倒して、俺は伝説の勇者になるんだ！」

「この世に本当の魔王が……出現？」

「勇者対魔王こそがこの世界のルール！　クエストに失敗したら──評価が──いやだ。他の勇者から見下されるのはいやだああああああっ！」

　ヤマゾエの声が小さくなり、消えた。

　こうして、奥の間の扉を抜けた僕とセシルは、無事にみんなと合流して──




　とても高い天井の部屋で、巨大な結晶体を見つけたのだった。








第14話「うちの子の誕生と、次なるうちの子のお知らせ」






「お疲れ様。みんな」

「お疲れ様でした。ナギさま」

「ご主人様と私たちにとっては、なんてことないもん」

「余裕だったの」

「神話級の迷宮をあっさりクリアしてしまいましたわ……わたくし……普通の冒険者に戻れるんですの……？」

「まぁまぁレティシアさまぁ。慣れればこれもよいものですよぅ」

「ハイレベルな迷宮は、お兄ちゃんの得意分野でしょう」

「ボクもお役に立てたようでなによりであります！」

　セシル、リタ、アイネ、レティシア、ラフィリア、イリス、カトラス──みんな元気いっぱいだ。よかった。ハイレベルな迷宮だから、みんなに負担をかけないか心配だったんだ。

　僕たちがいるのは『謎ダンジョン』の一番奥。

　円筒形の部屋で、天井には大きな絵が描かれている。

　黒い竜と、その隣にいる褐色の肌のエルフ──いや、魔族か。反対側にいるのはたぶん、古代エルフだ。昔々の、今はほとんどいなくなってしまった種族の壁画かな。

　なんだか、歴史を感じるな。

「それで……これがこのダンジョンの宝物か」

「はい。すごく澄んだ魔力を感じます」

　僕の隣で、セシルが言った。

　部屋の中央にあるのは石造りの台座と、その上にある結晶体。

　オレンジ色で、ほのかに光ってる。大きさは人間の大人くらい。

　持って帰るの大変そうだね。

　それに、触れていいのかどうか、あらかじめ確認した方がいいな。

「この迷宮のシステムに聞く。僕たちはこれを持って帰っていいのか？」

　反応なし。

　困ったね。

「僕たちは迷宮をクリアした。となると、これは僕たちのものってことでいいんだよな？」

　これも反応なしか。

　しょうがない。こっちのカードを見せよう。

　僕はセシルの手を握った。

「イリスとラフィリアも、こっち来て」

「はい。お兄ちゃん」「はいですぅ」

　イリスは僕の前に。ちっちゃな身体からだを寄りかからせて、と。

　空いた手でラフィリアの手を握り、それから『天竜シロの腕輪』をはめた左腕を掲げて──

「セシル。古代語で話しかけてみて。ここにいます、持って帰っていいですか、って」

「はい──えっと。『魔族、古代エルフ、ふたつの竜がここにいます。問います。この魔力結晶は、持って帰っていいですか？』」




『────古き血の存在を確認』




『────「アースガルズ」残留思念。第２式に移行』




『────後継者に語りかける形態へと変化──のちに──消滅』




　声が変わった。

　ゆっくりと、目の前に人影が現れる。

　ダンジョンの入り口にいたのと同じ『黒髪の人』だ。




『──そのまま持って帰ってもよかったのだ』




『黒髪の人』は言った。




『これは「あの竜」の時代、未来を信じて作ったもの。まだ純粋だった「あの竜」の魔力結晶』

「あの竜？」

『古代エルフは未来を心配し、魔族はいまだ未熟な人間たちを想おもい、「あの竜」に慈悲を求めた。人が自由に生きるために、魔力を残して欲しい、と』




『黒髪の人』は、僕の言葉には答えない。

　決められた言葉を話しているだけみたいだ。文字通りの『残留思念』ってことか。




『この地のことを知るのは、魔族、古代エルフ、「あの竜」のみ』




『黒髪の人』は言った。




『されど、あの竜は憂えていた。人が異世界から勇者を呼ぶようになったことを。勇者の力は途方もないもの。仮に竜を──殺すほどの力を持っていたなら──この結晶は──』




　声が、途切れ途切れになる。




『人が竜より、強くなっていたなら──この結晶体で、竜を救って欲しい──』




『──この魔力結晶を──人を支配したがる者に与えれば──その者を魔王にしてしまう──』




『──あの竜が裏切られ──闇やみに落ちていたら──名前を呼んで──』




『──竜はこの世界に必要──人を統べる王が──謙虚であるために。自分たちよりも巨大で──手の届かない存在がいることで──おごらずにいられる──ように──』







『──せめてどうか──すべての竜が優しい人と、ともにありますように──』







　──それを最後に、言葉は途切れた。

　なるほど。

　つまりこの魔力結晶は『あの竜』──『アースガルズ』と呼ばれるものが、まだ弱かった人間が使えるように残してくれたもの、ってことか。

　でも、当時の人間は異世界から勇者を呼ぶようになった。でもって、その勇者が強かったので、生命の危険を感じるようになった。

　で、もしも未来、竜が弱くなっていたら、この魔力を竜にあげて欲しい、ということか。

「……人を支配したがる者にあげたら、その者を魔王にする……」

　こわいなー。

　確かに、強力な魔力を秘めてるみたいだからな。この魔力結晶。

「みんなの意見を聞かせてくれる？」

　僕はみんなの方を見た。

「このダンジョンをクリアしたのは僕たちだから、この魔力結晶を自由にする権利がある。でもって、これは竜にあげるといいらしい。僕たちの知り合いの竜といえば『海竜ケルカトル』と『天竜ブランシャルカ』だよね。でも『海竜ケルカトル』は充分に強い」

「ちょっと待ってください。ナギさん」

　レティシアが手を挙げた。

「『海竜ケルカトル』はわかります。でも『天竜ブランシャルカ』とはいつ出会ったんですの？」

「あれ？　言ってなかったっけ？」

「聞いてませんわ」

　そっか。

　レティシア、いつも一緒だからてっきり言ってると思ってた。説明不足だったな。

「『天竜ブランシャルカ』とは、旅行中になんとなく出会ったんだ」

「なんとなく!?」

「しかも、その卵が腕輪になって、僕の腕についてる」

「わかりましたわ。その子が『外なる九つの告死姫たちナイン・アポカリプス』の９人目、シロさんですのね。まさか天竜とは思いませんでしたわ……」

「ごめんね。説明不足で」

「いえ、言わなかったのは賢明だと思いますわ」

　レティシアは困ったように頭を搔かいた。

「こんな身近に天竜がいると知っていたら、わたくしも冷静ではいられなかったですもの」

「うん。それで、その天竜──シロだけど、彼女はまだ卵の状態で、魔力がたまるのを待ってる。だから、ここにある結晶体の魔力をあげれば──」

「わかりましたわ。つまりこの世界を救済──」

「一緒に遊んだり、温泉行ったり、ピクニックに行けると思うんだ」

「…………え？」

「え？」

　あれ？　どうして不思議そうな顔してるの、レティシア。

　セシルとラフィリアは納得したようにうなずいてる。

　シロの『おかーさん』のリタとアイネ、イリスは目をきらきらさせてる。

　カトラスもシロのことは知ってるから、仲間が増えるのはうれしそうだ。レギィも「可愛かわいい子じゃったものなー。着せ替えさせるのが楽しみじゃ」って喜んでるけど。

「ぷ……ふふ。はははははっ」

「どしたのレティシア」

「い、いえ。改めて『ナギさんはそういう方』って思い出したのですわ」

「……もしかして、褒めてる？」

「もちろんですわ。それと、わたくしはこの魔力結晶を、シロさんにあげるのに賛成しますわ」

　レティシアは手を挙げた。

　他のみんなも同意見だ。じゃあ、いいかな。

「……起きて、シロ。ごはんだよ」

『…………むにゅ。おとーさん……？』

「昔の竜が、シロのために遺産を残してくれたんだ。食べられる？」

『……うん。とってもきれいな魔力。自分の魔力じゃないけど、シロ、食べられるよ？』

「そっか。じゃあ、めしあがれ」

『うん！　わかったかと！』

『天竜シロの腕輪』が光った。

　シロの名前の通りに、真っ白できれいな光。

　それが『古代の魔力結晶』を包み込んでいく。オレンジ色の光が、シロの出す『白い光』に変わり、ゆっくりと──『天竜の腕輪』に吸い込まれていく。

　時間にして、約数分。

　いつの間にか、『古代の魔力結晶』の光は消えていた。

　透明だった結晶は、くすんで、ヒビが入ったものに変わり──がたん、と倒れて──砕けた。

『……おいしかった──』

「どんな感じ？　シロ」

『…………うまれそう』

　ぽつり、と、シロは言った。

「「「「「「「「『え？』」」」」」」」」

『シロ……うまれそう。この世界に……』

「全員、このダンジョンから撤退！　帰ってお湯を沸かして、着替え出して、シロが生まれる準備を整えよう！」

「「「「「「「『りょーかい!!』」」」」」」」

　そんなわけで──

　僕たちは大急ぎで『謎ダンジョン』を離れることにしたのだった。










「俺のスキルは『能力位階低下スキルダウナー』だ。残りの魔力を振り絞って、ダンジョンの『転移能力』を低下させることができた……」

　ダンジョンを出たら、ヤマゾエがいた。そのまわりには、ローブを着た５人の人影。

　みんな息を切らせながら、『転移魔法陣』の向こうで、僕たちをにらみつけている。

　あいつは『能力位階低下』で、ダンジョンそのものの転移スキルをレベルダウンさせて、近場の転移で済ませたらしい。それで必死に山道を登ってきたんだろうな。すごいな。

「お、お前たちを、このまま行かせるわけにはいかない。このダンジョンの魔力結晶は俺たちのものだ。俺はあれを手に入れて──」

「まさかとは思うけど……魔王を作り出す、とか？」

　僕は言った。

　ヤマゾエの表情が、固まった。

　本人は覚えてないかもしれないけど、さっき『このクエストをクリアすれば魔王に会える』って言ってたし。

　それに、ずっと疑問に思ってた。

　本当に魔王がいるなら、この大陸に部下か──中ボスくらいは現れてもおかしくない。なのに出てくるのは普通の魔物だけ。

『海竜ケルカトル』は魔王に関わるなと言っていたけど、その正体については語らなかった。

　もしかしたら、魔王なんかいないのか──あるいは魔王と呼ばれるニセモノが存在するだけなのかもしれない。

　でも、勇者はいる。

　ヤマゾエはこうして『魔力結晶』を手に入れるためにやってきている。

　だとしたら──

「魔王がいないと勇者は存在する理由がない。王家は勇者召喚をする理由もなくなる。だから、魔王は存在しなければいけない。王家が勇者召喚をして、その勇者が王家のために戦う理由づけのために……ってこと？」

「あきれたな。妄想もいいところだ」

「だよな」

「『ギルドマスター』は『魔力結晶』を手に入れたら、魔王と戦うことができると言っただけだ。きっと、魔王と戦うためにはそれだけの力がいるということだろう」

「で、魔王はどこに？」

「王家と『ギルドマスター』だけが知っている。勇者が勝手なことをしないように。我々の安全を考えてくれているんだろう」

　状況証拠ばっちりじゃねぇか。

　魔王がいなければ勇者は必要ない。

　でも、勇者は貴族と王家にとって便利だ。強いし、『契約』すれば縛れるし、貴族を押さえ込むのにも使える。

　でもって、魔王の存在をほのめかしていれば、勇者をコントロールすることだってできる。

　本当に魔王がいなくて、王家と『白いギルド』が、そうやって勇者をコントロールしてるんだとしたら──

「ヤマゾエが対立するべきなのは僕じゃなくて、王家や『白いギルド』だと思うよ」

　僕は言った。

「今すぐ王宮に戻って、魔王がいるのかどうか王様に聞くべきだろ。それでちゃんと話に納得ができたら、僕にも協力できることがあるかもしれない──」

「うるさい！」

　ヤマゾエは叫んだ。

「俺はもう組織の一員だ。組織のランクを上がっていって、最上位の勇者になるって決めたんだ！　見ろ！　『ギルドマスター』は俺にだけ召喚用のアイテムをくださっている！」

　そう言ってあいつが突きだした腕には、黒いブレスレットがあった。

　ねじれた螺ら旋せん形をしていて、表面には黒い水晶がはまっている。

「──『姿をお見せください。ギルドマスター』！」

「みんな退さがって!!」

　まずい。

『ギルドマスター』は『白いギルド』のボスキャラだ。陰でずっと勇者を操っていた。

　ヤマゾエは、その人をこの場に召喚できるのか!?

　前の戦いでタキモトが言ってた、『ギルドマスターは竜だ』って。ということは──

「イリス、ちょっと耳を貸して」

「……はい。お兄ちゃん」

　僕はイリスに作戦をささやく。ついでにセシルには、ダンジョンの魔力を確認してもらう。

　念のため『天竜の腕輪』にもお願いして……みんなにも指示を出して。

　あとは、ぶっつけ本番だ。

「もしかしたら『ギルドマスター』って──」

「もう遅い。俺は『ギルドマスター』から力をもらって、さらに強力な勇者になるんだ！」

　ごおおおお、と、空気が揺れた。

　ヤマゾエの腕輪から、螺旋を描いて魔力が噴き出す。

　その中心から、ゆっくりと、人影が現れようとしていた。

　その人物が着ているのは、真っ白なローブ。

　顔はフードの陰に隠れていて、わからない。

　ローブの袖そでからは、真っ白な、細い手のひらが突き出ている。すべての手には指輪。

「ははっ！　『ギルドマスター』が来れば怖いものなどない！」

　ヤマゾエは剣を振り上げた。

「そして、これが俺の力だ。くらえ！　『天鳴剣波』!!」

「おおおおおっ!?」

　僕たちは一斉に叫んだ。

　すごい。ヤマゾエの剣から魔力の刃が飛び出した。意外としょぼいけど、それはセシルの『古代語版　堕だ力りよくの矢』に魔力を持って行かれたからだろう。

　さらに、背後の魔法使いたちの手から魔法が飛び出す。『火球フアイアボール』『真空斬』『石の散弾』──それらはまっすぐ、僕たちに向かってきて──




　幻影の僕たちをすり抜けて、ダンジョンの壁にぶち当たった。




「──はぁ!?」

「ありがと。イリス」

「いえいえ。お兄ちゃんの作戦通りでしょう」

　反対側の壁の前で、僕たちは言った。

　もちろん、ヤマゾエたちが攻撃したのは、イリスの『幻影舞台ステージ・オブ・イメイジング』で作った幻だ。

　リタがヤマゾエたちの気配に気づいてたからね。対策を立てておいたんだ。

「それに『ギルドマスター』の正体も知っておきたかったから」

　ヤマゾエがブレスレットで召喚した『白いローブの人』は、まだ出現しきってない。

　まるでその人も幻影のように、ゆらゆらと空中で揺れている。

「セシル、リタ。あのひとは実体？　それとも──」

「魔力で作った身体からだだと思います。フィーンさんと同じです」

「すっごく変な気配を感じるわ。少なくとも、人間じゃないわね」

「お、お前たち。『ギルドマスター』に失礼なことを!!」

　ヤマゾエがまた、剣を振り上げる。

　だけど遅い。こっちのコンボはもう始まってる。

「古代の遺跡に攻撃するなんて恥を知りなさい！」

　レティシアが一歩前に出て、叫んだ。

「全魔力投入ですわ！　発動！　『強制礼節マナー・ギアス』!!　ごあいさついたしますわあああああっ!!」

　そして、レティシアは丁寧に頭を下げる。

　魔力の減ったヤマゾエと、疲れた魔法使いたちに、レジストはできなかった。

　レティシアにつられるように、彼らは深々と頭を下げて──

「少しおとなしくしてて。魔法使いさん」

「眠るといいの」

「はい。スライムさんで拘束させていただきますよぅ」

　リタの拳こぶしが魔法使いを捉とらえ、

　アイネのモップがスタンさせて、

　ラフィリアが使い魔『エルダースライム』で動きを封じていく。

　そして最後に残ったヤマゾエは、

「強敵っぽいので止まっていて欲しいであります！　『豪・中断盾撃キヤンセリング・シールドチヤージ』!!」

　どごん。

　カトラスの『豪・中断盾撃』が吹き飛ばした。

　転がったヤマゾエは──立ち上がれない。

『豪・中断盾撃』は、相手の行動を一時的に『吹き飛ばす』。動いても動かなかったことにする。

「な、なんだこれは。ふざけるなぁあああああ!!」

　ヤマゾエはびくん、びくん、と震えてる。

「おかしいだろ!!　俺は勇者だぞ！　俺は『ギルドマスター』に選ばれた勇者なんだぞ!!」

「そっか。僕は凡人だよ」

「──な!?」

「僕はこの世界のみんなに助けてもらってるだけの、凡人だ。だから勇者がすごく怖い。その正体を知り尽くして、対策を立てないと怖くて仕方ないんだ。『ギルドマスター』のことを知りたいと思ってるのもそのためだ」

「馬鹿なことを！　この方は俺たちより上なんだ。上の方が考えてることを理解するとか、対策を立てるとか、そんな失礼なことをまだやってるのか、君は!!」

　ヤマゾエは床の上で転がりながら、『ギルドマスター』を指さした。

「俺は魔王を倒して真の勇者になる！　だから、力を示してください『ギルドマスター』!!」




『オオオオオオオオオ！』




『ギルドマスター』が声をあげた。




『第２８１クエストを実行せよ。第５領域のアイテム。それに類する勇者の召喚。

　召喚はすでに実行され、その者にこの地の「魔力結晶」を渡す。

　それにより、ついに魔王を倒すことができるであろう』




『ギルドマスター』から、魔力の風があふれ出す。

　身動きもできないくらい強力な風。なのに『ギルドマスター』のフードはゆらがない。

　その顔は見えない。どんな表情をしているのかも、全く。




「見ろ！　これがギルドマスターの力だ！」

　ヤマゾエが腕を広げ、叫んでる。

「俺は、魔王を倒して真の勇者になるんだ！　そして、みんなに認められ──」

『この地の魔力結晶は、魔王を誕生させる。素体はすでに用意してある』




　空気が、凍り付いたようだった。




『とこしえに勇者と魔王は争い合うがいい。それが、人間の願いなのであろう。

　古いにしえの竜を殺したお前たちは、それを願っていたのだろう。王と英雄と、それに反逆するものを魔とする世界を作ることを。

　ならば、この世の終わりまで、それを続けるがいい』

「──そ、そうだな。『ギルドマスター』のおっしゃる通りだ！」

　おいこら。ヤマゾエ。

「この方のお言葉には、俺たちにはわからない深い意味があるに違いない！　きっとそうだ。違うというなら、証拠を持って来い！」

「……ヤマゾエ。お前、それでいいのか……？」

　僕は風に抵抗しながら、なんとかイリスのところへ近づいていく。

　イリスは床に座り込みながら、僕を見てうなずく。

「……お兄ちゃんが予想されていた通りでしょう」

　イリスが使っているスキルは『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』。

　竜と意識を通じ合わせるスキルだ。

「あの『ギルドマスター』さまの正体は──竜です！　大地を駆ける竜……そのようなイメージを感じました。さらに、ここにいらっしゃるのは本体ではなく、魔力を利用したニセモノでしょう！　ただの緊急時の武器です！」

「わかった。ありがと！」

　前回戦ったタキモトが言ってた。『ギルドマスター』は竜だ、って。

　でもって、ヤマゾエたちはこの施設を知っていた。

　そうなると『ギルドマスター』の正体は、僕たちが知らない竜で、この施設に関係するもの。

　仮に、それが王家と関わりがあるものだとすると──

「『ギルドマスター』。あなたの正体は、王家に殺された古い竜の残留思念。名前は大地を駆ける竜──いや、『海竜ケルカトル』『天竜ブランシャルカ』に並ぶ名前だとすると──」

　僕は『白いローブの人』に告げた。

「あなたの名前は『地竜アースガルズ』だ。違うか!?」

『──』

「だからヤマゾエはこの場所を知っていた。そりゃそうだ。ここはあなたが作った施設だからな。あなたがここにヤマゾエたちを来させたのは、『天竜ブランシャルカ』が復活したのを感じたからか？　どうしてあなたは殺された？　どうして──この世界はこんなにブラックなんだ？」

『──我は──』

「『ギルドマスター』!?　どうされたのですか!?　俺の敵を倒してくださいよ!!」

『──本当の──我は──』

『ギルドマスター』は動かない。まるで、なにかを思い出そうとしているように。

「──シロ。魔力を」

　僕は『天竜の腕輪』に触れて、言った。

「さっきもらった魔力をちょっとだけぶつけてみて。あの人が、自分の正体を思い出せるように」

『わかったかと──っ！』

　ふわり。

　僕が腕につけた『天竜の腕輪』から、光があふれ出す。

　さっきもらった魔力と、シロ本来の魔力。

　それが『ギルドマスター』が起こす風を、受け止めた。

　シロの魔力は『ギルドマスター』を包み込み、やさしい波のように、空間を満たしていく。

　そして──







『──思い出した』




　からん。




　ヤマゾエの腕から、ブレスレットが落ちて──砕けた。

『ギルドマスター』のフードが外れて、その顔があらわになった。

　白い肌。

　黒い髪。

　金色の瞳ひとみ。

　僕たちをここに迎えてくれた、『黒髪の人』そのものだった。

『──自分の名前を──自分が、何者だったのかを──』

『ギルドマスター』は僕たちを見て、笑った。

『────我はとても、人間を──好きで──』

　そして──それだけ言って、消えてしまった。

「やっぱり『ギルドマスター』の正体は、古い竜だったのか」

「シロさんの魔力に触れたことで、自分の正体を思い出したんですね」

「シロちゃんのお手柄ね。急いでおうちに帰って、歓迎の準備をしましょ」

　僕とセシルとリタは額を合わせてひそひそ話。

　イリスもラフィリアも、レティシアとカトラスも、もっともだ、って感じでうなずいてる。

「なんなんだよ君はああああああああっ！」

　あ、ヤマゾエが切れた。

「どうして俺の知らないことを知ってるんだ！　どうして俺たちに勝てるんだ!?　王様に放り出されたクズのくせに！　勇者にもなれない底辺のくせにいいいっ!?」

　……うん。もういいや。話が通じそうにないし。

「そろそろかな。セシル」

「そうですね。ダンジョンの魔力がまた、動き始めていますから」

　セシルは天井を見て、一言、

「シロさんの魔力で、このダンジョンの防御機構が再起動したんです」

　不意に、広間に声が響いた。




『──ダンジョン──未クリア者による──ダンジョンへの攻撃を──確認──』

『──追放──記憶の抹消を──行う──』




「みんな。通路の中に戻って！」

　僕とセシル、リタ、アイネ、レティシア、イリス、ラフィリア、カトラスは『転移魔法陣』のある部屋から、通路の中へ戻る。

　でも、ヤマゾエは足元にある『転移魔法陣』に気づかなかった。

　あいつは転移してきたわけじゃない。それに『転移魔法陣』は、起動時まで表示されない。

　その結果──

「な、なんで……俺の『能力位階低下』が──使えな──」

　ヤマゾエはまだ『豪・中断盾撃』の効果を受けてる。だから、レジストできなかった。




　しゅんっ。




　ヤマゾエとその仲間たちは、どこかへ消えてしまったのだった。

　武器と鎧よろい、その他アイテムをダンジョンの中に残して。

「そういえばあいつ、どこに飛んだの？」

「フィーンが言っております。この魔法陣は、数カ所に転移先があるそうであります」

　カトラスが床の魔法陣に触れながら、言った。

「きっと、王都の方に行ったのではないかと」

　そっか。

　じゃあ当分、会うこともないだろ。僕たちのことは忘れてるはずだし。

『……おとーさん。急いで。シロ、産まれそうだよー。おとーさん……』

　また『天竜の腕輪』から声がした。

「みんな急いで転移の準備を！　おうち帰るよ！」

　こうして──




　フィーンに大急ぎで『転移魔法陣』を起動してもらい、僕たちは森の広場へ。

　そこからは本当にもう、大変だった。

　リタに、獣人の村へと走ってもらって、馬を借りて──

　先行して僕とセシルとアイネが馬に乗り、揺らさないように大急ぎ、

　リタは『完全獣化ビーストモード』でついてきてもらって──

　その日のうちに、僕たちは保養地ミシュリラの別荘に戻った。




「お湯を、お湯、お湯を沸かさないと！」

「はい。ナギさま、火力が足りないので古代語魔法──火球──」

「だめよセシルちゃん！　おうちが灰になるわ！　炎の矢フレイムアローで我慢して！」

「リタさんこそ落ち着くの！　まだ水も汲くんでないの！」

　それからがまた大騒ぎ。

　僕は遅れてこっちに向かってるイリスたちに連絡を取りながら、なんとかお湯を沸かすことに成功した。それを大きな桶おけに入れて、リビングで待っていると──




　クッションの上に置いた『天竜の腕輪』から、光があふれた。




　卵に、亀裂が走った。隙すき間まから、濃密な魔力が流れ出た。

　そして──




「シロ！　誕生したかと──っ!!」




　ちっちゃなシロが、そこにいた。

　当たり前みたいに。ずっと、家族として、そこにいたみたいに。

　もちろん素っ裸で、こないだ現れたのと同じくらいのサイズだ。

「ひさしぶりだよ、おとーさん！　おかーさ──わわわっ!?」

　ばしゃーんっ。

「はい、シロちゃん。身体からだを洗うの」

「リタおかーさんがきれいにしてあげるもん」

「で、でおくれましたっ！」

　アイネとリタがシロを抱き上げ、タライの中に入れる。

　人肌のお湯の中で、ふわふわと、魔力の結晶が浮き上がる。シロが取り込んだ『古代の魔力』の余りだ。それが光る粒子になって、部屋の中をただよってる。

　神秘的な光景だった。

　やっぱりシロは天竜で、神話的存在なんだな……。

「おとーさん。だっこ！」

「はいはい」

　ちっちゃな子どもなのは変わらないけど。

「シ、シロちゃん。次は私の番よ」「わたしも」「アイネもなの！」

「うん。リタおかーさん。セシルさん。アイネおかーさんっ！」

　シロはとびっきりの笑顔だった。

　リタもアイネも笑ってる。でも、セシルは少しだけ不満そうな顔だ。

「あの……シロさん」

「なぁに。セシルさん！」

「わ、わたしのことも『セシルおかーさん』って呼んでくれませんか？」

「んー。今は無理かなー」

　シロは首をかしげて、不思議そうな顔のセシルを、見上げて、
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「セシルさんはもう、他の子のおかーさんだから！　シロが一番を取るわけにはいかないかと！」

「「…………え？」」

　僕とセシルは顔を見合わせた。

　え？

　もしかして……それって。いや、でも早すぎだ。

　僕とセシルがそうなってから、まだちょっとしか経たってないのに。

「シロは天竜だから、そういうことがわかるよ。セシルさん、もうすぐおかーさんになるかと！」

「大変！」「お湯を沸かさないとなの!!」

　リタとアイネが走り出す。というか、早い早い。

　僕とセシルはなんとなく手を繫つないで、お互い、目を合わせてた。

　シロは天竜だから「そういうこと」がわかるのかもしれない。生命的な、なにか、とか。

　だったら、それは間違いのないことで。

　セシルの中には……その、僕の子どもが……いて。

「と、とりあえず」

「そうですね。約束がありますから。レティシアさまに連絡しないと」

　僕たちの最初の子どもは、レティシアが名付け親になる。

　こないだ、そういう約束を交わしたからね。

　それに……リタとアイネの様子を見ると……隠しとくのは無理っぽい。

「と、ということですので……えっと」

　セシルは背筋を伸ばして、僕に向かって、深々と頭を下げて──

「こ、これからもよろしくお願いします。ナギさま」

「よろしく。セシルおかーさん」

「んっ。んんんっ!!」

　セシルは胸を押さえて、のけぞった。

「も、もーっ。ナギさまがおっしゃると破壊力が大きすぎます……わたし……わたし」

　涙ぐむセシルの頭をなでて、抱きついてくるシロの背中をなでて、

　リタとアイネはなぜか、大慌てでお湯を沸かし続けてて、

　そんなことをしているうちに、イリス、ラフィリア、レティシア、カトラスも帰ってきて──




　シロの誕生と、もうひとつの誕生のニュースを受けて、僕たちのクエストは一段落したのだった。








あとがき






　こんにちは、千せん月げつさかきです。

『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました』９巻を手に取っていただき、ありがとうございます。

　読者の皆さまのおかげで『チート嫁』も９巻まで来ました。次でついに、巻数が二ふた桁けたになります。本当にありがとうございます。そして、これからもよろしくお願いします。




　今回は獣じゆう人じんの村でのお話がメインです。

　とある事情から、獣人の子どもを救うことになったナギたち。

　そして、たどりついた獣人の村で、過去の自分と向き合うことになったリタ。

　チートキャラとして、戦うときはしっかり戦う彼女。

　そんなリタが、戦いの末に見つけ出した「お願い」とは──？




　さらに今回は全体の３割くらいが新規書き下ろしになっています。

　獣人の村での戦いのあと、とある場所での『総力戦』のお話です。

　その結果、戦いの果てに目覚める彼女は──

　ナギの策略と嫁たちのチートスキルが冴さえ渡る９巻を、ぜひ、読んでみてください。




『小説家になろう』では『チート嫁』のＷＥＢ版の連載も続いています。他にもいろいろなお話（異世界で女の子と義兄妹になって国づくりするお話など）を書いていますので、ぜひ、遊びに来てください。




　それでは、最後にお礼を。

　書籍版を読んでいただいている皆さま、いつもＷＥＢ版を読んでいただいている皆さま、本当に、ありがとうございます。皆さんに支えられて、『チート嫁』も９巻まで来ました。どうか、これからもよろしくお願いします。

　イラスト担当の東とう西ざいさま、今回も素敵なイラストをありがとうございました。９巻は特に見たかったシーンがイラストになっていたので、本当にうれしかったです。

　コミカライズ担当のカタセミナミさま、登場するみんなを魅力的に描いていただき、本当にありがとうございます。いつもコミック版を読むのを楽しみにしています。

　編集のＫさま。いつも素早いレスポンスをありがとうございます。なにかと心配性の作者ですが、今後ともよろしくお願いします。




　最後に、この本を手に取っていただいている方にも、最大級の感謝を。

　このお話を気に入っていただけたら、ぜひ、またお会いしましょう。


千月　さかき


















　外れスキル「影が薄い」を持つギルド職員が、実は伝説の暗殺者　電子特別お試し版　（著：ケンノジ　イラスト：ＫＷＫＭ）
















　歴代最悪と呼ばれた魔王を一人で暗殺し、伝説と呼ばれた最強の暗殺者ロラン。勇者すら超える力を持つ彼が戦いのあとに褒賞として願ったのは──「普通の生活」を送ること!?

　かくして、普通に生きるため冒険者ギルドに就職したロランだったが、今まで暗殺者として生きてきた彼の思考は世間の常識とかけ離れたものばかり。魔王を使い魔にし、勇者を泣かせ、領主を土下座させ、只者ではないオーラを振りまくロランは、果たして普通の生活を手に入れられるのか？








１　最後の任務









「ロランを活いかす最高の作戦ね！」

　勇者アルメリアは、そう言って疲れた顔に笑みを咲かせた。

　俺たち勇者パーティは、魔王城内を進み、空き倉庫で作戦会議をしていた。

　魔王がいるとされる謁えつ見けんの間まで、あと少しというところだった。

　作戦の簡単な概要は、勇者と魔導士、大神官、聖騎士──今まで一緒に旅をしてきたみんなが、魔王を引きつける。俺は、『影が薄い』スキルの特性を活かし魔王を仕留める。

　たったそれだけの作戦だった。

「アルメリア、そういうのはおまえの役目だろう」

　勇者のくせに、なんでサポート役に回ろうとしてるんだ。

「いいのよ。これが成功率が一番高そうな作戦なんだし」

　他のみんなも異口同音にその作戦に賛成していた。

　俺が引きつけ役としてはうってつけなんだが……。

「ひいき目なしに、ロランが一番だから」

　個々の戦力でいえば、確かにそうだろう。その理屈はわかるが……。

　ここに来るまでに、みんな体力も魔力も消耗している。

　疲労が滲にじんでいるせいもあって、悲壮感すらこの場に漂っていた。

　このままでは、誰か死ぬ。

　これでも今まで旅をしてきた仲間だ。

　誰一人として欠けることなく、この旅を終わらせたい。

　いつもは騒がしい休憩時間だが、みんな口数が少ない。

　思うところがあるのか、それとも覚悟を決めているのかもしれない。

　席を外させてもらおう。

『影が薄い』スキルを発動させ、休憩している倉庫を出ていこうとする。

「ロラン、どこ行くの？」

　アルメリアにあっさり見つかった。その声でみんなが気づいた。

　俺の『影が薄い』スキルなんてその程度の、自分への意識を薄くする程度。

　透明になれるわけでも、気配を完全に消せるわけでもない。

　誰もがスキルを授かる世界で、外れも外れ、大外れのスキルだった。

「ちょっとな」

「ちょっとって……何？」

「トイレだ。ついてくるか？」

「も、もぉ！　早く済ませてきなさいよ！　こんなときに緊張感ないんだからっ」

　年頃女子の集団でもある勇者パーティ。

　アルメリアは何を想像したのか、顔を赤くしてしっしと手で俺を追い払う。

「すぐ戻る」

　気配を探り、問題ないことを確認して俺は倉庫をあとにした。

　戻る気なんてないし、もうきっと二度と会うこともないだろう。

　誰も欠けることなく、旅を終わらせる。

　それが、俺の任務だ。

　あのまま魔王と相対すれば、誰かきっと死ぬ。

「……さて、仕事の時間だ」

　魔王城の最上階は、気味が悪いほど静かだった。

　長い長い廊下の先に、豪ごう奢しやで趣味の悪い大きな扉がある。

　……あそこか。

　俺はそこにはむかわず、廊下の窓から外に出る。

　二階下ほどにあるテラスへ飛び、静かに着地。

　警備兵でもある魔騎士を発見。腰の短剣を抜く。

　手で口を覆い、魔騎士の喉のどを裂く。

　力の抜けた敵をそっと横たえた。

　魔王がいる謁見の間は、建物の構造上、正面からしか入れない。

　仲間たちはそう思っていた。

　だが、手に入れた内部図面を確認すると、俺なら通れるルートがひとつあった。

　俺ならこのルートで行く、と内部図面を前にみんなに説明した。

『そんなアクロバティックルート、絶っっっ対に無理よっ』とアルメリア。

『ああ、私もそう思う』と聖騎士のエルヴィ。おまえは高い所が怖いだけだろ。

『……楽しそう……』と魔導士のリーナが言った。運動神経ゼロだからやめておけ。

『ぷぷ、ぷぷ。魔王と戦うのに、ここまできて転落死するとか、ぷぷ。ギャグですね』と、大神官のセラフィンは笑いをこらえていた。

　……と、まあ、そんなやりとりをさっきの作戦会議中にしていた。

　尖せん塔とうめがけてロープをかけ、音もなく影から影を移動する。

　正々堂々正面からなんて、勇者のやること。

　俺は、正々堂々不意を打たせてもらうことにする。

　ロープを握ったまま尖塔を壁伝いに走り、勢いをつけて飛ぶ。

　魔王がいる謁見の間──その絶対不可能な侵入ルートの窓に到達した。

　息をすっと吸い込んで、ゆっくりと吐き出す。

　人差し指に魔力を込めて、窓ガラスを突つく。

　強固な魔法結界を一点だけ破り、同時に窓ガラスに穴を開けた。

　面で展開される防御系の結界には、点での攻撃が有効だ。

　かかっていた鍵かぎを解錠し、そっと中に飛び降りた。

　玉座の真後ろ。

「面白い客が来た」

　さすが魔王といったところか。俺の来訪は一瞬にして見抜かれた。

　禍まが々まがしい魔力を放ちながら席を立つ。俺は魔王と正対した。

　仰々しいマントを羽織り、切れ長の瞳ひとみでこっちを見ている。

　燃えるように赤く長い髪に、血のように赤い瞳。

　美しい魔族の女だった。

　言葉はいちいち交わさない。

　スキル発動──全力でこいつを殺す。

　俺が動くと同時に、魔王は黒い雷のような魔法を放つ。

　初見の魔法だが、回避に苦労はしなかった。

　見当違いの場所へ撃っているからだ。

「ん……？」

　魔王が異変に気づいた。

　だが、威力はさすが。

　魔法結界をあっさり破り、轟ごう音おんとともに壁を吹っ飛ばしている。

　俺に直撃したら、塵ちりも残らなかっただろう。

　二発目もまったく違う場所へ放った魔王。

　これも見当違いの方角への攻撃だった。

「──またか……！」

　さっきからずっと俺は『影が薄い』スキルのオンとオフを繰り返している。

　スキルは本来、即座に切り替えられるようなものではないのだが、照明のスイッチのように俺はオンとオフを使いこなせた。

　目の前にいたはずなのに消える。かと思えば、やっぱり目の前にいる──。

　これを素早く交互に繰り返すと、相手は混乱してくる。

　視界に捉とらえようと躍起になればなるほど、ドツボにはまる。

　俺は、一歩も動いてないのに。

　完全に混乱すると、生物はみんなこんなもんだ。

「小こ賢ざかしい……！」

　魔王が苛いら立だちはじめた。

　魔力、魔法技術、魔法センス、それらの戦闘力は確かに群を抜いて高い。

　だが──。

「……魔王、最後に戦ったのはいつだ」

　王はそう易々と戦わない。

　前線に姿を現したという話も聞いたことがない。

　常に敵と戦い、感覚を研ぎ澄ませていた俺を相手に、そのブランクは致命的。




　とはいえ、俺のスキルは、英雄にはなれない外れスキル『影が薄い』。

　だが言い換えれば、外れスキルというのは、誰だれも使わないスキルということ。

　だから外れスキルというのは、誰も対処法がわからないスキルということでもある。




　馬鹿となんとかは使いよう──。

　創意工夫。

　たったそれだけで、外れスキルは、誰も真似できない『最強スキルスペシヤルワン』になる。




「俺のスキルはさすがに初見だったか？」




　声に反応した魔王が、振り向きざまに魔力で固めた闇色の長剣で攻撃する。

　スキルをオンにした俺はそこにはもういない。

「チッ、どこに──」

「……目の前だ」

　正面をむいた瞬間、魔王の眉み間けんに短剣を突きつけた。

　子供でも小遣いを貯めれば買える短剣。お値段一七〇〇リン。

　特別な武器なんか要らなかった。

　武器はあくまでも道具に過ぎない。

　自分自身が最大最高の武器である──。

　暗殺者として、それが理想なのだと教え込まれた。

「く……妾わらわの負けを認めよう……。魔王軍を縮小、そののち解散。人間に害をなさぬよう、残党にはキツく言いつけ撤退させる」

　魔王は膝ひざをついた。

「そういう話ではない」

　こいつが本気で魔王軍を解体し、人間に危害を加えないようにしても、魔王という旗印が生きている限り、戦乱の火種を常に抱えているようなもの。

　勇者パーティのお守りと魔王暗殺──それが俺の任務だ。

　放棄することはできない。

「言い残すことがあるのなら聞こう」

　俺が言うと、うなだれていた魔王は、顔を上げた。

　安心したような表情だった。

　背負った重荷がようやく下ろせる、とでも言いたげだ。

　だから、覚悟はしていたのだろう。

　俺は魔王を殺した。

　これで任務完了。

　俺は正面の扉から出ていき、魔王城を一人あとにした。













　こうして、最強と呼ばれた魔王を倒した暗殺者は、人知れず伝説となった──。








２　王城での報告









「──というわけで、魔王はもういない」

　国王の私室。

　魔王を倒した後、俺は依頼主のランドルフ王に報告をしていた。

「おお！　おお……！　よくやってくれた！」

　ランドルフ王は、年のころは四〇を少し超えたくらいの、堅物でも阿あ呆ほうでもない気の良い中年男とでも言えばいいだろうか。

「まさか、史上最強、最悪とまで言われた魔王をこうもあっさりと……」

「報告だけでは、あっさりと聞こえるかもしれんが、アルメリアたちがいなければ、魔王城にすら辿たどり着つけなかっただろう」

　一対一の強さならおそらく俺が一番だろうが、一対多数になると、勇者アルメリアや、魔導士リーナが強い。俺の能力は火力が無さ過ぎる。

　大神官のセラフィンは意外と頭がキレるし、聖騎士のエルヴィは、壁役としてみんなを守り、その正義感で道を示してきた。

　みんな、それぞれの特性を活いかしたいいチームだったと思う。

「依頼をしておいてなんだが、単独で魔王を撃破したという事実が、まだ信じられない……」

「暗殺者というのは、一対一の戦いに特化している。それだけのことだ」

　他の暗殺者がどうか知らないが、俺の暗殺技術は、一対複数を想定していない。

　俺はそれを教わり、自分で突き詰めていっただけなのだ。

　勇者、魔法使い、その他職業は、色んな場面を想定して鍛錬を積むが、暗殺者はそうじゃない。特定の状況下を待つ、もしくは作り出し、自分が確実に殺せる機会を狙ねらう。

　それが、暗殺という仕事だ。

「何か特別なスキルでも使ったのか？」

「いや、何も」

　俺が使えるのは『影が薄い』だけ。特別とはさすがに言えない。むしろ外れスキルの部類だ。

　多少魔法も使えるが、魔王相手にそんなもの、児戯にも等しいレベルの代物だ。

　直接的な、攻撃・防御・回復・強化系のスキルは、程度によるが当たりのスキル──という認識が一般的らしい。パーティ帯同中、色んなところから聞こえてきた。

　確かに、常人が使えば、俺のスキルはほんの少しの間、認識を阻害するだけの外れスキル。

　消えるわけでもないし、透明になるわけでもない。

　だが、裏打ちされた暗殺技術と身体能力、あとは戦闘経験を積んでいけば、その外れスキルの見え方が変わってくる。

　暗殺技術と相乗効果があると気づいてからは、スキルの活かし方に苦心する毎日だったように思う。

「魔王暗殺は、そなたのこれまでの努力の賜たま物ものによる結果、といったところか」

「そんな大層なことじゃない。ただ……生きる上で必要だっただけだ」

「まったく、謙虚な男だ」

「事実だ」

「いや、アルメリアや他の者たちから個々に報告を受けておってな。ヘボパーティで上手うまくいかなかったが、ロランが合流してからというもの、戦闘能力や連携が飛躍的に向上した、と」

「買い被りすぎだ」

「そんなことはない。現に、不可能とまで言われた魔王討伐をやってのけた。しかも単独で。アルメリアだけでなく、エルヴィ聖騎士、リーナ大魔導士、セラフィン大神官……彼女たちが口をそろえて同じことを言っている。ロランがいなければ、魔王城にすら辿り着けなかっただろう、と」

「持ちつ持たれつ……お互い様だろう」

「手柄をまったく主張せんな、おまえは。魔王を倒したことにより、伝説の暗殺者として知られるであろう。まさにレジェンドなわけだ」

「勘弁してくれ。二つ名が重すぎる。俺の柄じゃないし知られたくもない」

「まあよい、宴うたげの準備をさせる。しばらく城内でゆっくりと過ごすがいい」

「遠慮しておく。あくまでも『魔王を倒したのは勇者アルメリアたち』……そうだろ？」

　俺みたいな日陰者には、世間の光は眩まぶしすぎる。

「確かに、当初の依頼ではそう言ったが……」

　ランドルフ王からの依頼は、端的に言えば勇者パーティへの助力と魔王暗殺。

　だが、魔王を倒したのは勇者たちということにしてほしい、という要望もあった。

「フェリンド王国、第一王女にして勇者のアルメリア・フェリンド。家柄、能力ともに英雄として祭り上げるにはもってこいの人材だ。そうだろ、お父さん？」

「才色兼備が抜けているぞ、ロラン」

　そうだったな、と俺はランドルフ王の親バカ発言に苦笑する。

　才色兼備も同感だ。

　フェリンド王国は、今後世界中の国から注目され、他国への政治的発言力を強めていくだろう。

　それが、魔王暗殺とアルメリアたちのお守りを依頼した理由だと思っていたが……単純に娘のことが心配だったのかもしれない。

「だがな、ロラン。伝説の暗殺者を手ぶらで帰したとあっては、フェリンド王室の名折れというもの。何か望みはないのか？　絶世の美女でもあてがってやれる。金がほしいならいくらでも額を言ってくれ。家がほしいのであればすぐに準備させよう」

「望み……」

　俺は小さい頃ころの記憶がほとんどない。

　ただ、親代わりの師匠に育てられ、あのスキルを磨いて暗殺者となった。

　本当の名前も知らない。

　何を望んでいいのか、さっぱりわからない。

「人の殺し方ならすぐにわかるのに、自分の望みとなるとさっぱりわからない」

　これまで、魔物や人を数えきれないほど殺してきた。

「あっ」

　声を上げたランドルフ王が俺に待ったをかける。

「絶世の美女と言ったが、アルメリアはいかんぞ。アルメリアは。まだ一六。嫁に行くような年ではない！」

　一六歳の王女なら、どこかの王子と婚約してても珍しくないと思うが、嫁に出す気はさらさらないんだろう。出さずとも、婿に来たがる男は星の数ほどいるだろうし。

　むむむ、と腕を組んでランドルフ王が唸うなっている。

「だ……だが、ロラン……おまえがアルメリアを嫁に欲しいと言うのであれば……！　このランドルフ、血の涙を流して送り出そうと──」

「いや、アルメリアは要らん」

「要らんのかい！」

　はぁーよかったぁー、と心底安心しているランドルフ王。

　なかなか好感が持てる王様だ。

「だが、要らぬと言われるのも、それはそれでなんかモヤっとする……」

　俺のアルメリア不要発言に納得がいかないらしい。

　アルメリアの名前を聞いて思い出した。

　いつだったか、アルメリアが「普通の生活をしてみたい」と言っていた。

　普通って何だろう、と俺たちは考えたが、誰だれもわからなかった。

　そもそも、誰も「普通の生活」とやらを送った人間がいなかった。

　俺が知っている生活といえば、山奥で師匠と暮らした修行の日々とこの暗殺稼業の日々だ。

　たぶん、これは普通ではないと思う。




「……普通の生活」




「ん？　それがどうかしたか？」

「普通の生活というのを、送ってみたい。暗殺者ではなく、普通の、ただの人間として、ありふれた生活を送ってみたい」

　人や魔物を殺さなくても金がもらえて。

　誰かを騙だまさなくても安穏としていられて。

　誰かに裏切られる心配をしなくてもいい。

「そんなものでよいのか？　美女数人を囲ってイチャイチャする毎日でもよいのだぞ？」

「ランドルフ王と一緒にするな」

「何を言うか。子作りも私の立派な仕事だぞ」

　冗談ぽくランドルフ王は憤慨してみせた。

「まあよい。『普通』というのも、中々どうして得難いものであることは、私も理解しているつもりだ。その『普通の生活』というものを送る上で、必要なものがあれば準備させよう」

　そもそもの報酬は、望みをすべて叶かなえる、だった。

　当面の生活費が必要だろう、と俺は一〇〇万リンほどの資金を受け取った。

　足りるのか？　とランドルフ王は不安そうだった。

「十分だ。助かる。ありがとう」

「何を言うか。こちらこそありがとう」

　俺とランドルフ王はがっしりと握手を交わした。

　かりかり。かりかりかり。

　外で扉をひっかくような音がすると、少し開いた隙すき間まから黒猫が入ってきた。

「猫……？　野良猫が迷い込んだのか……？　いや、首輪をしてるな」

　みゃお、と黒猫はひと鳴きした。

　俺の足下に近づいてきた黒猫の頭を撫なでて、喉のどをくすぐった。

「ロラン、もしまた何かがあれば……」

　俺は首を振って言葉を遮る。

「よせ。俺に依頼する『何か』がないような世の中にするのは、あんたの役目だ」

　ランドルフ王は苦笑した。

「そうだな。では、もう二度と会わないことを祈ろう。とくに、敵として」

「大丈夫だ。『普通の生活』を送るんだから、王様になんて二度と会わない」

　そう言って、俺は王の私室をあとにする。

　黒猫もあとについてくる。

　みゃお、みゃお、と鳴いて、後ろ足で首輪をかきはじめた。

「わかった、わかった」

　魔法具の一種である首輪。

　かなりレアアイテムだったが、持っていてよかった。




　俺が首輪を触って魔力を流すと、黒猫が淡く光り、人の形へと姿を変えた。




「猫の姿というのは、窮屈で仕方ない」




　肩にかかった赤い髪を手でさらりと払った。

　彼女の名前は、ライリーラ・ディアキテプ。

　本名は長いから、ライラと呼べと言われた。




「まあ、それもすぐに慣れるだろう」

「妾わらわを……魔王を倒した伝説の男が、何を望むのかと聞き耳を立てていれば『普通の生活』などと……おかしな男だ」

　くすくす、とライラは笑った。

「そのおかしな男に、一〇分も持たず倒されたつまらん魔王が何を言う」

　首輪は姿を変えられる他に、魔力量が多ければ多いほど力を減少させる反比例の効果があった。

　対魔王専用に、と持っていたアイテムで、ライラにとっては、最悪のアイテムといえるだろう。

　売れば、城が建てられるほどの額になったはずだ。

　あのとき、魔王は死んだ。

　ライラが作った偽の死体をあの謁えつ見けんの間に残し、俺は魔王城を去った。

『妾の魔法技術の粋を集めて作った傑作だ。魔王軍幹部が生き残っていたとしても、見破れないだろうな！』

　と、ライラは自信満々だった。

　人間側に関しては、魔王を間近で見たことがあるのは俺だけだ。

　そして、永遠に外れることのない首輪をはめた。

　あのとき、魔王という存在は死んだのだ。

「そなたは存外、優しい男であるな」

「おまえを生かしたのは、首輪の使いどころがなかっただけだ。売ったとしても、悪用される可能性があるし、売って得た金も要らない」

　これからは猫として生きるといい。そう言って放り出したのに、ライラは勝手についてきた。

「魔王という首輪を外してくれた貴き様さま殿どのには、これでも感謝している」

　歌うように言うと、ライラが手を絡めてきた。

　なぜか気に入られてしまった。

「まったく、暗殺者のくせに詰めが甘い。くふふふ」

「ああ、そうだな。だから暗殺稼業は今日から休むんだ」

「それで、これからどこへゆくのだ？」

　わくわく顔のライラが、俺の腕に抱きついて訊きいてくる。

　歩きづらいので振り払おうとしたら、がっしりと摑つかんでいて離れなかった。

　魔法の力がなくなったとはいえ、一般的な女の筋力はあるらしい。

「決まってる。都会でも田舎いなかでもない、『普通の町』に行く」

「また『普通』……妾は、全然トキめかんのだが……」

「おまえをトキめかせるためにやってるんじゃないんだよ」

　不満そうに口を尖とがらせるライラと俺は、王都の人ごみに紛れた。







　この続きは現在配信中の『外れスキル「影が薄い」を持つギルド職員が、実は伝説の暗殺者』にてお楽しみください


(C)Kennoji, KWKM 2019
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